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PROLOGUE







　神聖アースガルズ帝てい国こくの大神官にして、《槍やり》の宗主パトリアークハールバルズ。

　その半生は、常に死と隣となり合あわせであった。

　貧農の子として生まれた彼かれは、その日の糧かてを得ることさえ困難で、弟と妹はいつの間にかいなくなっていた。

　次は自分の番かといつも恐きよう怖ふに怯おびえていた。

　齢よわい一〇の時にエインヘリアルの力に目覚め士官し、飢うえの恐怖から逃のがれることは出来たが、世は弱肉強食の戦国時代である。

　血臭のみたちこめる戦場を数多あまたくぐり抜ぬける間に、戦友を一人、また一人と失い、自らの死を覚かく悟ごしたことも数知れない。

　いつ消えるともしれぬ身、その恐怖から逃れるように、彼は妻を娶めとり、三人の子を儲もうけた。

　自らの血を受うけ継ついだ我わが子この誕生は、彼の恐怖をいくばくか和やわらげた。

　だが、その幸せな日々は、そう長くは続かなかった。

　敵に領地を攻せめられ、妻と子どもを全すべて殺されたのである。

　物言わぬ骸むくろとなった家族の前で、彼は一つの悟さとりを得る。

　自分が恐怖に苛さいなまれ続けるのも、家族を失ったのも、ひとえに力がないからだ。

　力さえあれば、何かに怯えることも、失うこともなくなる。

　以来、彼はただがむしゃらに力を求めた。

　彼の持つルーン《姿を変えるものスヴイパル》は、自じ我がの弱い小動物を乗っ取ることができる。

　性しよう根ねもまっすぐで華はな々ばなしい戦場での槍働きを求めていた若い頃ころは、しょうもない力とこのようなルーンを授さずけた神を恨うらんだものだが、年を経へて酸すいも甘あまいも噛かみ分わけられるようになってくると、この力の絶大な有用性が見えてくる。

　情報は、剣けんや槍などよりはるかに強力な《力》である。

　悩なやむ者の心に滑すべり込み恩を売り、強い者の弱みを握にぎりつけ込み、少しずつ少しずつ力を付け、ついには神聖アースガルズ帝国大神官というユグドラシルの権力の頂点にまで昇のぼり詰つめた。

　ありとあらゆる者が彼にへりくだり、従う。

　何人たりとも、そう神帝テイウダンスであろうとも、彼に逆らうことはできない。

　彼はようやく心の安あん寧ねいを得る――

　――はずだったが、またもや彼を脅おびやかすものが現れる。

　老いである。

　いつの間にか、手に持つ皿に重みを感じるようになっていた。

　立ち上がる、ただそれだけのことが大変になっていた。

　腰こしや膝ひざなど、身体の節々に痛みが疾はしるようになっていた。

　万ばん難なんを排はいして退けたはずの『死』が、気がつくとすぐそこまで迫せまっていた。

「死にとうない」

　ようやく、ようやく盤ばん石じやくの地位を築き上げたというのに。

　まさにこれからだというのに。

　その全てを失うなど考えられなかった。

　幸いにして、彼にはそれを可能にする《力》があった。

「このままでは終わらんぞ。終わってたまるか……っ！」







ACT 1







「《鋼》万歳ジークイヤールン！　《鋼》万歳ジークイヤールン！」

「大宗主万歳ジークレギンアーク！　大宗主万歳ジークレギンアーク！」

　ヴィーグリーズの野に、高らかに戦勝を告げる鬨ときの声こえが鳴なり響ひびいていた。

　神帝テイウダンスの《鋼はがね》討とう伐ばつ令れいにより四氏族により結成された討伐軍は実に三万、対する《鋼はがね》軍は一万強であり、文句なしの大勝利である。

　叫さけぶ兵士たちの顔にも、安あん堵どと喜びが満みち溢あふれている。

　しかし、その勝利の最大の立役者とも言うべき少年、《鋼はがね》の大宗主レギンアーク周防すおう勇ゆう斗との表情は依い然ぜん、厳しいままであった。

「クリス！　すぐさま各隊に伝達！　被ひ害がい状じよう況きようを確かく認にん、負傷者は応急手当を、まだ戦える者を急ぎ再編、追つい撃げきの準備に取とり掛かからせろ！」

　手に持ったトランシーバーに、勇斗は声を張り上げる。

　確かに、今戦いの勝敗は決した。

　だが、実のところ、勢いにおいて敵を押おし返かえしただけであり、現時点でも未いまだ、兵力的に《鋼》は討伐軍に圧倒されている。

　この勝利が、何かの拍ひよう子しであっさりとひっくり返りかねない薄はく氷ひようのものにすぎないことは、勇斗自身がもっともよくわかっていた。

「ルーネ、疲つかれてるところ悪いが、お前もすぐさま追撃にかかってくれ」

『はっ！　かしこまりました』

　トランシーバーから凛りんとした頼たのもしい声が返ってくる。

　声の主ジークルーネは、女ながら『最も強き銀狼マーナガルム』の二つ名で知られる《鋼はがね》一の勇者であり、皆かい騎き兵へい部隊『親衛騎団ムスツペル』の長である。

「《剣》の宗主パトリアークファグラヴェールはなんとしても捕つかまえろ。取り逃にがせば、面めん倒どうになる」

『かしこまりました。必ずやご期待に応こたえてみせます！』

「頼む」

《剣》の宗主ファグラヴェールは、この《鋼はがね》討伐軍の盟主的存在である。

　配下の兵を死さえ恐おそれぬ一いつ騎き当とう千せんの勇者に変へん貌ぼうさせる《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》のルーンを持つエインヘリアルであり、その恐ろしさは実際に相対した勇斗は嫌いやというほど思い知っている。

　今回はなんとか勝利を収めたものの、正直、もう二度とやり合いたくない相手である。

　このまま取り逃にがし軍を立て直す機会を与あたえれば、非常に厄やつ介かい極きわまりない状じよう況きようになるだろうことは容易に想像がつく。

　加えて言えば、三万という大軍で敗れたのである。今後、敵は野戦には応じず、城じよう壁へきに貝のように立てこもる可能性が高い。

　それは勇斗としては、是ぜが非ひでも回かい避ひしたいところだった。

　いかに《鋼はがね》が、時代を超こえた攻こう城じよう兵へい器きをいくつか保有しているとはいえ、そうなれば《剣》を制圧するのに相当の時間を要することは火を見るより明らかだ。

　近い将来、ユグドラシルが海に沈しずむことがわかった今、そんなことをちんたらしている猶ゆう予よはない。

　この追撃でファグラヴェールを捕とらえられるか否いなかは、今後を左右する正念場であり、勇斗にとってまだまだ気の抜ける状況ではなかったのだ。







　ドワァァン！　ドワァァン！　ドワァァン！　ドワァァァァァァン！

　兵士たちの叫び声や剣けん戟げきに混じって、戦場に銅ど鑼らの音が響ひびき渡わたった。

　ぎょっと目を剥むき、表情を凍こおらせたのは、ビフレスト中央を支配する《牙きば》の宗主シーギスムントである。

　当然のことながら、銅鑼による合図は事前にすでに取り決めてある。

　軍行動において合図を間ま違ちがえば、それが敗北に繋つながりかねないことぐらい、実力で宗主の座に昇り詰めたシーギスムントが知らぬはずもない。

　ゆえに完全に頭に叩たたき込んであり、合図を間違うことなど有り得ない。

　有り得ないのだが、シーギスムントはただただ耳を疑うしかなかった。

　四回連続の銅鑼の音の意味、それは――

「全軍撤てつ退たいだとぉ!?」

　彼にとってはまさしく寝ね耳みみに水みずもいいところである。

　彼の率いる《牙きば》勢五〇〇〇は、《鋼はがね》軍の側面を今まさに攻こう撃げきしている真っ最中であり、立ちはだかる荷車の壁かべや援えん軍ぐんとして現れる遊ゆう撃げき部隊に苦戦しつつも、基本的には優勢に戦いを進めていた。

　全体の戦局を見ても、討伐軍二五〇〇〇は、《鋼はがね》軍一万をぐるりと包囲する格好となっており、その上、討伐軍の兵士たちは《剣》の宗主ファグラヴェールの《力》によって、一騎当千の勇者と化している。

　もはや勝利は時間の問題、というのがほんのついさっきまでのシーギスムントの認にん識しきだったのだ。

「むっ!?」

　不意に、シーギスムントは自らの周囲を守る兵士たちの表情が一変していることに気づいた。

　先さき程ほどまでは闘とう志しが剥むき出だしになった野や獣じゆうの形相だったというのに、今はどの兵士も撤退の合図に怯え戸と惑まどう子こ鹿じかそのものである。

「……ファグラヴェールの妖よう術じゆつが、解けておる」

　それはすなわち、ファグラヴェールがその《力》を行使できない状況にあるということである。

「先程の銅鑼からすると、討うち取られたか、捕ほ縛ばくされたといったところか」

　眉み間けんにしわを寄せつつ、シーギスムントは独りごちる。

　実際のところ、ファグラヴェールは昏こん倒とうしただけであり、現在、戦場から離り脱だつの真っ最中なのだが、神ならぬシーギスムントにそれを知る術はない。

　むしろ今この状況からの類推としては、しごく真っ当なものだったといえよう。

「ちっ、退くぞ！」

　外がい套とうを翻ひるがえしつつ、シーギスムントは声を張り上げる。

　敗北が決定した以上、もはや一刻の猶予もなかった。

　確かに、《牙きば》軍はまだ損害も少なく兵も十分に残っているが、全軍撤退の銅鑼が鳴り響き、ファグラヴェールによる妖術も解けた今、もはや戦意を保つことは困難だ。

　このまま戦場に留とどまれば留まるほど、兵士たちの動どう揺ようと混乱は高まるのは目に見えている。

　可能な限り、兵を帰国させるためにも、まだ統とう率そつが取れている間にとっとと戦場から離り脱だつするべきだろう。

　このシーギスムントの判断は実に正しく、そして極きわめて迅じん速そくでもあった。

　しかし、彼にとって不幸だったのは――

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

「ひぃぃっ！」

《牙きば》軍側面より、悲鳴が巻き起こる。

　遠目に、馬上から槍を振ふるう一団をシーギスムントは捉とらえる。

『親衛騎団ムスツペル』

　先程までの戦いで、どこからともなく現れ、ことごとく好機を潰つぶしては風のように去っていった忌いま々いましい連中だった。

「ちぃっ！　よりにもよってこんな時に！」

　思わずシーギスムントは舌打ちするしかない。

　皆騎兵部隊というユグドラシルの常識を覆くつがえす彼らの機動力と突とつ撃げき力りよくは、この会戦の間だけで嫌というほど味わわされている。

　この今まさに撤退を始めようかという状況では、最も遭そう遇ぐうしたくない相手であった。

「急げ、とっととこの場からずらかるぞ！」

　シーギスムントは自らの乗る戦車の御ぎよ者しやに檄げきを飛ばす。

　今まさに敵が襲しゆう来らいしてきているというのに指揮を投げ出して一人だけ逃げ出そうなど、子分孫分たちにしてみれば宗主おやの風上にも置けないが、宗主の立場からすれば、なんとしても自分が逃げ延のび国に戻もどることが氏族のためである。

　此こ度たびの大敗に加え、自分が討ち取られまですれば、《牙きば》はさらなる混乱をきたし、衰すい退たいするのは目に見えている。

　なんとしてもその状況は避さけねばならなかった。

「飛ばせ！　もっともっと飛ばせ！」

「め、目め一いつ杯ぱい追っています。しかしこれ以上は……」

「グダグダ言うな！　とにかく速度を上げるのだ！」

　御者を叱しかりつけつつ、シーギスムントは焦しよう燥そう感かんも露あらわに後ろを振り返り、再びギクリと表情を強こわ張ばらせる。

　黒い衣装に身を包んだ騎き兵へいが数すう騎き、こちらに向け一直線に突つき進すすんできていた。

　明らかに自分を捉え、標的と定めている。

　いかに敗戦に混乱し、烏う合ごうの衆しゆうに成り果てているとは言え、五〇〇〇を数える《牙きば》勢をこうもあっさりと短時間で切きり裂さき、貫つらぬいてくるとはただただ脅きよう威いというしかなかった。

「ぐ、ぐぬぅぅぅっ！」

　思わずシーギスムントは歯ぎしりする。

　彼の乗る戦車を引く三頭の馬たちは、いずれも《牙きば》で指折りの名馬である。

　その疾しつ走そう速度は、他の追つい随ずいを許さない。

　だと言うのに、騎兵たちはみるみるうちに距きよ離りを詰めてくるのだ。

「ええい、どけい！」

「っ！　うわわっ!?　がっ！」

　ドンッ！　とシーギスムントに突き飛ばされ、御者が戦車から転がり落ちていく。

　まさしく非道というしかない行こう為いだが、人ひとり分軽くなれば、戦車の速度はかなり上がる。ことここに至ってはなりふりなど構っていられなかった。

　だがそれも、所しよ詮せんは焼け石に水であった。

　ヒュンッ！　ガキィッ！

　何かが風を切る音についで、戦車を激しい衝しよう撃げきが襲おそう。

　ぐらりと荷台が左に傾かたむき、たまらずシーギスムントは地面に投げ出された。

「くっ！」

　ゴロゴロと転がりつつも、シーギスムントはなんとか立ち上がる。

　車輪に槍を挟はさみ込まれ、無む惨ざんに横転している愛車が視界に映る。そしてその奥おくから、騎兵たちが土つち煙けむりをあげて迫ってきていた。

「やあやあ我こそは《鋼はがね》が親衛騎団ムスツペルが一員ヒルデガルド！　《牙きば》が宗主シーギスムント殿どのとお見受けいたす！　いざ尋じん常じように勝負！」

　戦場には似つかわしくないおさげ髪がみの幼い少女が、名乗りを上げつつその小こ柄がらな身体に見合わぬ大槍を片手で軽々と振ふり下おろしてくる。

「ちぃぃっ！」

　落車によるものだろう、ズキズキと身体の各所が痛むが、シーギスムントは意志力でそれを押さえ込み、腰の剣を抜き放ちヒルデガルトの一いち撃げきを受け止める。

「ぐぬっ!?」

　衝撃に弾はじかれ、シーギスムントはたまらず数歩後ろにたたらを踏ふむ。

　女のものとはとても思えぬ重い一撃、間違いなくエインヘリアル――神より特別な力を与えられた者のそれだった。

「まだまだぁっ！」

　シーギスムントに体勢を立て直す隙すきを与えず、少女が追撃を仕し掛かけてくる。

　流れに無む駄だがなく、鋭するどく、迅はやい。

　才能だけでなく、しっかりと鍛たん錬れんを積んだ者の動きだ。

　間違いなく、強敵と言える。

　だが――

「貴様がごとき小こ娘むすめにやられる俺おれではないわ！」

　吼ほえつつ、シーギスムントは身体を半身にして、ヒルデガルドの紫し電でんの突きをかわしつつ、左手に付けた篭こ手てで槍の柄つかを弾く。

「むんっ！」

　そのままシーギスムントは迫る馬体に臆おくすることなく踏み込み、ぎりぎりのところでその突とつ進しんをかわしつつ剣を横よこ薙なぎに一いつ閃せんする。

　少女の乗る馬の左前まえ脚あしから鮮せん血けつが吹ふき出し、その馬体が大きく傾いた。

「うきゃあっ!?」

　珍ちん妙みような悲鳴とともに、今度は少女が地面に投げ出される番だった。

　最近は自ら槍を交える機会こそ減ったが、シーギスムント自身、歴戦のエインヘリアルであり、十数年もの間、戦場を駆かけ抜け、生き延びた経験がある。

　確かに目の前の少女の力量は、年ねん齢れいからすれば大したものと言えたが、所詮、まだまだ彼の敵ではなかった。

「っつぅぅぅっ！」

　したたかに背中を強打したらしく、地面に転がったままヒルデガルドが苦く悶もんの表情を浮うかべる。

　そのまま立ち上がれないところを見ると、あまりの痛みにそれすらままならぬのだろう。

　その隙を見み逃のがすシーギスムントではない。

　なにより、周囲には他にも敵がいるのだ。依然、彼を包む状況は切せつ迫ぱくしており、確実にとどめを刺さし、敵の数を減らさねば、命にかかわる。

「女を手にかけるのは趣しゆ味みではないが、これも戦場の習いだ」

　自らに言い訳するようにそう呟つぶやいて、シーギスムントは苦しまぬようせめて一撃で葬ほうむってやろうと少女の肩かた口ぐちめがけて剣を振り下ろす。

「ひっ！」

　死の恐怖に少女の顔が大きく引ひき攣つり――

　――しかし、その刃やいばは少女の身体に届くことはなかった。

　二人の間に割って入った槍の柄が、ぎりぎりのところでシーギスムントの一撃を食い止めている。

「間かん一いつ髪ぱつ、か」

　見上げると、ヒルデガルドよりはいくらか年長の銀ぎん髪ぱつの少女が、ふーっと馬上で大きく息を吐はいていた。

　ヒルデガルド同様、なんとも華きや奢しやな体たい躯くだが、まとう雰ふん囲い気きはまるで別物だった。

　その氷のような表情には一いつ切さいの驕おごりも隙もなく、極限まで研とぎ澄すまされた闘気は、シーギスムントでさえ一いつ瞬しゆん圧あつ倒とうされる。

「ジ、ジークルーネお姉様！」

　先程までの恐怖に凍りついた顔から一転、嬉うれしそうに叫ぶ。

　その名は、彼も聞きき及およんでいた。

　親衛騎団ムスツペルの長にして、《鋼はがね》最強と謳うたわれる『最も強き銀狼マーナガルム』の登場に、さしものシーギスムントも、戦せん慄りつに背筋を冷たいものが流れた。







「まさか……このような事態になるとはな」

　先程から鳴り響く銅鑼の音に、《槍》の若頭補佐ほさヘルモーズもまた表情を強張らせていた。

　年の頃は三〇半ばぐらいか。細身ながら鍛きたえ上あげられた屈くつ強きような肉体を持つ、精せい悍かんな顔つきの男であり、『神速のヘルモーズ』の二つ名で知られる《槍》切っての名将だった。

　決戦前の会議の場では一切発言せず、まったくといっていいほど目立っていなかったが、全て親分であるハールバルズの盤ばん上じようのことだと承知していたがゆえである。

　将たるもの、用心深くなくてはならぬ。

　しゃべるということは、情報を発するということだ。察しのいいものは、本当に些さ細さいなことから真実に到とう達たつする。

　あの場には各氏族から選よりすぐりの者たちが集まっていた。

　下手に口を開くより、黙だまっていたほうが身のためだと判断したのである。

　事実、おしゃべりなアレクシスなどは、不用意な発言でハールバルズの能力の限界を見抜かれている。

　そんな切れ者のヘルモーズですら、この報は青せい天てんの霹へき靂れきもいいところだった。

　だが、彼は戦場では何が起こるかわからないことを、よく知っていた。ゆえにすぐに思考を切り替かえる。

「さて、どうしたものか……」

　つぶやきつつ、ヘルモーズは空を見上げる。

　傍はた目めには一見、途と方ほうに暮れているようにも見えるが、決してそうではなかった。その視界は、こちらへと向かってくる一羽わのカラスをしっかりと捉えていた。

　やがてカラスは、ヘルモーズの左ひだり肩かたへと降り立つ。

「ヘルモーズよ」

　カラスが人語を発する。

　明らかに異常なことであったが、ヘルモーズの顔にはわずかの動揺もない。

「はっ、父上。ご期待に応えることができず、申し訳ありません」

　むしろ恭うやうやしく、頭を垂れさえしてみせる。

　このカラスこそ、《槍》の宗主にして神聖アースガルズ帝国の実権を握る大神官ハールバルズそのひとであった。

　より正確には、その魂たましいが憑ひよう依いした存在である。

　ヘルモーズはハールバルズが《姿を変えるものスヴイパル》のエインヘリアルであり、様々な動物に憑依することができることを知る、数少ない人間の一人であった。

「よい。貴様には何の責もない。『黒きもの』め……まさかあそこまでとんでもないとは、のぅ。予想をはるかに超こえておったわい」

「御ぎよ意い。俺もまさかこの布ふ陣じんで敗れることになろうとは、夢にも思っておりませんでした」

　ハールバルズの言葉に、ヘルモーズも渋じゆう面めんな顔つきで頷うなずく。

　一五歳さいで初うい陣じんして以来はや二〇年、数多の戦場を駆け抜けたヘルモーズは、戦に絶対はないことは百も承知している。

　それでもさすがに、ハールバルズの『情報』に、ファグラヴェールの『力』、バーラの『知略』、なにより敵の倍以上という二五〇〇〇の兵力まで揃そろえて、こうもあっさり敗北するとは、さすがににわかには信じられるものではなかった。

　しかも、それを成し得たのは、自分の年の半分にも満たぬわずか一七歳の少年だと言う。

　いったいどんな化物かと、想像するだけでぶるるっとヘルモーズは身体に震ふるえを覚えざるをえなかった。

「うむ、早さつ急きゆうに対策を練らねばならぬ。このままでは早晩、帝国どころか、我ら《槍》も彼奴きやつら《鋼はがね》に呑のみ込まれるであろうことは目に見えておる」

「……確かに」

　眉間にしわを寄せつつ、ヘルモーズもハールバルズの推測に頷くしかなかった。

　今回の大勝で、潮目が変わったと認識する者は少なくないはずだ。

　寄よらば大たい樹じゆの陰かげと、《鋼はがね》の軍門に降る氏族が次々と出てくるだろう。

　そうなればもう、《鋼はがね》の勢いは止められない。

「じゃが、このまま彼奴らに蹂じゆう躙りんされるのを指をくわえて震えて待つつもりは儂わしにはない」

「はっ、当然です」

　敗戦国の民たみがどうなるかぐらい、ヘルモーズもよくよく知っている。

　ヘルモーズは生まれ育った故こ郷きようを、民を愛している。そんな憂うき目めに晒さらすわけにはいかなかった。

「まずは一人でも多くの兵を帰国させねば、な。儂が誘ゆう導どうするゆえ付いてまいれ」

　今この状況では、これほど頼たよりになる言葉もなかった。

　ハールバルズには翼がある。

　はるか空高くから、地上を俯ふ瞰かんすることができる。

　まだ敵の手の及んでいない、かつ追手にも見つかりにくい安全な撤退路を割り出すことなど造作もないことだったのだ。
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　ピシッ！　ピシッ！

　疾しつ駆くする馬車の御ぎよ者しや台だいで、バーラはただひたすらに鞭むちを振るっていた。

　もし普ふ段だんの彼かの女じよを知る者が、今の彼女の形相を見れば、驚おどろきに目を瞠みはったであろう。

《剣》の軍師として、いついかなる時にも冷静さを失わず、温和な笑えみを崩くずさなかった彼女が、険しい顔つきで焦燥を露わにしているのだから。

　実際、今の彼女は、生しよう涯がいでもかつてない危機的状況にあった。

「まったく～、想定外もいいところですわ～」

　ちらりと荷台のほうを振り返りつつ、バーラは独りごちる。

　そこでこんこんと眠ねむるのは彼女の主、《剣》が宗主ファグラヴェールである。

　ほんの少し前まで、《鋼はがね》討伐軍の盟主として、三万という古今未み曾ぞ有うの大軍をその手足としていたが、今やわずかな手勢が付き従うのみの惨みじめな敗軍の将だった。

　だが、それは断じてファグラヴェールが無能な将だったからではない。

　むしろ贔屓ひいき目め抜ぬきで、バーラは自らの主を凄すさまじく有能な宗主だと思っている。この歴史的大敗を喫きつした今でさえ、その考えはいささかも揺ゆらいでいない。

　ただ、そうただ、今回は相手があまりに悪すぎた。

「いくらなんでも～……化物すぎでしょ～……なんなのよ、あれ～」

　ファグラヴェールの奥の手、王のルーンとさえ言われる《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》の力により、一騎当千の強兵と化したはずの兵は、真っ向から力で跳はね返され、ねじ伏ふせられた。

『高座から全てを見渡すものスキルヴイング』の二つ名を持ち、それこそ本当に神のごとくあらゆるところを見通し、バーラたちを幾いく度どとなく歯ぎしりさせてきたハールバルズの異能の力さえ、あの軍神は易やす々やすと凌りよう駕がしてみせた。

　バーラ自身、智ち謀ぼうに関しては大陸でも五指に入ると密ひそかに自負していたものだが、ハールバルズの力を利用し張はり巡めぐらせた必勝の策の全てを、軽々と、そう本当に軽々と捻ひねり潰された。

　そして次々と現れる、見たこともない強力無比な新兵器の数々。あれらも全て、《鋼はがね》の大宗主レギンアークスオウユウトが考案したものだとしたら……

「……人間じゃないわ～。まさかあの噂うわさは～本当だとでも言うの～!?」

　ぶるるっと、バーラは全身に怖おじ気けが疾るのを止められなかった。

《鋼はがね》の大宗主レギンアークスオウユウトは、衰すい亡ぼう間近の《狼おおかみ》を救う為ために女め神がみアングルボダが地上へと降臨させた天の遣つかいである。

　これまで幾度となく、耳にした噂だ。

　よくある権力者の、民衆向けの権けん威い付けだとバーラは一いつ笑しように付していたが、散々にあの男の恐ろしさを骨身にまで味わわされた今となっては、とても無視できるものではなかった。

「だからって～、このままただ踏み潰されて終われますかっての～」

　かつてない恐怖と緊きん張ちように表情を強張らせながらも、バーラはそれでも気き丈じように自らを鼓こ舞ぶするがごとく笑ってみせる。

　自分は《剣》が誇ほこる九人の精せい鋭えいエインヘリアル『波の乙女おとめ』の最後の一人だ。

　苦楽をともにしてきた同どう僚りようたちは、自分の命令ミスで死地に飛び込み、結果、敵の虜りよ囚しゆうとなってしまった。

　戦場において、女がどういう扱あつかいを受けるのか、それを知らぬバーラではない。今、彼女たちがどのような責め苦を受けているのかを想像すると、血が凍ると同時に、自らの不ふ甲が斐いなさに胸を掻かきむしりたくなる。

　いかに相手が強大であろうと、こんな程度でへこたれていては、彼女たちに会わせる顔がない。

「御お館やかた様だけは～、なんとしても逃げ延びさせないと～」

　口調こそ間延びしているが、決然とした表情でバーラはつぶやく。

　それが一人おめおめ生いき恥はじを晒し続けている自分の、最後の務めだと思った。







　ガン！

　ガッ！　ガッ！　ガッ！　ガン！

「はあああああっ！」

「ぬうぅぅぅぅっ！」

　一方、戦場の一角では、ジークルーネとシーギスムントの槍撃の応おう酬しゆうが続いていた。

　一撃の重さ、迅さ、技量、すべて甲こう乙おつつけがたい。

　打ち合いは激しさを極めたが、

「せいっ！　はあっ！　ふっ！」

「ぐぅっ！　くっ！　ととっ！」

　やがて戦いの天てん秤びんは傾き始め、ジークルーネの攻撃がシーギスムントを追い詰め始める。

　シーギスムントもビフレストにその名を轟とどろかす強者ではある。

　だが、天下無む双そうの豪ごう傑けつ《雷いかづち》の虎心王ドールグスラシルステインソールは別格としても、《蹄ひづめ》のユングヴィ、《豹ひよう》のフヴェズルングなどと比ひ較かくしても、明らかに一枚劣おとる。

　彼らとの激戦をくぐり抜けてきたジークルーネにとって、もはや敵ではなかった。

　そう、そのはずなのだが、

「ぜえぜえ……」

　息を荒あららげその顔を苦悶に歪ゆがませたのは、攻こう勢せいのはずのジークルーネのほうであった。

　追い詰めつつも、あと一歩のところで仕留めきれないでいる。

「ふふっ」

　そして、劣れつ勢せいにもかかわらず、シーギスムントは不敵な笑みを浮かべる。

　実のところ、彼が何かをしたわけではない。

　ただ、彼は見み抜ぬいただけだ。

「ちっ」

　汗あせの珠たまを飛ばしつつジークルーネは舌打ちする。

　今回の戦いで、親衛騎団ムスツペルは遊ゆう撃げき隊たいとして右に左にと駆け続け、戦いずくめである。

《鋼はがね》最強の戦士と名高い彼女も、さすがに人間だった。

　疲ひ労ろうは重い枷かせとなって身体に巻き付き、彼女の身体からキレを奪うばっていた。

「初めの勢いはどうした!?　動きが鈍にぶってきたぞ？」

「くっ！」

　ここぞとばかりに吼え、攻勢に転じるシーギスムント。

　槍を縦じゆう横おう無む尽じんに振り回し、一いつ気き呵か成せいに畳たたみ掛けてくる。

「おらおら!?　音に聞く『最も強き銀狼マーナガルム』の力はこの程度か！」

「くぅっ！　ぐっ！　ぬっ！」

　瞬またたく間まに形勢は逆転、ジークルーネは防戦一方へと追い込まれていく。

　槍が、いつもより遥はるかに重かった。

　身体もいつものように全然動いてくれない。

　頼みの綱つな、奥の手の『神速の境地』にも、先程から試ためしているのだが入れない。

　この程度で根を上げるとは、まったく自分が情けなくて仕方がなかった。

「くっ!?」

　そうこうしているうちに、ついにシーギスムントの槍やりがジークルーネの防ぼう御ぎよを貫き、左肩を浅くかすめた。

　ぐらりとその体勢が崩れる。

「もらったぁっ！」

　シーギスムントがそんな絶好の隙を見逃すはずもない。

　とどめとばかりにジークルーネの心臓目め掛がけて必殺の突きを放ち――

「ふっ」

　しかし、ジークルーネはひょいっと身体を起こし、あっさりその一撃をかわしてのける。

　全ては、彼女の芝居であった。

　今のジークルーネが体力を消しよう耗もうしきっているのは間違いない。

　防御を固めたシーギスムントを真正面から力ずくでねじ伏せるのは、さすがに厳しい。

　そこで相手を攻撃に転じさせ、さらに隙を見せることで、相手の大おお振ぶりを誘導したのだ。

　どれだけ迅く鋭かろうと、体勢を崩していようと、狙ねらって撃うたせた一撃ならかわすことなど容易である。

「なっ!?」

　そして今、ジークルーネの目の前には、会心の一撃を外し、シーギスムントが愕がく然ぜんとした表情で無防備を晒していた。

　対象的にジークルーネはニッと口くちの端はを吊つり上げる。

　強者であるがゆえに、シーギスムントは実力伯はく仲ちゆうの機会に恵めぐまれなかった。

　対してジークルーネは、自分より強い相手と斬きり結むすび、接戦の切きり抜ぬけ方かたを学んでいた。

　その差が明暗をわけた。

「ふん」

「がはっ！」

　ジークルーネの放った槍が、吸い込まれるようにシーギスムントの胸むな板いたを貫く。

　完全な致ち命めい傷しようである。

　ジークルーネは淡たん々たんと槍を引き抜き、鮮血の滴したたる穂ほ先さきを天に掲かかげ叫ぶ。

「《牙きば》の宗主シーギスムント、討ち取ったりー！　死にたくなければ武器を捨てて投降せよ！　そうすれば命は保証しよう。我らが大宗主レギンアークスオウユウト様は寛かん大だいである！」

　その凛と澄んだ勧かん告こくは、不思議と戦場によく響き渡った。

　自らが掲げる宗主の死は、敗北で動揺していた兵士たちを更さらなる絶望へと叩き込み、心をへし折ったようだった。

　もはや《牙きば》の兵士たちは戦意を完全に失い、次々と武器を放り捨て、へなへなとその場に座すわり込んでいく。

　中にはそれでも逃げ出す者もいたが、ほとんどの者はもはやその気力さえ失ったようだった。

「やりましたね、ルーネお姉様！　先程は助けてくださり、ありがとうございました！」

　弾はずんだ声とともに、ヒルデガルドがタタッと駆かけ寄よってくる。

　そんな彼女に、しかしジークルーネは眉まゆをひそめ、ポカリとその頭を槍の柄で小こ突づく。

「あいたっ！」

「功を焦あせったのだろうが、一人先行しすぎだ。二度とするな」

「あううっ……はい」

　頭を押さえながら、ヒルデガルドは神しん妙みような顔で頷く。

　普段、鼻っ柱の強さが目立つ彼女ではあるが、さすがに今回はあと一歩で命を失っていただけに、反省しているのだろう。

　フッとジークルーネは苦く笑しようとともに表情をやわらげる。

「本来は厳げん罰ばつ物だが……今回はそれが功を奏した。おかげでシーギスムントを逃のがさずに済んだ」

「っ！　は、はいっ！」

　途と端たん、ぱああああっとヒルデガルドが表情を明るくする。

「そ、そうですよね。逃さず討ち取れたのは大きいですよね！」

「ああ、だから今回だけは大目に見てやろう」

「はい、ありがとうございます！　……ふふっ、そうよそうよ。この混戦の中、大将首見つけられたのは、あたしの鼻と耳があってこそ。やっぱりあたしすげえ！」

　口から思考がだだ漏もれている。

　まったく調子のいい娘むすめである。

　というより、よすぎる。そして脇わきが甘あまい。

　やれやれとジークルーネは肩かたをすくめるしかない。

　だが不思議と憎にくめない。

　なんだかんだジークルーネは彼女が気に入っており、可愛かわいいとも思っているのだ。

　だからこそ調子に乗せすぎないため、釘くぎを刺すのも忘れない。

「しかしお前は、相変わらずだな？」

　はあっと呆あきれた溜ため息いきとともに、ジークルーネは視線をヒルデガルドの股こ間かんへと向ける。

　そこはなぜかぐっしょりと濡ぬれ、染しみになっていた。

　おそらくは、シーギスムントに殺されそうになった時に、いたしてしまったのだろう。

「へ？」

　きょとんとした顔で、ヒルデガルドはうつむき、自ら確かく認にんする。

　瞬しゆん間かん、カーッとその顔が真っ赤に染まっていく。

　どうやら戦場の興奮で、今の今まで気がついていなかったらしい。

「誇り高き親衛騎団ムスツペルの一員として、そのお漏もらし癖ぐせは、いい加減治したほうがいいぞ？」

「い、い、いやああああああああああああ!!」

　ヒルデガルドの羞しゆう恥ちの叫さけびが、勝かち鬨どきとともにこだました。







「ほう？」

　ヴィーグリーズの城壁の上で、フヴェズルングは興味深げな声を漏らした。

　背中まで長く垂らした金色の髪かみに、顔の上半分を漆しつ黒こくの仮面で覆おおった異形の男である。

　かつては《豹ひよう》の宗主として勇斗と幾度となく矛ほこを交えた関係であり、今は独立騎兵団長として、《爪つめ》、《灰》の両宗主とともに、《灰》の族都ヴィーグリーズの防衛にあたっていた。

「「「ジークレギンアーク!!　ジークレギンアーク!!」」」

　遠く《鋼はがね》軍のものとおぼしき雄お叫たけびが響ひびいてきていた。

「どうやらあいつが勝ったようだな。ふん」

　言葉とは裏腹に、フヴェズルングはつまらなさげに鼻を鳴らす。

　自軍の勝利が嬉しくないわけではない。

　ただ少々、自分がいいようにあしらわれた相手に、勇斗があっさりと勝利を収められたことが癪しやくだったのである。

「まあ、いい。独立騎兵団、出しゆつ撃げき準備だ！」

　バサッと外套を翻し、フヴェズルングは部下たちに指示を飛ばす。

　現在、ヴィーグリーズは討とう伐ばつ軍に加わった氏族の一つ《雲くも》の軍勢に包囲されている。

　しかし、本隊同士の戦いで《鋼はがね》が勝利した以上、近いうちに撤退を始めるはずだ。

　圧あつ倒とう的てき機動力を誇る親衛騎団ムスツペルにとって、逃にげる相手はもはや絶好のカモである。

　敵は叩ける時に徹てつ底てい的てきに叩くのが、フヴェズルングの信条だった。

「父上、準備が整いました。いつでもいけます！」

　連戦の疲れもまだ抜け切らぬというのに、瞬く間に門の前に準備を終え騎兵たちがずらりと整列する。

　このあたりはさすが親衛騎団ムスツペルすら凌駕する精鋭部隊だった。

　実に頼たのもしく思うフヴェズルングだったが、一方、これに慌あわてたのが《灰》宗主ドーグラスである。

「お、お待ちくだされ、伯父おじ貴き！　いったい何事です!?」

　このヴィーグリーズはドーグラスが取りまとめる《灰》の族都だ。そして、優ゆう秀しゆうな弓の使い手が揃った独立騎兵団は、防衛の要である。

　無む謀ぼうに出撃されて失おうものなら、ヴィーグリーズは瞬く間に陥かん落らくしかねない。

　その辺りを心配しているのだろう。

　だが、そんなことはフヴェズルングの知ったことではなかった。

「フッ、ドーグラス殿も聞こえるだろう。この勝鬨が。今動かずしていつ動けというのか」

　愛馬にまたがりつつ、フヴェズルングは鼻を鳴らす。

　これにはドーグラスもムッとしたようだが、構いはしない。フヴェズルングにしてみれば、彼かれの心象などより、この好機をものにするのがなにより先決だった。

「い、いや、しかし、これが勝鬨とまだ決まったわけでは。明日に向け、兵士たちを鼓舞している可能性も考えられましょう」

　この言葉は、極めて常識的な発言ではあった。

　三倍近い軍勢を相手にしているのである。劣勢を強しいられ、その立て直しと考えるのが普ふ通つうというものだろう。

　しかし、フヴェズルングは意に介かいさず、きっぱりと返す。

「いや、これは鼓舞ではない。明らかに勝鬨だ」

「……どのあたりからそう思われたので？　根こん拠きよを詳くわしくお聞きしても？」

「ふむ……」

　苦笑とともに、フヴェズルングは肩をすくめる。

　フヴェズルングは、生まれながらに文字や数字、音、そして他人の感情に色を感じ取ることができた。

　まだロプトという名で《狼おおかみ》の若頭かしらだった頃ころはぼんやりとだったが、《豹ひよう》の宗主になったあたりからより一層、はっきりと視みえるようになった。

　フヴェズルング自身は知る由よしもないが、これは現代では『共感覚』と呼ばれている。

　扱あつかい方かた次し第だいでは絶対音感やサヴァン症しよう候こう群ぐんなど、その分野で天才的な力を発揮できる代しろ物もので、フヴェズルングが様々な技術をたちどころに模も倣ほうできてしまうのも、この力によるところが大きい。

　フヴェズルングには《鋼はがね》の兵士たちの声から、喜びを現す明るい橙だいだいがありありと視えるのだ。鼓舞ならば、もっと不安が混じり、こんな色が出るわけがない。

　だが、それをドーグラスに説明したところで、余計に不信を買うだけだということぐらい、フヴェズルングも理解していた。

「ユウト兄貴の強さは、戦った私が一番良く知っている。開戦初日からこんな手を使う男ではない」

　適当に言葉をつくろう。

　勇斗の名を借りるのは少々癪だし、兄貴と呼ぶのも違い和わ感かんしかないのだが、いざともなればいくらでも割り切れるのがフヴェズルングという男だった。

「ふ、ふ～む、確かに親父おやじ殿どのの戦上手は聞き知ってはおりますが……」

「まあまあ。ここは伯父貴の言う通り、親父殿を信じようではないか」

　まだ渋しぶるドーグラスであったが、思わぬところから助たすけ舟ぶねが出される。

《爪》の宗主ボドヴィッドだった。

　見た目は肥満体型のいかにも冴さえない中年といった風ふう貌ぼうだが、フヴェズルングも《狼おおかみ》の若頭かしらだった時、幾度となく煮にえ湯ゆを飲まされた食えない男である。

「儂の『耳』にも、伯父貴の言う通りに聞こえてきておる」

「む、むぅぅぅ」

　ドーグラスが眉み間けんにしわを寄せ、唸うなる。

　ボドヴィッドの言う耳とは、音を聞くものを指してはいない。彼が間者を使い、各地の情報に精通していることは、ビフレスト一帯ではよく知られていることだ。

「なに、ヴィーグリーズにはまだ《灰》の軍勢と、我ら《爪》の軍勢が詰つめているではないか。いくらでも耐たえられる。なにより、これが仮に鼓舞だというのなら、なおさら余計に本隊に援えん軍ぐんは必要かと」

「む、むぅぅ。確かに」

　渋面になり、ドーグラスは考え込む。

　本隊が敗れれば、討伐軍の本隊がこのヴィーグリーズに再び押おし寄せ、落城することになるのは目に見えている。

　そして、この《雲くも》の包囲を突とつ破ぱできる可能性があるとすれば、圧倒的機動力と突とつ撃げき力りよくを持つ独立騎兵団より他にはなかった。

「わかりました。ご武運を」

　しぶしぶといった感じながら、ドーグラスも了りよう承しようする。

　それとなく目配せしてくる仇敵ボドヴイツドに、フヴェズルングは少々複雑なものを感じつつも、声を張り上げる。

「よし！　では独立騎き兵へい団だん、出るぞ！　これまでの恨うらみ、倍にして返すぞ！」







　ほぼ同じ頃――

「「「「「ジークレギンアーク！　ジークレギンアーク」」」」」

「むっ？」

　不意に耳を打った合唱に、《雲くも》の宗主イェルハルトは訝いぶかしげに眉をひそめていた。

　年の頃は四〇前後、細身ながら引ひき締しまった体躯に、知性と剽ひよう悍かんさを感じさせる鋭い眼光を持った男であり、これまで二つの氏族を打ち破り、先代の頃よりその勢力を強めた英えい傑けつだった。

「ふん、劣勢を巻き返すために鼓舞でもしておるといったところか？　ふっ、まあ、あの死兵どもと相対すれば、兵の心も折れようて」

　さすがにまさかこれが勝鬨などとは、イェルハルトは考えなかった。

　討伐軍は《鋼はがね》軍を兵力的に圧あつ倒とうしているし、そこにファグラヴェールにハールバルズが持つ規格外の力まで加わっているのだ。

《鋼はがね》の小こ僧ぞうがどれだけ強かろうと万に一つも敗北などあるはずがない。まさかたった一日で潰かい走そうする羽目に陥おちいっているなど、夢にも思っていなかった。

　すでに陽ひも暮れかけていたこともあり、イェルハルトは兵士たちに夕ゆう餉げの準備をするよう指示し、自らも接収した民家で鎧よろいを脱ぬいで一息つく。

　攻こう城じよう戦せんは長期戦であり、しっかりと休息を取るのが常道ではあるのだが、今回はそれが災わざわいした。

「申し上げます！　ファ、ファグラヴェール殿どの率いる本隊が、《鋼はがね》軍の前に敗れたとのことです！」

「…………は？」

　しばらくして、息せき切って駆け込んできた伝令の言葉に、イェルハルトは呆ほうけた顔を返すことしかできなかった。

　イェルハルトは《雲くも》の宗主にまで昇のぼり詰めた男であり、相応に頭はキレる。

　それでもシーギスムント同様、あまりにありえないことに、さすがの彼も理解するまで数すう瞬しゆんの刻を必要とした。

「じょ、冗じよう談だんも休み休み言え。あの陣じん容ようで敗れるはずが……」

「じ、事実なのです。討伐軍は潰走、《鋼はがね》本隊はこちらに向け進軍中！　押し寄せてくるのは時間の問題かと！」

「な……な、な、な……っ!?」

　あまりのことに、イェルハルトはまともに言葉を紡つむぐことさえできなかった。

　だが、現実はイェルハルトに厳しかった。

　彼に思案する暇ひまをわずかも与あたえない。

「親父おやじっ！　城内の奴やつらが撃って出てきやがった！　フヴェズルングだ！」

　新たな兵士が飛び込んできて、慌てたように叫ぶ。

「な、なんじゃとぉっ!?」

「今は城門前に配置した兵たちが防いでいるが、正直やばい。早く増ぞう援えんを！」

「ぬ、ぬぅぅぅ……」

　苦悶の声がイェルハルトから漏れる。

　半刻前なら飛んで火に入る夏の虫と喜び勇んで迎むかえ撃つところだが、もう状じよう況きようが一転している。

《鋼はがね》本隊がもうすぐそこまで来ているのだ。一刻も早くこの場を離り脱だつする必要があり、とても増援などしていられる状況ではない。

　ないのだが、相手は圧倒的機動力と突撃力を誇る《豹ひよう》の残党である。抑おさえを置かずに背中を見せようものなら、散々に食い散らかされるのは目に見えている。

　つくづく先の判断が悔くやまれた。《鋼はがね》の勝鬨が聞こえた時に早々に撤てつ退たいを選せん択たくしていれば、と。

　しかし、もう後の祭りであった。

　あっちを立てればこっちが立たず。実に判断の難しい局面である。

　しかも状況は切せつ迫ぱくしており、将であるイェルハルトはすぐさま決断を下さねばならぬ立場であった。

「ぐぐぐ……よし！　城門前の連中はそのまま交戦！　残りの兵たちを急ぎまとめあげろ。すぐさまこの場を離脱するぞ！」

「なっ!?　親父!?　城門前の連中を見捨てるのか!?」

　二番目に報告に来た兵士が、ぎょっと目を剥むく。彼は討伐軍本隊が敗れたことを知らないのだから、当然といえば当然だった。

　だが、そんなことを説明している暇もなかった。

「うるさい！　これは決定事じ項こうだ！」

　怒ど鳴なるや、イェルハルトは鎧を身に着け、全軍の陣じん頭とう指揮をするため外へと飛び出す。

　彼の判断は、実に合理的ではあった。

　机き上じようの話でなら、むしろ最善だったと言えるだろう。この追い詰められ、焦しよう燥そうに駆かられる中で、よく短時間で判断したと言える。

　並の将であったならば、答えを出せずに堂どう々どう巡めぐりして徒いたずらに時間を無む駄だにしていただけだったろう。

　しかし得てして、合理は人の気持ちを踏ふみにじるのが世の常というものだった。

　最も驚いたのが、城門で今まさに独立騎兵団と交戦中の兵士たちだった。

「お、おい、どうなっている!?」

「なぜこっちじゃなくてそっちに行く!?」

「俺おれたちを置いて自分たちだけ逃げ出すつもりか!?」

　撤てつ退たい戦せんにおいて、敵の追つい撃げきを食い止める殿しんがりは、極きわめて危険な役目である。

　故ゆえに普通、故郷の家族の安全などを保証してもらい、味方を守るために決死の覚かく悟ごを決めて臨むものである。

　今の彼らには、そんなものあるはずがない。いきなり捨て石にされて、納なつ得とくできる人間などいはしない。

「子を見捨てるとか、見み損そこなったぞ、クソ親父！」

「ちくしょう、やってられるか！」

「俺たちも逃げるぞ。こんなところで死ねるか」

　結果、瞬く間に恐きよう慌こう状態に陥った。

　そして、戦意のかけらもなく逃げ惑まどう兵士など、ユグドラシルでも有数の精鋭部隊である独立騎兵団の敵ではなかった。

　ヴィーグリーズにも、ジークイアールンの勝鬨がこだまする。







「俺がくるまでよく持もち堪こたえてくれたな！」

　ヴィーグリーズに入城するや、勇ゆう斗とは出で迎むかえた《灰》宗主ドーグラスの両りよう肩かたをガシッと掴つかみ激賞した。

　戦において、士気は極めて重要な要素だ。決戦前に、最重要防衛拠きよ点てんが落とされたなど聞かされようものなら、兵士たちの動どう揺ようは計り知れない。

　もしヴィーグリーズが落とされていたならば、この戦、敗まけないまでも、より苦戦を強いられていたはずである。

　言葉に熱も篭こもろうというものだった。

「あ、ありがたきお言葉！」

　ドーグラスは感かん極きわまったように、声を震わせる。

　自らの氏族をあわや滅めつ亡ぼう寸前まで追い詰められていたのだ。宗主として、氏族全体の命を預かっている責任もある。

　そこに大宗主レギンアークからの感謝のこもった褒ほめ言こと葉ばである。胸に来ないはずがなかった。

「し、しかし私だけの力ではございません。ボドヴィッドの兄弟や、フヴェズルング伯父貴のご助力のおかげです」

「ん？　そういえば、仮面の兄弟の姿が見当たらないな？」

　ドーグラスの言葉に、勇斗はキョロキョロと周囲を見渡し、首をかしげる。

　フヴェズルングとその旗下である独立騎兵団は、なかなか目立つ風貌をしている。さすがに見落としたとは考えにくかった。

「はっ、伯父貴は逃げた《雲くも》の連中を追っていかれました」

「そうか。さすがに機を見るに敏びんだな」

　感心したように、勇斗は笑みをこぼす。

　勇斗がなによりフヴェズルングの能力で買っているのが、「観察眼」である。ここが勝機ときっちり見抜いたのだろう。

「なんとか勝てた、か」

　誰だれに言うでもなく、ぼそりと勇斗は独りごちる。

　勝って兜かぶとの緒おを締めよ、という言葉があるように、勝利後に気を緩ゆるめるのが一番危ない。追撃の最中も、偽ぎ装そう撤てつ退たいの可能性をずっと勇斗は警けい戒かいしていた。

　その心配が薄うすれ、もはや今戦いの勝利は動きようがないと確信してようやく、遅おそまきながら勝利の実感が湧わいてきたのだ。

「できるなら今日のうちにファグラヴェールの身み柄がらを押さえておきたいところだったんだが……まあ、さすがにそれは虫が良すぎるか」

　苦々しげに、勇斗は自じ嘲ちようする。

《鋼はがね》本隊がここまで相当の強行軍だったことも、先の会戦が激戦だったことも、まごうことなき事実である。

　兵士たちにはかなりの疲労が蓄ちく積せきしているはずだ。

　今日のところは戦意の昂たかぶりと、戦勝の興奮で疲れを忘れて突つき進すすめたようだが、一夜明かせば、たまりにたまった疲労が堰せきを切ったように溢あふれ出す者が出てくるに違ちがいない。

　そうなれば間ま違ちがいなく追撃速度は鈍る。

　しかし、ファグラヴェールだけはなんとしても逃がすわけにはいかない。なかなかに頭の痛い問題だった。

「こうなると騎き馬ば隊たいだけが頼りだな。頼んだぜ、ルーネ、仮面の兄弟」

　まだまだ勇斗としてはとても、気の緩められる状況ではなかった。







「《炎》万歳ジークエルド！　《炎》万歳ジークエルド！」

　かつての《雷いかづち》の族都ビルスキルニルには、《炎ほのお》の旗が無数に立ち並び、兵士たちの歓かん喜きの咆ほう哮こうが響ひびき渡わたっていた。

　族都中央にそびえる宮きゆう殿でんの最さい奥おうに鎮ちん座ざする玉座は、今、新たな主を迎えていた。

　ユグドラシルでは非常に稀け有うな黒くろ髪かみを無造作に伸のばした、無ぶ頼らいな風貌の男である。

　すでに齢よわい六〇を越こえているにもかかわらず、その顔と身体には活力が溢れ、パッと見、四〇前後にしか見えない。

　男の名は、織お田だ信のぶ長なが。

　かつて日本の戦国時代において、天下統一を目前にしながら、運命のいたずらで今はここユグドラシルで《炎ほのお》の宗主となった。

　まったく数すう奇きな運命というしかないが、本人としては、また一からの天下統一作業を心から楽しんでいる。

「大殿、かねてより《灰》に潜ひそませていた間者より報告が。《鋼はがね》討伐軍三万が、要よう衝しようダウエ城を陥落させ、族都ヴィーグリーズへと進軍中とのことであります！」

「ほう？」

　若頭かしらであるランの言葉に、信長は興味深げに瞳ひとみを輝かがやかせた。

　情報が時に純金よりも価値があることを、彼は経験から知り抜いている。はるか遠方の地であろうと、難なん攻こう不ふ落らくのダウエ城の名は聞きき及およんでいた。

「くくっ、これはまた随ずい分ぶんと苦境に追い込まれたようじゃな、《鋼はがね》の小僧は」

　すでに北西からは《豹ひよう》の残党が、西からは《蹄ひづめ》が、《鋼はがね》へと攻せめ込んでいることも、信長の耳に入ってきている。

　そこにも兵を割さかねばならないというのに、三万という大軍はいかにも厳しい。

　そのうえさらに、戦略的要衝を失ったのだ。

　絶体絶命の窮きゆう地ちであり、もはや《鋼はがね》の命運は風前の灯ともし火びと言うしかない。

「まあしかし、このわしが見込んだんじゃ。これぐらいは乗り越えてもらわねばなぁ」

「大殿は、《鋼はがね》が勝つとお思いで？」

　ランが訝しげに眉をひそめながら問うてくる。

　彼の認にん識しきは決して間違ってはいない。客観的に見て、ここから《鋼はがね》が逆転するなど、まずありえない状況なのだから。

「おう、その通りじゃ。賭かけるか？」

　信長はニカッと悪戯いたずらっけたっぷりな笑えみを浮うかべる。

　実際のところ、すでに《鋼はがね》は討伐軍を打ち破り、信長の読みは当たっているのだが、いかに稀き代たいの英傑たる彼でも、神ならぬ身ではそこまで見通せるものではない。

　だが、妙みような確信が彼の中にはあった。

　あの者は、いずれより強大な存在となって自らの前に立たち塞ふさがる、と。

「……いえ、この手のことで大殿と賭けをして、勝てた試しがございませぬゆえ」

「つまらぬ奴じゃのう」

　興が削そがれたように、信長は眉をひそめる。

　幾いく多たの死地を乗り越えた《炎ほのお》の猛も者さたちですら、彼の不興を買うことを怖おそれ震ふるえあがるものだが、ランは微び笑しようとともに肩をすくめてみせる。

「負まけ戦いくさはしない。勝てる状況を作ってから戦う。大殿から学んだことでございます」

「で、あるか」

　信長もニッと楽しげに口の端を吊り上げ笑う。

　なかなかに満足のゆく回答だったからだ。

　その内容もさることながら、自分に対してなんら臆おくすることなく自らの考えを述べられる胆たん力りよく、こうでなければやはり若頭かしらは任せられない。

「ならば、わかっておるな？」

「はっ！　グラズヘイムに上じよう洛らくするなら、まさに今かと！」

「うむ」

　信長は力強く頷うなずく。

　ユグドラシルに流れ着いて一〇年、雌し伏ふくの時を過ごし、富国強兵に努め、総勢五万の兵力を得た。

《雷いかづち》を滅ほろぼし、《鋼はがね》と不ふ可か侵しんの約定を結んだことで後こう顧この憂うれいも断った。

　ユグドラシルの中央勢力の目は、今や《鋼はがね》に釘くぎ付づけである。

　まさに天の時、地の利、人の和。すべてが揃そろった。

　信長は夕焼けに染まる西の空――神都グラズヘイムの方角へと手を伸ばし、何かを掴み取るようにグッと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「日ノ本で成しえなかった天下統一の悲願、今度こそ叶かなえてみせようぞ！」







ACT 2







「……夜が明けたか」

　目ま蓋ぶたごしに感じる陽光に、フヴェズルングはまどろみから覚める。

　寝ね起おきは、快調とは言い難がたかった。

　むしろ不快の極みとさえ言える。

「はぁ、なんとも身体が重いな」

　仮面から覗のぞく口元に、自嘲の笑みを浮かべる。

　ここ連日戦い続き、昨日も朝から晩までヴィーグリーズで守戦の陣頭指揮を執とり続けてからの、夜を押しての追つい撃げき戦せんである。

　さすがに二刻程度の仮か眠みんでは、溜まりに溜まった疲労は抜けてはくれなかった。

　再び毛布を頭から引ひっ被かぶって眠ねむりにつきたい欲求に駆られたが、そういうわけにもいかなかった。

「貴様ら、起きろ！　休きゆう憩けいは終わりだ！」

　部下である独立騎兵団の者たちに、大声で檄げきを飛ばす。

　普ふ段だんはフヴェズルングの命令に即そく座ざにきびきびと従う彼らだが、今朝はなんとももたもたしたものである。

　彼らもフヴェズルング同様、戦い続けで疲ひ労ろうの極致にあるのだ。仕方ないといえば仕方なかった。

　それでも、なんとか準備を終え整列した部下たちを見み据すえ、フヴェズルングはゆっくりと口を開く。

「此こ度たびの戦いくさ、正直なところ、満足のゆく戦果を挙げたとは言い難い」

「「「「「…………」」」」」

　男たちは顔をキュッと引き締め、重々しくうなずく。

　実際のところ、ヴィーグリーズ防衛戦で、独立騎兵団はその卓たく越えつした弓きゆう術じゆつによって獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをしており、彼らなしにはとても城を守り通せるものではなかったほどなのだが、そこは異国から来た新参者である。

　口さがない者たちを一発で黙だまらせる、もっと派手な誰の目にもわかる大きな戦果が欲ほしいというのが、彼らの共通認識だった。

「連戦に次ぐ連戦、貴様らも疲れているのはわかっている。だが、今がまさに、我ら独立騎兵団の将来がかかった節目の刻なのだ！」

　やや芝しば居いがかった口調ではあったが、嘘うそではなかった。

　手て柄がらと言えば、なんといってもやはり、大将首をあげることである。

　討伐軍には、《牙きば》《雲くも》《槍やり》《剣つるぎ》の四氏族の主だった将がこれでもかと揃っており、そして総そう崩くずれになっている今は絶好の好機と言えた。

　独立騎兵団の強みは、なんといってもその圧倒的な機動力である。また彼らは、草原を駆け獲え物ものを追う生まれながらの狩人かりゆうどでもある。

　追撃戦はお手の物だった。

「いくぞ！　奪うばうことこそ我らが流りゆう儀ぎ！　いつまでも恵んでもらって、誇ほこりが保てようか！　我らの居場所は我ら自身の手で勝ち取るのだ！」







「くっ、どこだ、どこにいる!?」

　愛馬で駆けつつ、ジークルーネは焦燥に逸はやっていた。

　彼かの女じよたち親衛騎団ムスツペルもまた、独立騎兵団同様、敗走する討伐軍を追撃の最中であったが、本日の成果はあまり芳かんばしいものではなかった。

　一応、捕ほ縛ばくした敵兵の数自体は一〇〇〇をゆうに超こえているが、すべて雑ぞう兵ひようである。肝かん心じんのファグラヴェールは未いまだ見つけられていなかった。

「もうすぐ陽も暮れる。なんとしてもその前に……」

　ジークルーネは難しい顔で、下した唇くちびるを噛かむ。

　すでにダウエ城は目と鼻の先だ。

　親衛騎団ムスツペルは歴戦の精せい鋭えい揃ぞろいであるが、さすがに五〇〇かそこらであの堅けん城じようを突破することは難しい。

　あの城に逃げ込まれる前に、なんとしてもファグラヴェールの身柄を押さえておきたいところであった。

「むっ！」

　視界の先に疾しつ走そうする戦車の一団を捉とらえ、ジークルーネは目を鋭するどくする。

　ユグドラシルにおいて、最新兵器にして製造とその維い持じに費用のかかる戦車は、一定以上の地位にある者しか乗ることを許されていない。

　その一団である。ファグラヴェールがいる可能性は高いと言えた。

「総員、戦せん闘とう準備！　前方の敵を叩たたくぞ！」

　ジークルーネは命令を発すると同時に、自らも馬足を速める。

　従来、戦車はユグドラシル最速の移動手段であったが、所しよ詮せん、騎き馬ばの敵ではない。みるみる内に距きよ離りが詰まっていく。

「ふっ、ようやく見つけたぞ！」

　一台、他のものに比べ、金銀で装そう飾しよくされたひときわ豪ごう奢しやな戦車を見つけ、『氷の華はな』とうたわれるジークルーネも、さすがに頬ほおがほころんだ。

　剣を交差させた《剣》の氏族の紋もん様ようもある。

　乗っているのも、黄金の鎧を身に着けた青年であり、伝え聞くファグラヴェールの外見とも一いつ致ちする。

「皆みなの者！　ファグラヴェールだ！　絶対に逃がすな！」

「「「はっ!!」」」

　敵総大将の発見に、親衛騎団ムスツペルの団員たちも俄が然ぜん、目の色が変わる。

　親衛騎団ムスツペルは、《鋼はがね》の最強部隊として誉ほまれ高く、誰しもその団員であることを誇りとしているが、それでも、このまま一団員で終わるつもりの者は少ない。

　ほとんどの者が、いつかは手柄を上げ、大宗主レギンアークの目に止まり、いずれは一家を構えたいと夢見ている。

　今がまさにその絶好の好機であった。

「ちっ、銀狼か！　皆の者、御お館やかた様を守るぞ！」

「ここは通さん！」

　後続の者たちが戦車を反転させ、決死の表情で立ちふさがる。

　たちまち交戦状態となる。

「さすがに強いな」

　槍を交えつつ、ジークルーネは眉まゆをひそめる。

　大国の宗主パトリアークの親衛を務める者たちである。

　親衛騎団ムスツペルの団員と比べても、その力量は遜そん色しよくない。

　しかも命を顧かえりみず捨て身で挑いどんでこられては、さしものジークルーネも手を焼かざるを得なかった。

　とはいえ、所詮、多勢に無勢である。

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

　相打ち覚悟の敵は面めん倒どうではあるが、それでも慎しん重ちように戦えば、不覚を取るほどの相手ではない。

　一人、また一人と着実に倒たおし、ファグラヴェールを守る盾たてをはぎ取っていく。

「止まれ！　もはや貴様らは逃げられん！　命が惜おしくば降こう伏ふくしろ！」

　ついにファグラヴェールの乗る戦車のすぐ後ろに張り付き、ジークルーネは最後通告とばかりに叫さけぶ。

　戦車と騎馬ではあまりに速度が違う。兵力差もある。彼女にしてみれば、あまりにも分かり切った事実だったのだが、相手にはそうではなかったらしい。

「ふん、むざむざ降こう伏ふくなどしては、私を逃がすために散っていった者たちに申し訳がたたんわ」

「ならば我わが槍の錆さびにしてくれる！」

　降こう伏ふく勧かん告こくを拒きよ否ひした以上、ジークルーネにもはや遠えん慮りよするいわれはない。

　黄金の鎧の青年――ファグラヴェールめがけて渾こん身しんの突きを繰くり出す。

「なんの！」

　ガキィッ！

　ファグラヴェールは戟ほこでジークルーネの槍を打うち払はらいつつ、すかさず反はん撃げきの一いつ閃せんを放ってくる。

「ふっ」

　ジークルーネはわずかも慌てることなく、弾はじかれた槍をその勢いを利用するようにくるりと回転させ、敵の攻こう撃げきを受け止める。

　そしてそのまま流れるように、ファグラヴェールの肩かた口ぐちめがけて薙なぎ降ろしの一いち撃げき。

「つぅっ！」

　ファグラヴェールの表情が、苦痛にゆがむ。

　だが、致ち命めい傷しようには程ほど遠とおい。

　幾いく度どとなく人を斬きってきた彼女である。斬ったのは肉ではなく鎧ということは感かん触しよくでわかる。

　せいぜい皮一枚といったところか。

　戦闘には支障はない。

　とはいえ、ジークルーネはある種の確信に、口くちの端はを吊つり上げる。

「わたしの敵ではないな」

　この一連の攻こう防ぼうだけで、わかってしまった。

　ファグラヴェールの《力》は、数万という兵を狂戦士に変えるという、エインヘリアルとしても規格外のものだ。

　さすがにこれで個の戦闘能力にまで恩おん恵けいがあれば、まさしく詐さ欺ぎというものだろう。

「はああああっ！」

「ぐっ！　つっ！　くあっ!?」

　ジークルーネの疾しつ風ぷう怒ど濤とうの三連撃に耐えかね、ファグラヴェールの戟が弾き上げられる。

「もらった！」

　がら空きの胴へとジークルーネは槍を放ち――

　ヒュンッ！

　ヒヒヒーン！

　突とつ如じよ、風切り音が響ひびいたかと思うと、ジークルーネの乗っていた馬が鳴なき叫さけび、前まえ脚あしを跳はね上げ立ち上がる。

「なっ!?」

　ジークルーネの顔が不意の事態に歪ゆがむ。

　戦闘中だったため、両手を手た綱づなから離はなしていたのも災いした。愛馬の背から転がり落ちる。

　なんとか受け身を取りつつ着地すると、愛馬の右みぎ脚あしに矢が刺ささっている。

「ここは俺たちが食い止めます！　早く！」

　駆け寄よってきた戦車から、精せい悍かんな顔立ちの青年が叫びつつ、立て続けにジークルーネに向けて矢を放っていく。

　慌あわててジークルーネが後ろに飛び退すさると、その場所に矢が突き立っていく。

「シンバ、助かった！」

　ファグラヴェールの戦車が離れていく。

　追いかけようとするも、矢の雨に阻はばまれる。

「邪じや魔まを……するなぁ！」

　いつまでもやられっぱなしのジークルーネではない。

　矢を回かい避ひしつつ、地面に転がっていた自らの槍を拾い上げ、思いっきり投とう擲てきする。

「うおっ!?　ぐあっ！」

　その一撃はシンバの乗る戦車の車輪に破は砕さい、横転させる。

　そのまま逃にげ遅おくれ、荷台の下した敷じきになるシンバ。これで邪じや魔ま者ものはいなくなったが、さしものジークルーネも徒かちでは戦車には追いつけない。

「あとはお任せください、ルーネお姉様！」

　そんな彼女の脇わきを、妹分のヒルデガルドが愛馬とともに駆け抜ぬけていく。

　続いて、親衛騎団ムスツペルの面々も。

　皆、ジークルーネが手塩にかけて育てた、子分たちである。その実力は誰よりも彼女が知り抜いている。

　あとは彼かれらに任せて大だい丈じよう夫ぶそうではある。

　だが、ダウエ城はもう目と鼻の先である。あの堅城に立てこもられては、かなり厄やつ介かいだ。それだけは回避せねばならない。

　なにより――

「ヒルダに出し抜かれるのは、少々癪しやくだ」

　鼻を鳴らしつつ、ジークルーネは愛馬の鞍くらに掛かけていた弓を手に取り、矢をつがえ引き絞しぼる。

　もうかなりの距離が開いている。

　親衛騎団ムスツペルに配備されている複合弓は、ユグドラシルで普ふ及きゆうしている単弓よりはるかに飛ひ距きよ離りがあるが、それでも届くかどうかギリギリといったところである。

「父上、我にご加護を！」

　叫ぶとともに、ジークルーネは矢を放つ。

　本来ならば、《鋼はがね》の守護神たるアングルボダに祈いのりを捧ささげるべきところではあったが、敬愛する父にすがったほうがご利益がありそうというのが彼女の正直な本心である。

　矢は吸い込まれるようにファグラヴェールの乗る戦車へと一直線に風を切って突き進む。

「ぬっ!?」

　ファグラヴェールは驚きよう愕がくの表情をあらわにしつつも、首を咄とつ嗟さに傾かしげて矢を回避する。

　反応がわずかでも遅れていれば、矢は彼の眉み間けんに突き刺さっていたであろう。

　さすがに一いつ矢しで敵の総大将を討うち取とろうなど、少々虫が良すぎたというしかない。

　しかし――ご利益はあったらしい。

　ヒヒヒーン!!

　悲鳴にも似た馬の甲かん高だかい声が、あたりに鳴なり響く。

　ファグラヴェールがぎょっとした顔で前を振ふり返かえると、戦車を引く馬の一頭が御ぎよ者しやの制せい御ぎよを離れ、狂くるったように暴れ出していた。

　その尻しりに、ジークルーネの放った矢が深々と突き刺さっている。

　御者が慌てて手綱を操あやつり馬をなだめようとするも、戦車は蛇だ行こうを繰り返し、やがて樹きに激げき突とつ、停止する。

　戦車という足を失ったファグラヴェールに、もはや打つ手はなく、

「《剣》宗主ファグラヴェールは、このヒルデガルド様が捕縛したわー!!」

　歓喜に満ち満ちた少女の声が、天高くこだまする。







「やった！　やった！　ついにあたしはやり遂とげたわ！」

　ヒルデガルドは、歓喜の絶頂にあった。

　基本的に勇ゆう斗との傍そば近くにいる女じよ性せい陣じんは、彼に心しん酔すいしその傍近くに仕えられるだけで満足している節があるが、ヒルデガルドは上じよう昇しよう志向がきわめて強い。

　いずれは勇斗の直じか盃さかずきを交かわし、自分の氏族を持ちたいという野心に燃えていたが、その熱意が空回りしこれまで失態ばかり演じてきた。

　そういう星の下に生まれついてしまったのかと、自分はそこまでの器うつわではなかったのかと思おもい悩なやんでいたところに、討とう伐ばつ軍総大将の捕縛という大手柄である。

　それは有う頂ちよう天てんにもなろうというものだった。

「ルーネお姉様、ファグラヴェールを捕つかまえたのはあたしですからね！　手柄横取りしないでくださいよ!?」

「するか！　お前じゃあるまいし」

「では大宗主レギンアーク様にもちゃんと語って売り込んでくださいね、このあたしの活躍ぶりを！　包つつみ隠かくさず、詳しよう細さいに！」

「ああ、わかったわかった」

　ジークルーネは心底いやそうに顔をしかめて、しっしっと手を振る。
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「あー、なんですか、その気のない応答は!?　ジークルーネお姉様、まさかあたしに嫉しつ妬としてらっしゃる!?」

「は？　どうしてそうなる？」

「ふふふ、隠さなくてもいいんですよ？　そりゃあ嫉妬ぐらいしたくなるのも道理でしょうから」

「むしろ今の今まで、我が事のように喜んでいたんだが、な」

　やれやれといった感じで、ジークルーネは溜ため息いきと同時に肩かたを落とす。

　クソ生意気ではあるが、向上心は高く、皆が恐おそれおののく自分ジークルーネにも、なんら遠慮することなくぶつかってくる。

　そんなヒルデガルドをジークルーネは決して嫌きらいではない。

　むしろ本当に血を分けた妹のようにさえかわいく思っている。

　だから、大手柄をあげたことは心から嬉うれしく思っていたし、彼女がはしゃぎたくなる気持ちはわからないでもないが……

　ぶっちゃけ、うざかった。

　いい加減、うざかった。

　果てしなく、うざかった。

　まったくそんなつもりはなかったのだが、手柄全部本当に横取りしてやろうかという考えが頭をもたげる程度には。

「ふふっ、これはもうお姉様の時代は終わり、ついにあたしの時代が来た、ということですね！」

　なおもヒルデガルドの増長は止まらない。

　さすがに辟へき易えきしたジークルーネは、勇斗の下に急使を走らせる。

　こうして、とにもかくにも、《剣》宗主ファグラヴェール捕縛の報は、瞬またたく間まに《鋼はがね》全軍に響き渡った。







　ほぼ同じ頃ころ――

「ミツキ姉上！　父上が見事、討伐軍を打ち破ったそうです！　完勝です！　このまま敵掃そう討とうの追撃戦に入るとのことです！」

「っ！　良かったぁ……」

　手紙を握にぎり締しめ嬉き々きとして飛び込んできたリネーアの言葉に、美み月つきはほっと安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。

　勇斗が《鋼はがね》族都ギムレーを後にしてちょうど一〇日目のことである。

　妊にん娠しん中にはストレス厳禁の美月にとって、毎日、勇斗の無事を案じていただけに、これ以上の朗報はなかった。

「やはり父上は偉い大だいですね。あの四大氏族からなる討伐軍を、こうもあっさりはねのけるとは……」

「うん、なんか、そうみたいだねぇ」

　リネーアが感心しきりに唸うなるが、美月はどこか他人事のように苦く笑しようする。

　連戦連勝負け知らず、軍神の化け身しんとまで称しようされる戦上手にして、内政にも様々な改革を実行して国を富ませた不世出の名君、という半ば神格化した《鋼はがね》内での勇斗の評価は、いまいち美月にはピンとこない。

　幼おさな馴な染じみ歴が長い彼女にとっては、周防すおう勇斗という少年は、あくまでまだまだ、ちょっとやんちゃなごく普ふ通つうの男の子なのだ。

「勇くん、怪我けがとかもしてない？」

「手紙には特に何も。まあ、大きな傷など負われたなら、さすがに書かれているでしょうから、ぴんぴんしておられるかと」

「それが一番だよ、ほんと」
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　うなずきつつも、不安を拭ぬぐい切れない美月である。

　確かに伝でん書しよ鳩ばとは、ユグドラシルにおいては群を抜いて最速の情報伝達手段であるが、二一世紀生まれの美月には、やはりどうにももどかしい。

　スマホを使い、リアルタイムでその声を聞き安否を確かめたかった。

　いつ何時、何があるかわからないのが戦場なのだから。

「とりあえず、《豹ひよう》のスカーの兄弟や、《麦》のラーガスタヴの姉妹にも伝書鳩を飛ばしました。この報は、彼らにとっても大いに士気を盛り上げることとなりましょう」

　リネーアも胸を撫なでおろしていた。

　彼女は《鋼はがね》の若頭かしら、内政、軍事、外交、それらすべてを統とう括かつするいわゆる宰さい相しよう的てきな役割を務めている。

　現状をわかっているだけに、そしてそれらを処理しなければならないだけに、重圧は相当なものがあったはずだった。

　ふ～～～っと長い長い嘆たん息そくからもそれがうかがえる。

　とにもかくにも、この後、リネーアの読み通り、ヴィーグリーズの会戦大勝の報は、各地で戦う《鋼はがね》の兵士たちを大いに活気づけることとなる。







「親父おやじ！　ミルザが襲しゆう撃げきされた！」

「ちぃっ、そっちか」

　スカーヴィズは苦く渋じゆうをあらわに、眉間にしわを寄せる。

　年の頃は三〇前後、青白い肌はだに痩こけた頬、だが、その眼めだけは鷹たかのごとく鋭いというなんとも不気味な容よう貌ぼうの男である。

　かつては《狼おおかみ》の若頭補佐ほさとして、勇斗の下でその辣らつ腕わんを振るっていたが、その功が認められ、今やアールヴヘイム西北部一帯を治める《豹ひよう》の宗主として、陣じん頭とう指揮を執っていた。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、だな。まったくうっとうしい」

　その声には、多分に苛いら立だちが混じっていた。

　冷静沈ちん着ちやくさでは定評のある彼にしては、実に珍めずらしいことである。言いい換かえれば、それだけ苦境に立たされているということである。

　元々、《豹ひよう》はミズガルズ西部を根城にする遊牧氏族であったが、前宗主フヴェズルングから半ば強ごう引いんに他氏族であるスカーヴィズが宗主の座を襲しゆう名めいした。

　そのため、彼を僭主として認めない者も少なくなく、彼らは彼らで自分たちの選んだ宗主を立て、自分たちこそ正当と主張している。

　そして、今回の神帝テイウダンスによる《鋼はがね》討伐令を絶好の機会とし攻め込んできたのだ。

「さて、どうしたものか……」

　途と方ほうに暮れたように、スカーヴィズは虚こ空くうをにらむ。

　実際、彼はあまりの打つ手のなさに、頭を抱かかえていた。

　単純に、《豹ひよう》の領土は広い。広すぎるとさえ言える。

　それが問題だった。

　元々、まだ宗主となって半年も経たっていないスカーヴィズである。領民を掌しよう握あくできているとは到とう底ていいえず、しかも敵は今回、神帝テイウダンスの討伐令という大義名分を掲かかげている。

　領内の土ど豪ごうたちはおおむね日和ひより見みを決め込んでおり、動員できる兵は決して多いとは言えなかった。

　国境近辺すべてに配備するには、どうしても人の数が足らないのだ。

　敵の襲撃の報にそちらに向かっても、すでに風のごとく消え去っており、町や村は徹てつ底てい的てきに略りやく奪だつされ破は壊かいされているのが常だった。

　領土を守れない領主は、当然ながら民の信を失う。

　空から振ぶりにばかり終わっている出しゆつ撃げきは、兵たちの士気を著いちじるしく落とし、疲ひ弊へいさせる。

　悪あく循じゆん環かんに入っており、八方ふさがりもいいところだった。

「親父、ギムレーから書簡が！」

「むっ？」

　スカーヴィズは声のしたほうを振り返ると、汗あせと埃ほこりにまみれた格好の青年がこちらに駆け寄ってくる。

　その姿から、相当に急いできたのが見て取れた。

「ふむ……さすがは御館様だ」

　手紙を受け取り読むや、スカーヴィズは感かん嘆たんの声を漏らす。

　内容は、ヴィーグリーズにて勇斗が討伐軍三万を打ち破ったというものである。しかも一万強という兵力的に圧あつ倒とう的てき不利な状じよう況きようで。

　しかも、ギムレーを出撃して一〇日ほどしか経っていないというのに。

「おかげで勝機も見えてきた」

　パッと目の前が拓ひらけたような感覚を覚えつつ、スカーヴィズは口の端を吊り上げる。

　これを喧けん伝でんすれば、ひよっていた連中も慌ててこちらに付きだすだろうし、《豹ひよう》の残党たちも後うしろ盾だてを失い動どう揺ようするはずだ。

「さて、残党ごとき、とっとと片づけるとしようか。ここまで御お膳ぜん立だてしてもらってそれができねば、会わせる顔がない」







「大宗主レギンアーク様は、敵の動きに合わせ、変へん幻げん自じ在ざいに操っていたのだがなぁ」

《角つの》の若頭補佐ほさハウグスポリは苦虫を噛かみ潰つぶした顔で溜息をつく。

　彼はギムレーで後方支し援えんの総指揮を執るリネーアに代わり、《角つの》軍の総大将として、同じく《鋼はがね》の傘さん下か氏族の一つ《麦》の救きゆう援えんに赴おもむいていたのだが、正直、劣れつ勢せいと言わざるを得ない状況だった。

　ひとえに先日採用した長槍重装歩兵密集陣フアランクスがうまく機能しないのが原因だった。

「やれやれ、見るのと実際にやるのとでは大おお違ちがいだ」

《角つの》は《爪つめ》に次いで早い段階で勇斗の傘下に降り、その指揮下で戦ってきた氏族だ。

　中でも長槍重装歩兵密集陣フアランクスは、勇斗が基本戦術とするものであり、使用頻ひん度ども高く、模も倣ほうするのはそう難しいことではないと思っていたのだが、これがなかなかうまくいかないのだ。

　長槍重装歩兵密集陣フアランクスは確かに真正面からの戦いにはめっぽう強く、その華はな々ばなしい戦果からその長所にばかり目が行きがちだが、実は弱点も多い。

　その最大のものが、壊かい滅めつ的てきな機動力の低さ、である。

　勇斗は長射程の弩いしゆみ部隊や、親衛騎団ムスツペルなどの騎き兵へい部隊を併へい用ようすることで、それらの弱点をうまくカバーし補強していたのだが、いかにハウグスポリが有能な将とはいえ、数百年先の戦術の長所と短所を完全に把は握あくしろというのも無理な話ではある。

　結果、ここまで数度の交戦があったもののどうにも攻せめきれず、勝機を取り逃にがし、気が付けばいつの間にやら包囲されていたという次し第だいだった。

「さて、どうしたものかな……」

　途方に暮れたように、ハウグスポリは天を見上げる。

　敵に包囲された状況、というのは実に危険である。

「《麦》の連中には、あまり期待できんか」

　眉間にしわを寄せ、難しい顔で唸る。

《麦》軍は今、族都の城門を固く閉じ、その中に立てこもっている。

　すでに再三、出撃の要よう請せいをしはしたのだが、すべて無視されていた。

《鋼はがね》内部の序列で言えば、《角つの》のほうが《麦》より格上なのは確かだが、これが宗主のリネーア直々の命ならばともかく、所詮は若頭補佐ほさにすぎないハウグスポリでは、素す直なおに従えないといったところか。

　外交努力で争いを長年避さけ続けたせいだろう、平和ボケというしかない。

　正直に言えば、《角つの》軍と連れん携けいし動いてくれていれば、このような事態には陥おちいっていなかったとハウグスポリは思うのだが、もはや後の祭りである。

　今さら危険を顧みず撃うって出てくるとは考えにくかった。

「これはイチかバチかで特とつ攻こうするしかない、か」

　機動力に劣おとる長槍重装歩兵密集陣フアランクスでは、包囲を脱だつするまでに相当の損害が出るだろうが、どれだけ考えても、それしか手が思い浮うかばない。

　そんな非才な自分が、なんとも恨うらめしい。

　しかし、このまま手をこまねいていては、リネーアから預かった精せい鋭えい三〇〇〇を丸ごと失いかねない。それだけはなんとしても避けたいところであった。

「よし！　アングルボダよ、我にご加護を！　全軍……」

　どよどよどよ……。

　ハウグスポリが玉ぎよく砕さいの覚悟を固め、腹をくくりいざ号令を下そうとしたところで、突とつ然ぜん、敵軍がざわめき始める。

　ユグドラシルの人間は、総じて目は良いほうだが、弓術の達人であるハウグスポリは、その中でも段だん違ちがいの視力を持つ。

　夕暮れ時の少し暗い状況でも、はっきりと視ることができた。

　敵兵たちの表情に浮かんだものが、動揺・恐きよう怖ふであることを。

「「「大宗主万歳ジークレギンアーク!!　《鋼》万歳ジークイアールン!!」」」

「「「神帝テイウダンスなどなにするものぞ！」」」

「「「今こそ反撃のとき!!」」」

　ついで響いてきたのは、遠くかすかにではあるが、意い気き揚よう々ようとした自軍の鬨ときの声こえである。

　その内容から、ハウグスポリも察する。

　どうやらはるか東方で、大宗主レギンアークが討伐軍の本隊を打ち破ったのだということを。

　そしてその報が、《麦》兵の臆おく病びよう風かぜを吹ふき飛とばしたのだということを。

　形勢はあっさり逆転。

《蹄ひづめ》軍は一目散に敗走していく。

　ここに神帝テイウダンスによる討伐令に端たんを発した対《鋼はがね》包ほう囲い網もうは、ほぼ完全に瓦が解かいしたのである。







「ん？　んん……ここ……は……？」

　眠りから覚めると、エルナは薄うす暗ぐらい室内にいた。

　エルナはアースガルズの大氏族《剣》が誇る九人の精鋭エインヘリアル『波の乙女おとめ』の一人である。

　その圧倒的な脚きやく力りよくから繰り出される疾しつ風ぷう迅じん雷らいの動きは、まさに目にもとまらぬほどであり、『波の乙女』最強との呼び声も高かった。

「くっ……やはり夢ではあってくれなかったか」

　身体を起き上がらせようとして、自分が拘こう束そくされていることを思い出す。

　先の会戦で、『波の乙女』八人による乾けん坤こん一いつ擲てきの特攻を仕し掛かけたものの、怪あやしげな煙けむりにより行動不能にさせられあっさりと捕ほ虜りよにされたのだ。

　敬愛する親ファグラヴェールより大任を任されたというのに、まるでいいところなしで自分で自分が嫌いやになる。

「目が覚めたか」

　不意に背後から聞きなれた声が響く。

「スィール姉さん!?」

　その声は、エルナと同じく『波の乙女』の一人であり、その筆頭を務めるスィールのものだった。

　自じ慢まんの脚あしも両りよう腕うでも荒あら縄なわで何重にも縛しばられ身じろぎするのにも難なん儀ぎしたが、なんとか身体を転がして、そちらのほうへと振り向くと、そこにいたのはスィールだけではなく、

「みんな!?」

　バーラを除く『波の乙女』たちが、エルナ同様、両手両足を拘束され転がされていた。

　ユグドラシル全土にその武名を轟とどろかし《剣》の誇りと謡うたわれた勇者たちが、あっさり全員捕縛されたという事実に、エルナは改めて心が打ちのめされる。

「とりあえず安心しろ。まだ目を覚まさない者もいるが、全員、息はあるようだ」

「っ！　よかった……」

　最悪、もう二度と会えないとも思っていただけに、自然、エルナの口からほっと安堵の吐息が漏れる。

　だが、スィールはそんなエルナに苦笑するように鼻を鳴らし、

「まあ、今のところは、だがな」

「……そう、ですね」

　先ほどまでの安堵は吹き飛び、固い声でエルナも返す。

　討伐軍の中心である《剣》の幹部『波の乙女』を、兵士たちの前で公開処しよ刑けいすれば、士気は大いに高まるだろう。

　だがそれで済めば、むしろ穏おん当とうとさえ言える。

　彼女たち『波の乙女』は、見目麗うるわしい美形揃ぞろいということでも、評判だった。

　となると――

「ううっ、やっぱりあたしたち、《鋼はがね》の連中の嬲なぶりものにされるの、かな」

　最年少のフレンが目を潤うるませ、声を震ふるわせる。

　ユグドラシルにおいて、女性の捕虜が性の慰なぐさめものにされるのは、そう珍しいことではない。

　むしろそれは命を賭かけて戦った兵士たちへの恩賞にして当然の権利なのだ。

　彼女が怯おびえるのも当然と言えば当然だった。

「安心しろ。まずそれはない」

　スィールが冷静に言い切る。

　エルナもそれに関しては同感であった。

　二人は以前、神帝テイウダンスシグルドリーファの護衛として、イアールンヴィズに滞たい在ざいしていたことがある。

　もちろん、ただ安あん穏のんと日々を過ごしていたわけもなく、その国情をできる限り視察していた。

　スオウユウトの旗下ではそういう行こう為いは認められていない。むしろ厳げん罰ばつの対象として取り締まられており、以前は刑けいに処された者も少なくないようで、怖こわくてとてもそんなことはできないというのが兵士の間では浸しん透とうしていた。

　事実、『波の乙女』は美形揃いなのだが、捕まってからここまで機会はいくらでもあったにもかかわらず、他の面子を見ても乱暴された形けい跡せきはない。

　少なくとも、スオウユウトはそういうことに否定的な人物であることは、信じてもいいだろう。

「もっとも大宗主レギンアーク本人までそれを守っているのかどうかまでは知らんがな」

　嘲ちよう笑しようをあらわに、スィールが鼻を鳴らす。

　スオウユウトが奇き麗れいどころを自らの傍に侍はべらせていることは有名だ。

　女性への乱暴狼ろう藉ぜきへの厳罰も、自分好みの女が他の男に奪うばわれることを避けるためと考えれば、実に納なつ得とくがいく。

「そうなったなら、自ら舌を噛かみ切きって自害するしかあるまい」

　エルナは嫌けん悪おをあらわに、きっぱりと言い切る。

　仇きゆう敵てきの下で寝しん所じよで侍るなど、屈くつ辱じよく以外の何物でもない。そんなことになれば、自分のみならず、『波の乙女』の尊厳は地に落ちる。

　そんな恥はじをさらすぐらいなら、死んだほうがましだった。

「早まるな、エルナ。皆にも伝えておく。死んではならぬ。いかなる屈辱にも耐たえ忍しのび、好機を待つのだ」

「好機……ですか」

「そうだ」

　小さくうなずくスィールの瞳ひとみには、わずかの諦てい観かんもなく、何かを決意した壮そう絶ぜつな覚悟の光が宿っていた。

　それで、エルナも彼かの女じよのいわんとするところを察する。

　確かに敵に身をゆだねるなど、死よりもつらく悔くやしいことだ。

　だが同時に、そういうことをするときは、大宗主レギンアークも無防備になるし、このがんじがらめの拘束もおそらく緩ゆるめられる。

　あるいは、その喉笛に噛みつける機会もあるかもしれぬ。

　全戦力を投入し、要である『波の乙女』まで失った《剣つるぎ》には、普通に考えて、もはや《鋼はがね》に対たい抗こうし得る力は残っていない。

　しかし、《鋼はがね》はスオウユウトが一代で築き上げた、まだ設立半年にも満たぬ若い氏族だ。絶大な求心力を持つ大宗主レギンアークが突然いなくなれば、氏族は乱れよう。

　そうなれば、ファグラヴェールとバーラがまだ残っているのだ。必ずや氏族を立て直し、盛り返してくれるに違ちがいない。

「……わかりました。あたしも自分が為なせることを為します」

　ごくりと唾つばを飲み込んだあと、エルナも覚悟を決めた表情でうなずく。

　大宗主レギンアークを弑しいすれば、その後に待っているのは確実な死ではあるが、そんなもの、《剣》のため、なによりファグラヴェールのためになるのならば、喜んで受け入れられた。

「おい、貴様ら。大宗主レギンアーク様がお待ちだ」

　突如、いかつい声が響き、部屋の中にぞろぞろと兵士たちが入り込んでくる。

　どうやらその機会が、巡めぐってきたようだった。

「変な気は起こすなよ？」

　言いつつ、兵士たちは『波の乙女』たちの脚の拘束を解いていく。

　一人ひとり抱だきかかえていくのは面倒という判断か。

　やがて、エルナの脚の縄なわも解かれ、自由となる。

「ほら、立て！」

　高圧的に命令してくる兵士に苛立ちを覚えつつも、エルナは黙だまって従う。

　ルーンがもたらす神力アースメギンを脚力だけに集中したエルナである。この腹立たしい男を今この場で蹴けり殺すこともできなくはなかったが、牢ろう番ばんを一人殺したところで、《鋼はがね》にはなんの痛手にもならない。

　また、他の『波の乙女』と縄でつながれているので逃げることもできない。

　ここは我が慢まんの時だった。

「ついてこい！」

　牢番に縄を引かれ、エルナたちはなすがままに歩かされていた。

　通りすがる人々の嘲あざけりの視線に、エルナは下した唇くちびるを噛む。まるでこれでは罪人か見世物扱あつかいもいいところである。

《剣》の宮きゆう殿でんでは羨せん望ぼうと憧しよう憬けいの眼まな差ざしで見上げられていたエルナたちである。屈辱以外の何物でもなかった。

　情けなさと悔しさで下唇を噛み締めながら、それでも先のスィールの言葉を胸に秘ひめ、一歩一歩踏みしめて歩いていく。

「ここだ」

　連れてこられたのは、数十人は収容できそうな大広間である。

　ようやく大宗主レギンアークのお出ましか、とエルナは気合を入れ直す。

　確かにエルナたちは敗れた。しかし、まだ心までは折られていない。

　隙すきあらば、その喉笛を噛み切ってやる。

　そんな覚悟さえ心に煌こう々こうと灯ともして、前を睨にらむ。

「ふむ、その者たちが『波の乙女』か」

　その少年に見み据すえられた瞬しゆん間かん、エルナは急激な息苦しさを覚える。

　ダラダラと顔中から脂あぶら汗あせが落ちるのが止まらない。

　自分だけでなく、他の『波の乙女』たちも同様のようだった。

（これが……《鋼はがね》の大宗主レギンアークスオウユウト、だと!?　まるで別人じゃないか）

　エルナはゴクリと唾を飲み込む。

　以前会った時より多少背は伸のびているが、顔の造形も声も、しっかりと面おも影かげはある。

　だが、まとう空気が明らかに違う。

　その身体から発せられる覇は気きが、ただただ冷たく鋭するどく、そして重い。

「《剣》宗主ファグラヴェールの側近くに仕える九名の精鋭エインヘリアルたち、だったな。お前たちの勇名は、《鋼はがね》にも轟いていたぞ。噂うわさにたがわぬ戦いぶりだった。だが、盃さかずきを交わす親を間ま違ちがえたな」

「っ！　今後、どのような目に遭あわされようと、あの方を親と仰あおいだことを後こう悔かいすることはない！」

　フッと嘲笑するように鼻を鳴らす大宗主レギンアークに、エルナは思わず吼ほえるように言い返す。

　言ってから、ここに来る前にスィールに言われたことを思い出し、しまったと自らの失態に気づく。

　隙を突つくためにも、取り入らねばならなかったというのに。

　だが、自分のことならば、どんな悪口雑言にも耐える覚悟をしてきていたが、さすがに心の底から敬愛する親を卑ひ下げされては、とても黙っていられなかった。

　チラリとエルナはおそるおそる大宗主レギンアークの顔をうかがうが、そこには不快さを示す色はなく、むしろ感心したような笑えみがこぼれていた。

「へえ、けっこう慕したわれているんだな、あんた」

　ドクンっと心臓がひときわ大きく脈打った。

　大宗主レギンアークの視線の先で、黄金の髪かみが揺ゆれる。

　その端たん正せいな顔立ちにも、よく見覚えがあった。

　そこにいたのは彼女たち『波の乙女』の主、ファグラヴェール――

　その影武者だった。







　影武者――
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　権力者には絶えず様々な危険が付きまとう。

　そのため、よく似た風ふう貌ぼうや服装の人物を身代わりとして立てるのは、古今東西しばしば行われてきたことである。

　写真どころか、紙すらなかったユグドラシルである。

《剣》宗主ファグラヴェールの名はそれこそユグドラシルで知らぬ者がいないほど著名であったが、一方で他氏族でその顔を見知っている者は限られている。

　特にファグラヴェールはそのルーンの性質上、ろくに身動きさえとれなくなる時もあり得る。

　本人はその高潔な人ひと柄がらゆえ、自身の身代わりを立てることに強く難色を示したものだが、そこは『波の乙女』全員が結束してこっそり影武者を用意しておいたのだ。

「お、御お館やかた様!?」

　精せい一いつ杯ぱい、驚おどろいた風を装よそおって、エルナは声を荒あららげる。

　影武者がここにいるということは、当然、本物は未いまだ逃とう走そう中ちゆうである可能性が高い。

　影武者が本物だと敵に思い込ませればそれだけ、ファグラヴェールが無事逃げおおせられる確率が上がる。

　なんとしてもここは騙だましとおさねばならぬところであった。

「フェリシア、やはりこいつは偽にせ者ものだ」

「っ!?」

　きっぱり言い切る大宗主レギンアークに、エルナは心臓を鷲わし掴づかみにされたような気がした。

　なぜバレた、と自分のこれまでの所作を思い返す。

　しかし、まったく思いつかない。

「え、ええ～っ!?　に、偽者!?　ど、どういうことですか!?」

　おさげ髪がみの少女が、わけがわからないという顔でおろおろしている。

　大宗主レギンアークはチラリと影武者のほうへと視線を向け、

「こいつの顔を見たとき、何人かが小さくほっと息を吐はいていた。俺に偽者だと言われて、何人か表情が強こわ張ばった。もしこいつが本物だったなら、そんな反応はしない」

「～～っ！」

　やられた！　とエルナは歯は噛がみする。

　カマをかけられたのだ。

　卑ひ怯きような手を用いた大宗主レギンアークにもだが、なにより、こんな手にあっさり引っかかった自らの間ま抜ぬけさに一番腹が立った。

「ルーネ！　フヴェズルング！　今すぐ追いかけろ！」

　大宗主レギンアークが立ち上がり、声を張り上げる。

　やはりたった数年で弱小氏族の《狼おおかみ》を、ユグドラシル最大の氏族へと育て上げた男である。

　不足の事態にも、判断が迅かった。

「はっ！　必ずや！」

「了りよう解かいした」

　その声に反応して、銀ぎん髪ぱつの少女と仮面の青年がバタバタと部屋を出ていく。

　その二人の顔をエルナはよく見知っていた。

　忘れられるはずもなかった。

　どちらも背筋が思わず寒くなるほどの強さを誇ほこる勇者であり、そして、戦場で疾風迅雷の動きで討伐軍を翻ほん弄ろうした騎き兵へい隊たいの長だった。

　その追撃が厳しいものになるのは、容易に想像がつく。

「さすがはお兄様です。でも、最初から疑っておられましたよね？　どうやって見破られたのです？」

　二人が退室したのを見届けてから、かたわらに控ひかえていた金きん髪ぱつの美女が、不思議そうに大宗主レギンアークに問いかける。

「ん？　簡単だろ。どう見たって、こいつは大国の宗主張れるほどの貫かん禄ろくの持ち主じゃあない」

　あっさりと大宗主レギンアークは言ってのけたものだが、エルナはその「人を見る目」に内心で舌を巻いていた。

　先ほどのやりとりにしてもそうだ。

　些さ細さいな表情や仕草、そして雰ふん囲い気きから心を見み透すかし嘘うそを暴あばいてくる。

　いったいどんな経験を積めば、この若さでこんなことができるというのか!?

（これが、『黒きもの』か）

　今さらながらに、その底知れなさにエルナは戦せん慄りつする。

（御館様、どうかご無事で！）

　もはやエルナには、ただただ主の無事を祈いのることしかできなかった。







「はあ……はあ……」

　朝もやの中、バーラはその胸にファグラヴェールを抱き、一心不乱に馬を駆けさせていた。

　ここまでほぼ丸二日、不ふ眠みん不ふ休きゆうである。

　いかにエインヘリアルとはいえ、いい加減、体力の限界は近かった。

　その顔には疲ひ労ろうの色と、何より隈くまが濃こい。

「追手はないようですわね～。イチかバチかの賭けでしたけど～、荷台を捨てたのが功を奏しましたわ～」

　バーラは後ろを振ふり返かえりつつ、ふ～っと額の汗をぬぐう。

　速度的に、戦車では騎き馬ばによる追撃からはとても逃のがれられないのは自明の理である。

　そこで囮おとりだけ乗せ別方向に走らせ、自分たちは敵同様、馬に乗って逃にげるという咄とつ嗟さの判断であった。

　とはいえ、なんの根こん拠きよもなしに冒ぼう険けんするほど、バーラは無む謀ぼうではない。

「くっ！」

　疲労で意識が朦もう朧ろうとし身体がふらつくも、あぶみを踏みしめ、なんとか態勢を立て直す。

　先に戦った独立騎兵団から奪ったものである。

　見慣れぬものなのでとりあえず使ってみたが、これがあるだけで騎き乗じよう時の安定性がまるで違う。

　これがあれば確かに、騎乗しながらの戦せん闘とうも容易だろうと納得しきりだった。

「この馬装具一つとっても～、想像をはるかに超こえていましたわ～。正直、敵を過小評価しすぎていましたわね～」

　決して侮あなどるつもりはなかった。

　むしろその戦果もあって過大なぐらいに評価していたつもりだったのだが、蓋ふたを開けてみれば、それでもなお足りなさ過ぎた。

　軍師として、職責にあるまじき失態というしかない。

「今回の敗戦は、ひとえにわたくしの責任～。でも～《剣》は……いえ、ファグラヴェールは～、こんなところで終わっていい人間ではありませんわ～」

　ファグラヴェールは失しつ墜ついした帝国の威い信しんを取とり戻もどすため天より遣つかわされたに違いないと、バーラは心から信じていた。

　ファグラヴェールの持つルーン《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》は、初代神帝テイウダンスがユグドラシル全土を統一するのに用いた由ゆい緒しよ正しき『王のルーン』である。

　ファグラヴェール自身、高潔な人格者であり、神帝テイウダンスとも縁えんが深い。

　これが偶ぐう然ぜんだとは、バーラには思えない。

　ことここに至っても、その想おもいはわずかも揺らいでいなかった。

「ふふふ～、やはり神はわたくしたちをお見捨てになりませんでしたわ～」

　むしろ遠く視界にあるものを捉とらえ、確信が深まる。

　あくまでこの大敗は、大きく成長するために神がファグラヴェールに課した試練に過ぎない、と。

　そしてそれを今まさに乗のり越こえたのだ、と。

　そびえ立つのはダウエ城――

　かつて難なん攻こう不ふ落らくをうたわれた堅けん城じようだった。
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ACT 3







　バーラたちがダウエ城に到とう着ちやくしてはや二日が経った。

　着いた当日はさすがに疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、バーラは丸一日、泥どろのように眠ねむり続けた。

　さらにその翌日になると、追撃を逃れた討とう伐ばつ軍の敗残兵がぞろぞろと集まり始めていた。

「さすが『神速』の名は伊達だてではありませんね～、ヘルモーズ殿どの～」

　新たに到着した《槍やり》軍を、バーラは賞賛をもって迎むかえ入いれる。

《鋼はがね》軍による厳しい追撃の中、《槍》は実に五〇〇〇もの兵をダウエ城にまでたどり着かせていた。

　バーラたち《剣》と《槍》は帝国内では潜せん在ざい的てきな敵同士ではあるが、今のこの追いつめられた状況下では、なんとも頼たのもしい限りである。

「俺だけの手て柄がらではない。親父おやじ殿どのの導きあってのことだ。そんなことより、今、この城にはどれほどの兵がいる？」

　その立役者たるヘルモーズは、大した感かん慨がいを受けた様子はなく、むっつり顔で不ぶ愛あい想そうに返してくる。

　この淡たん々たんと必要なことだけ訊きいてくる硬こう骨こつの武人感が、バーラは嫌きらいではない。

　バーラがこの世で最も嫌う男のおかげと言い切ったこと自体は、少々気にくわないが。

「……貴方あなたたちを入れて～、一万に届くかどうかといったところですかね～」

　わずかの逡しゆん巡じゆんの後、バーラは正直に答える。

　ここで変に取とり繕つくろったところで害しかないという判断である。

「そんなもの、か。ふっ……」

　ヘルモーズが自じ嘲ちようするように小さく鼻を鳴らす。

　このダウエ城に初めて入城した時と今を図はからずも比べてしまったのだろう。当時は三万を数えたというのに、今やその三分の一以下である。

　盛じよう者しや必ひつ衰すいは世の理ではあるが、この「現実」をいざ前にすると、乾かわいた笑いしか浮かばなかったのだろう。

「数字上は《鋼はがね》軍と同等ですし～、籠ろう城じように徹てつすれば～、普通の相手ならなんとでもしようがあるとは思うんですけど～」

　バーラは言って、肩かたをすくめる。

　そう、普通ならば、城に立てこもれば、たとえ五倍一〇倍の兵力にも耐えしのぐことができるのだ。

　同数の敵などおそるるに足らず、と笑い飛ばすことができた。

「そう、だな。正直、あの『黒きもの』が相手では厳しいというしかないな」

「ですよね～……」

「親父殿から聞いた話だが、《鋼はがね》は、大の男が数人がかりでやっと持ち上げられるような巨きよ岩がんを、はるか遠くに投げ飛ばすという、荒こう唐とう無む稽けいな兵器を持っているそうだ。そいつの前にはダウエ城など無意味だろう」

「そんなものまであるんですか～!?」

　話を聞いても、いったいどんな代しろ物ものなのか、想像すらつかない。

　何をどうやればそんなことが可能になるのか、バーラの知識と知ち恵えを総動員しても、糸口さえつかめない。

　とんでもない人間を敵に回したと、つくづく思う。

「まあ、多少の猶ゆう予よはある。かなり大がかりな代物で、用意するのにそれなりの日数を必要とするらしい」

「なるほど～、それまでになんとかする策を講じないと～、ってことですか～」

　口元に手を当てて、バーラは思案にふける。

　ヘルモーズの親、《槍》の宗主パトリアークハールバルズの情報収集力には散々煮にえ湯ゆを飲まされたものだが、この時ばかりはありがたかった。

　知ったことで絶望感は増すが、一方で知れたからこそ対策を講じられる。

「とはいえ、ほんとどうしますかね～」

　途と方ほうに暮れたように、バーラは嘆たん息そくする。

　確かに今のダウエ城に集結している兵は、数的には《鋼はがね》に伍ごしている。明日になれば、もう少し増えるかもしれない。

　だが、《鋼はがね》の強兵には、同程度の兵力ではまず敵かなわない。

　しかも、相手は会戦での大勝利に勢いに乗っているのに対し、こちらは大敗し命からがら逃にげ延のびてきた敗残兵の集まりだ。士気の差が歴然としている。

　それを強制的に跳はね上あげる《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》の使い手たるファグラヴェールは、未だ意識さえ戻っていない。

　八方ふさがりの中、バーラの導き出した答えは――

　翌日。

　ダウエ城の前には、《鋼はがね》軍がぞろぞろと集結し始めていた。

　バーラの見たところ、兵数はざっと二万弱といったところか。

《灰》の族都ヴィーグリーズを守っていた兵士を足したとしても、明らかに先の会戦時より大おお幅はばに増えている。

　追撃で捕虜にした討伐軍の兵士たちも取り込んだといったところか。

　命惜おしさに敵に尻尾しつぽを振る恥はじ知しらずどもと罵ののしりたい気持ちはあるが、一方で勝ち馬に乗るのが人間ということも、バーラは知り抜ぬいていた。

「あ～らら～、これはまた絶望的ですわね～」

　今、このダウエ城に残っている兵はわずか一〇〇〇足らず。

　残りの兵は、すべて脱だつ出しゆつ済みである。

　もちろん、彼女が敬愛する主ファグラヴェールもその中に含ふくまれる。

「ふふっ、まあでも～、死に場所にはもってこいですわね～。一世一代の大おお舞ぶ台たい～、見事散ちり際ぎわに華はなを咲さかせるとしましょうかね～」

　いっそ楽しげに、バーラは笑って見せる。

　それはまさに、死を覚悟した者だからこその凄せい絶ぜつさが宿っていた。







「間近で見ると、やはり壮そう観かんだな」

　そびえたつダウエ城の城じよう壁へきを見上げ、勇ゆう斗とは感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす。

　ダウエ城は基本、東からの侵しん略りやくに備えた城じよう塞さいであり、比ひ較かく的てき、今、勇斗がいる西側は手て薄うすな造りなのだが、それでも普通に物々しい。

「これをまっとうな手段で攻め落とすのは、なかなか骨が折れそうだ」

「では、急ぎ平行錘投石器トレビユシエツトの手配をいたしましょうか？」

　フェリシアが心得たように問いかけてくる。

　勇斗が未来より持ち込んだ、ユグドラシルの文明水準より三〇〇〇年近く先を行く攻こう城じよう兵器である。

　いかにこの時代においては難攻不落と謡われたダウエ城であろうと、所しよ詮せんは泥どろ煉れん瓦がを積み上げた城に過ぎない。

　これを用いれば、あっさりと破は砕さいすることができるだろう。

　だが、勇斗は小さく首を横に振る。

「そうだな。一応、進めてくれ。ただ、できれば使わずに済ませたいな」

「と、言うと？」

「斥せつ候こうの報告では、昨日の時点で一万近い兵がいたとあったが、まるでそんな気配がない」

「確かに」

　フェリシアもダウエ城のほうを確かく認にんするように振り返った後、同意するようにうなずく。

　一万もの人数がいれば、しかも敵が現れた直後だ、どうしたってざわめきや物音がするはずである。

　こちらを欺あざむき油断させるために息を潜ひそめている、とも考えにくい。

　ただでさえ急造の多氏族混成軍、しかも大敗を喫きつしたばかり、指揮系統も相当に混乱しているはずだ。

　そこまで兵の統制が取れているとはとても思えない。

　ならば考えられることは――

「おそらく、もうこの城は、いくらかの殿の兵を残して、もぬけのからだ。当然、ファグラヴェールもいないだろう」

　椅い子すに頬ほお杖づえを突きつつ、勇斗はつまらなさげに言う。

　なかなか面めん倒どうな状じよう況きようになった、と言うのが正直なところである。

「平行錘投石器トレビユシエツトなんか悠ゆう長ちように作ってたら、まあ、まず取とり逃にがすよなぁ。こうなる前に、なんとかファグラヴェールだけでも捕つかまえておきたかったんだが」

　今こうして話している間にも、ファグラヴェールは自分たちから離はなれ、《剣》領へと近づいているのだ。

　一刻も早く追いかけたいところだが、いかに守る兵が少なかろうと、この城壁をどうにかしない限り、先に進むことはできない。

　もどかしく、焦燥感が募つのった。

「申し訳ございません、父上。わたしがヘマをしたばかりに……」

　うつむき、すっかり意い気き消しよう沈ちんした様子で、ジークルーネが謝あやまってくる。

「へ？　いや、お前を責めたつもりは……」

「しかし！　私が騙されたりなどしなければ、このような事態には……」

　む～っとしかめっ面で地面を睨みつつ、悔しそうに、申し訳なさそうに言う。

　ファグラヴェールの影武者を囮と見み抜ぬけず、結果、追撃の手が緩み、本物をむざむざ逃がす猶予を与あたえてしまったことを気にしているのだろう。

　本人には言えないし、場ば違ちがいではあるのだが、勇斗は思わず粗そ相そうをした犬が尻尾を垂らしている姿を連想してしまう。

　いつも凛りんとしている彼女には、実に珍めずらしい姿であり、可愛かわいいという想いがこみあげてくる。

「お前のせいじゃない。誰だれもファグラヴェールの顔を知らなかったんだ」

　そう言って、勇斗はポンポンとジークルーネの頭を撫なでてやる。

　慰めのためのお世辞ではなく、本心からの言葉である。

　顔も知らないのに本物と偽者を見分けろ、などというのが無む茶ちやなのだ。

　が、どうにも本人は納得できなかったらしい。

「ですが、父上は一目で看破されたではございませんか！　確かにわたしも何か変だとは思ったのですが、疲労のためだろうと勝手に思い込んで……」

　彼女のルーン《月を食らう狼ハテイ》は、持ち主に鋭い勘かんの冴さえをもたらす。それを無視してしまったことが、いくら後悔してもし足りないらしい。

「まあ、人間なんだからたまに失敗することぐらいあるって」

「それは、わかっているのですが、よりにもよってこの肝かん心じん要かなめの時に！」

　よっぽど悔しいのだろう、ジークルーネはグッと下唇を噛かみ締しめる。

　こういう自分に厳しいところは彼女の美点の一つであり、それが向上心につながっているのは確かなのだが、難しいところである。

　できないことができなくても、彼女はここまで落ち込まない。普ふ段だんできることが出来なかったことに、やはり忸じく怩じたるものがあるのだろう。

「やれやれ」

　思わず勇斗は苦く笑しようし、わしゃわしゃと改めて頭を撫でまわしてやる。

　勇斗にも覚えがないわけではなかった。《狼おおかみ》の先々代宗主ファールバウティを失った時に、そういう気持ちになったものだ。

　どうしようもなく、自分で自分が許せない、と。

　痛いぐらいに冷たい湖の底で、真っ暗な中、あてもなくもがいているような、あの地じ獄ごくの日々は、今思い返しても胸が苦しくなる。

　さすがにそこまでではないだろうが、可愛い娘むすめが苦しんでいるのはしのびない。

　なんとかしてやるのが親というものだった。







「と言うわけで、なんとか今日中に落としたいんだけどいい手ないか、兄弟？」

「簡単に、無茶を言ってくれる」

　呼びつけられ話を聞くや、フヴェズルングは呆あきれたように鼻を鳴らし、首を捻ひねってそびえたつ城壁を見上げる。

　さすがのフヴェズルングも、思わず目眩めまいを覚えた。これまで彼かれが見てきた中でも、壁かべの高さは最大級である。

　これを一日で陥かん落らくしろなど、どう考えても不可能というしかなかった。

「そういうのは私よりむしろ、貴様の専門だろう？」

　言って、フヴェズルングはジロリと冷たい目を勇斗に向ける。

　鉄の精せい錬れん法ほう。

　兵士を馬に乗って戦えるようにする方法。

　巨きよ石せきを放り投げる方法。

　どれもこの世界には、できないことだった。

　不可能を可能にしてきたのは、いつだってこの目の前の少年の持つ知識だった。

「んー、それがなぁ。平行錘投石器トレビユシエツトは持ってきてないし、てつはうももうあと二個だけだし、矢ももう残りわずかと、ないない尽づくしなんだよ」

　お手上げとばかりに、勇斗が手のひらを天に向け肩をすくめてみせる。

　当然と言えば当然だった。

《鋼はがね》本隊は、旧《雷いかづち》領ガシナから、《灰》のヴィーグリーズまでを一〇日で駆け抜けるという強行軍を乗り越え、ここにいる。

　そのうえさらに、倍以上の兵力を誇る討伐軍との激戦である。さすがに物資が尽つきていないほうがおかしい。

「その点、兄弟は今あるものを応用してなんとかするの得意だろ？　『荷車城塞ワゴンブルク』を何度か破ってるし、前にほら、ガシナ城落とすときだって、助言してもらったし」

「高く評価してもらえるのは光栄だが、《千幻の道化師アルスイオーヴ》にも、仕込みもなしで奇き術じゆつは使えんさ」

　苦笑するように、フヴェズルングは肩をすくめる。

　そう、確かにフヴェズルングは、他者から見ると、奇き想そう天てん外がいな策で、敵を出し抜くことを得意としてきた。

　だが、あくまでそれは他者から見てのことで、フヴェズルングにはフヴェズルングなりの、しっかりとした計算があってのことのだ。

　彼は決して、魔ま法ほう使つかいではないのである。

「ん？　そうか！　仕込みか！　もしかしたら、あるかもしれない。おっと、こうしちゃいられないな。サンキュー、兄貴」

　何かを思いついたらしく、勇斗は意い気き揚よう々ようといずこかへと去っていく。

「あっ、お兄様！　お待ちください」

　かたわらで黙って自分を警けい戒かいするように鋭い目で睨んでいたフェリシアも、慌あわてて彼の後を追いかけていく。

　ぽつんと独り取り残されたフヴェズルングはいい面の皮である。そんな自分をあざけるように鼻を鳴らし、つぶやく。

「だいたい、もう兄貴はお前だろうが」







「ようやっと正午を回りましたか……」

　城壁の櫓やぐらから空を見上げて、バーラは大きく息をつく。

　とにかく、時間が経たつのが長かった。

　とりあえず《鋼はがね》から奪うばった馬装具を用い騎馬に乗せて送り出したが、所詮は二人乗りだ。

　一方の《鋼はがね》の騎き兵へいは、全員一人乗りで、かつ乗馬の訓練を積んでいる。今ならまだまだ追いつかれかねない時間である。

「今日一日～、なんとか防ぎきることが出来れば～」

　ギュッと胸のあたりの服を握にぎり締めつつ、バーラはつぶやく。

　本来なら、それほど困難なことではない。

　城に立てこもり、わずかたった一日、しのぎ切ることなど、どんな愚ぐ鈍どんな将であろうとできることである。

　だが、相手があの『黒きもの』というだけで話が変わってくる。

　こちらの想像もつかない、奇想天外な策を仕し掛かけてくるのではないか、そんな不安がどうしても拭ぬぐえないのだ。

「バ、バーラ様！　れ、例の抜け道から……」

「っ！　かかりましたか～」

　にんまりとバーラは会心の笑みを浮うかべた。

　城には往々にして、城主など地位の高い者が逃げ延びるための、秘密の抜け道というものがある。

　このダウエ城にもそれは存在していたが、バーラはあえて塞ぐことなく放置していた。

「では～手て筈はず通りに～」

　敵の来る場所はわかっているのだ。しかも抜け道だけあって道は細く、せいぜい一人が通れるかどうかというところだ。

　これほど絶好な待まち伏ぶせ場所はなかった。

「あの銀狼でも潜もぐってきてくれれば～、万ばん々ばん歳ざいなんですけどね～」

　いかに相手が、今やユグドラシル最強とさえうたわれる勇者であろうと、たった一いつ騎き、しかも梯子はしごを上る最中で両手が埋うまっている。

　そこに多人数で襲おそい掛かかれば、ひとたまりもあるまい。

（っ！　来ましたね）

　やがて足音とともに、のそりと暗い穴の中から現れたのは――

「「「「「っ!?」」」」」」

　人間は腹をくくり一度覚悟を定めたことであるならば、たとえそれが死に瀕ひんすることであろうと、耐たえることができる。

　たとえ『最も強き銀狼マーナガルム』であろうと、仮面の黒くろ騎き士しであろうと、それこそあの轟ごう音おんと火をまき散らす雷玉が暴あばれ狂くるおうと、彼らは怯ひるむことなく槍を突きいれていたに違ちがいない。

　だが、そんな城兵たちが一様にぎょっと目を剥むき、自らのするべきことを忘れ、身体を硬こう直ちよくさせていた。

　完全に意表を突かれ、呆あつ気けにとられていたと言っていい。

「ぐるぁぁぁぁぁぁっ!!」

　身体の芯しんにまでずしりと響ひびく獣の咆ほう哮こうに、兵士たちがビクッと身体を震ふるわせのけ反る。

　腰こしを抜かし、へたりこむ者もいた。

　一つのことに完全に意識を集中し気を張っていただけに、まったくの想定外の恐きよう怖ふに心が耐えきれなかったのだ。

「ガ、ガ、ガルム～っ!?」

　バーラも、これには完全に度ど肝ぎもを抜かれていた。

　そう、そこにいたのは、ユグドラシルの屋根と称しようされる三大山脈の高地にのみ棲せい息そくするという巨狼であった。

「っ!?」

　さらに、ガルムの背後から何かが城兵たちの頭上へと放り投げられるのを、バーラは捉える。

　雷玉だった。

　ここであれはまずい。完全にダメ押おしになる。

　全すべてがゆっくりになるような不思議な感覚の中、それでも少しずつ少しずつ雷玉は放物線を描えがき、空へと舞まい上がっていき、

　ドォォォォォン!!

　聞き覚えのある爆ばく音おんが、耳をつんざく。

「ぐあっ！」

「あぐっ！」

「ぎゃあっ！」

　次いで、味方兵士たちの悲鳴が重なる。

　そこにいたのは、ガルムにまたがった銀髪の女戦士である。

　その顔は返り血を浴びながらも、女のバーラの眼めから見ても見み惚ほれるほどに美しい。

「我こそは《鋼はがね》の大宗主レギンアークスオウユウトが娘、ジークルーネなり。命が惜しくないものだけかかってこい！」

　口上を上げつつ、ジークルーネが巨狼とともに突っ込んでくる。

　そしてその手に持つ槍が閃ひらめくたび、鮮せん血けつが舞い飛ぶ。

　もはやその光景は、神話の出来事のようでさえあった。

「ちょっと、ルーネお姉様、自分だけ目立たないでくださいよ」

「そうだな。俺たちにも獲え物ものは残しておいてもらわないと、な」

「ぐふっ！」

「がはっ！」

　ジークルーネの後を追うように、抜け道から後続が現れ、城兵たちを斬きり伏ふせていく。

　一人は赤毛のおさげ髪の少女、もう一人はひげ面づらの熊くまのごとき巨きよ漢かんである。

　実に対照的な二人だが、その身のこなしと斬撃の鋭するどさは、どちらも明らかに只ただ者ものではないことを物語っていた。

「あぐっ！」

「ぐふ！」

「うぐっ」

　三人がそれぞれ武器を振るうたび、城兵たちの悲鳴が上がる。

　強い。圧あつ倒とう的てきに強い。

　それぞれ『波の乙女おとめ』に勝まさるとも劣おとらぬ獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりである。

　たかが三人ではあったが、とても手が付けられない。

　そうこうしているうちにも、続々と抜け道から敵兵たちが現れ、戦力はますます増強されていく。

「……完全にやられましたわ～」

　苦々しげにつぶやくと同時に、バーラの頬ほおを一筋の汗あせが流れ落ちる。

　おめおめと城内に敵の侵しん入にゆうを許し、陣じん地ちも抑おさえられた。

　こうなっては、もはやバーラと言えど、どうにもできない。

　罠わなにハメたつもりが、完全に裏をかかれ、あっさりとねじ伏せられたわけだ。

「でも、いくらなんでもガルムは反則過ぎでしょ～!?」

　こんなもの、どう予想し想定しろというのか。

　どうしたって虚きよを突つかれるに決まっている。

　そして、そのほんの一いつ瞬しゆんの隙すきが、致ち命めい的てきな遅おくれを生んでしまった。

「くっ、せめて～、あの銀狼の首だけでも～！」

　バーラは槍を手に取り、ジークルーネへと躍おどりかかる。

　彼かの女じよを討うち取れば、《鋼はがね》の士気はがた落ちする。

　また、彼女は騎き馬ば隊たいの長でもある。彼女を失えば部隊は統とう率そつを失い、追撃が緩ゆるむかもしれない。

　そんな希望を込めた一いち撃げきは、

「甘あまい！」

　しかし、ジークルーネの一いつ閃せんにあっさりと打うち砕くだかれる。

「なっ!?」

　チーズのように半ばで切り落とされた穂ほ先さきに、バーラは目を剥く。

《鋼はがね》がその名の通り、鉄を用いる氏族であることは知っている。

　しかし、いくらなんでもこれほどの切れ味は異常すぎる。

「その金きん環かん、『波の乙女』だな」

　ジロリとガルムの上から、銀髪の少女がバーラを見み据すえ、その手に構えた白しら刃はを振り下ろす。

　回かい避ひする暇ひまもなかった。肩筋に衝しよう撃げきが疾る。

（ファグラヴェール、どうか無事で……っ！）

　遠のく意識の中で、バーラはただそれだけを願った。







　バカラパカラパカラ……。

「……ん？」

　馬の足音と身体を揺ゆらす振しん動どうに、ファグラヴェールはうっすらと目ま蓋ぶたを開く。

　視界は薄うす暗ぐらく、遠くぼんやりと見覚えのある山脈が連なる。

　トリルハイム山脈だ。

「ここ……は……？」

　まだ意識は朦朧として頭が働いてくれない。

　鈍にぶい思考で、自分は確かヴィーグリーズ平野で《鋼はがね》軍と戦っていたことを思い出す。

　そう、《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》を限界まで使い、その限界を危き惧ぐしたバーラ発案による『波の乙女』八人による総そう攻こう撃げき、それが失敗に終わり――

　そこで記き憶おくが途と絶だえていた。

「おおっ、御お館やかた様、お目覚めになられましたか!?」

　聞き覚えのある声が背後からした。

　自分の親衛を務める近この衛え兵へいの一人である。

　そこでようやく、自分が彼に支えられながら、《鋼はがね》の兵たちのように、馬の背に乗っていることに気づく。

　わけがわからないことだらけだった。

「キース、状況を説明してくれ」

「はっ。我ら《鋼はがね》討伐軍はヴィーグリーズでの会戦に負け、敗走。我らは今、《剣つるぎ》に向け撤てつ退たい中であります」

「バーラは？」

　ファグラヴェールの周囲には、並走する者は誰もいない。

　だからある程度、想像はついた。

　それでも、聞かずにはいられなかった。

「バーラの姉貴は、ダウエ城にて敵を食い止めると」

「……そうか」

　ファグラヴェールはキースの言葉を噛かみ締しめるように瞑めい目もくし、小さくつぶやく。

　バーラとは物心つく前からの付き合いだった。

《剣》の宗主となってからも、軍師としてずっと傍かたわらにいてくれた。

　彼女はずっと自分のそばにいてくれる、なんとなくそう信じて疑っていなかった。

　その彼女がもうそばにいない。

　もう会えないかもしれない。

　ズキンと胸が鋭く痛み、彼女はグッと手で押さえる。

　だが敵は、ファグラヴェールに悲しみに酔よう暇さえ与えてはくれなかった。

　ドドドドドドッ!!

　背後から激しい地じ響ひびきが轟とどろいてくる。

　振り返れば、土つち煙けむりを巻き上げ、騎馬の軍団がこちらに向けて駆け寄せてきていた。

　つまり、すでにダウエ城は落ちたということだろう。

　すなわち、その城を守っていたバーラも、敵の手によって……。

「くっ！　ここまで来て捕まってなるものか！」

　キースが馬に慌てて鞭むちを入れて加速する。

　だが、所詮は二人乗りだ。

　後ろの騎兵たちとの距きよ離りはぐんぐんと詰つまってくる。

「ええい、走れ！　走れ！　走らんか！」

「もうよい。私一人生き残ったところで、どうなるというのだ」

　金切り声で鞭を振ふるうキースに、ファグラヴェールは静かに諦てい観かんのこもった声で告げる。

「御館様は、我ら《剣》の氏族の親分でございます！　貴方のご無事を、ご帰き還かんを、国の皆みなが待っております！」

「そんなもの、生いき恥はじでしかない」

　兵士たちにも、当然、家族はいた。

　自分は宗主として、彼らの命の責任を背せ負おって出しゆつ撃げきしたのだ。

　だというのに、その自分がおめおめと一人だけ生き延びるなど、とても許されるとは思えなかった。

　それでも、シグルドリーファを、妹を守れるのならば艱かん難なん辛しん苦くも耐え忍しのぼう。

　だが、すでに多くの兵を失い、軍師バーラをはじめ、宿将である『波の乙女』もただの一人も残っていない。

　今回の大勝で、《鋼はがね》はますます勢いに乗るだろう。

　こんな状態で、どう立ち向かえというのか。

　そう遠くない未来、間ま違ちがいなく《剣》は《鋼はがね》に呑み込まれるだろう。

　そして、帝国も。

　どうあがこうと、もうその流れは止めようがない。

　ここらが潮時だった。

「キース、馬を止めよ」

「し、しかし」

「これは親としての命令だ」

「…………はっ」

　しばしの躊ちゆう躇ちよの後、キースが無念極まりないという顔で、手た綱づなを引いて馬を止める。

　まもなくして、騎馬隊が自分たちを包囲する。

　そんな敵たちを見据え、ファグラヴェールは毅き然ぜんと告げる。

「私の名はファグラヴェール。《剣》の宗主にして討伐軍が盟主。さあ、おぬしらの主のもとへと案内するがいい」







　ヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でん――

　神都グラズヘイムの中央にそびえる、神聖アースガルズ帝国神帝テイウダンスシグルドリーファの居城である。

　とはいっても、それはもはや建前であり、この城の実質的な主はもはや彼女ではない。

　帝国の実権を握っているのが、大神官にして《槍》の宗主ハールバルズであることは、もはや廷てい臣しんの皆が知るところである。

　その彼は今、自室の椅子に腰かけ、背もたれに身体を預け、うつむいたままぴくりとも動かない。

　この場にもし誰かいれば、その老ろう齢れいゆえ、ぽっくり逝いってしまったかと思う者もいるかもしれない。

　もうかれこれ二刻はこんな調子であったが、突とつ如じよ、びくっと身体を震わせ、ゆっくりと身体を起こした。

「やれやれ、ダウエが落ち、ファグラヴェールも敵の手に落ちた、か」

　なんともつまらなさげに、ハールバルズは吐はき捨すてる。

　この神都グラズヘイムからダウエ城まで、馬車を飛ばしても一〇日はかかる。にもかかわらず、彼はその日のうちに事態を把は握あくしていた。

　それが彼のエインヘリアルとしての《力》である。

「まったく役に立たん連中じゃ」

　は～っと忌いま々いましげに嘆息する。

　宗主であるファグラヴェールが《鋼はがね》に捕まった以上、《剣》はもはや敵の手に落ちたと見ていいだろう。

　こうもあっさりとというのは、計算外もいいところだった。

　戦後処理や、これから冬を迎むかえることを考えると、多少の猶予はあろうが、早ければ来年の春あたりには攻せめ込んでくるということである。

「とてもではないが、時間も兵も足りなすぎるのぅ」

　今回の一戦で、《槍やり》も派は遣けんした兵の実に半数を失った。

　この損害は、きわめてでかいといえる。

　そのうえ、同じく討とう伐ばつ軍に加わった《牙きば》は宗主を失い瓦が解かい、《雲くも》にしたところでなんとか命からがら脱出したようだが、もう草原に引きこもって、南下してくることはないだろう。

《蹄ひづめ》や《豹ひよう》の残党もすでに敗れ、撤退している。

　周辺氏族が一いつ斉せいに襲い掛かったというのに、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくではね返してしまったわけだ。

　この事実は、重い。

　もう一度、神帝テイウダンスの詔みことのりを発し、檄げき文ぶんを飛ばしても、《鋼はがね》怖こわさにどの氏族も反応しまい。

《鋼はがね》討伐軍は、もはやすでに完全に瓦解したといっていい。

「さて、どうしたものか……」







ACT 4







「《鋼はがね》に降こう伏ふくする」

「「「「「っ!?」」」」」

　その言葉に、ざわざわと広間に集まった廷臣たちがざわめく。

　朝早くからいきなり呼び出されたと思ったら、主からのこの発言である。

　何事かと思うのが、心情であろう。

「ど、どういうことですか、陛下!?」

　皆の想おもいを代弁して、宰さい相しようが慌てた声で問いただす。

　神帝テイウダンスは代々両の瞳ひとみにルーンを宿す、まさに神にユグドラシルの統治者として選ばれた存在である。

　それが他氏族の下に屈くつしようなど、現実的な国力はともかく、伝統と権けん威いと格式的に、絶対にあってはならぬことだった。

　だが、その肝かん心じんの神帝テイウダンスはと言えば、玉座に腰かけたまま平然としたものだった。スッと脚あしを組くみ替かえて、傲ごう然ぜんと言う。

「《鋼はがね》討伐軍が、ヴィーグリーズにて敗れた」

「なっ!?　ま、真でございますか!?」

「大神官からの情報じゃ。間違いあるまい」

　神帝テイウダンスの言葉に、再び廷臣たちがざわめきだす。

　帝国大神官――ハールバルズが、帝国の内外の情報に精通していることは、この場の誰もが知っていることである。

　彼の言うことならば、と皆、情報の裏取りには納なつ得とくしたようである。

「現在、討伐軍の盟主である《剣》宗主パトリアークファグラヴェールは捕ほ縛ばく、《牙きば》の宗主シーギスムントも討ち死じに。雑ぞう兵ひようたちは散りじり。かなりの数が捕ほ虜りよとなった。また、アールヴヘイムのほうでも、《蹄ひづめ》、《豹ひよう》の残党は撤退……」

　言いつつ、神帝テイウダンスは指折り数えていく。

　そのたびに、廷臣たちの顔が青ざめていく。

　それはもう、ただの敗北ではなく、大敗である、ということがわかったのだ。

　それらを一いち瞥べつして、神帝テイウダンスはきっぱりと言い切る。

「討伐軍は、壊かい滅めつじゃ。《鋼はがね》がこの神都まで攻めあがってくるのは時間の問題じゃろう」

「む、むぅぅ。だ、大神官様はなんと!?」

「だから、今、話しとるじゃろう？」

「い、いえ、そのあたり、ご本人の口からお聞きしたく……」

「神帝テイウダンスの妾わらわの言葉が信じられぬと？」

「い、いえ、そんなことは……」

　ジロリと威い圧あつを込めて睨にらみつけると、宰相は震えあがって黙だまる。

（まったく無能なくせにさえずることだけはうるさい奴やつじゃ）

　神帝テイウダンスの中で、彼女の身体に乗り移って操あやつるハールバルズが吐き捨てる。

　さすがに二つの身体は動かせない。

　神帝テイウダンスより大神官を優先する、そう仕込んできたのは彼自身ではあるが、こういう状況にあっては正直、面倒くさかった。

「とにかく、じゃ。こうなった以上、早々に降伏して許しを乞こうのが、帝国の生き残る唯ゆい一いつの道というのが、妾と大神官が相談して決めた判断じゃ」

「「「「「…………」」」」」

　水を打ったような静せい寂じやくが、広間を支配する。

　ようやく、理解が追いついたのだろう。

　なんだかんだ、実質的な力は失っても帝国には権威があり、これからも安あん泰たいであると皆信じていた。

　それがある日突とつ然ぜん、消え去ったのだ。

　どうすればいいのか皆、途と方ほうにくれもするだろう。

（まあ、わしの知ったことではない）

　心の中でハールバルズはあっさりと彼らを切り捨てる。

　そんなことより、彼の思考はこれからに飛んでいた。

《鋼はがね》にしても、ユグドラシルの覇は権けんを望むなら、神帝テイウダンスの権威は是ぜが非ひでも欲ほしいはずだ。

　それならば、まだやりようはあるはずである。

　先に立てておいた計画は破は綻たんし、大おお幅はばな修正を余よ儀ぎなくされた。

　自らの血を継つがせられぬというのは少々残念ではあるが、それを補ってあまりあるものをあの小こ僧ぞうは持っている。

（ふふっ、最後に全てを手に入れるのはこのわしよ）

　ハールバルズの野心の炎ほのおは、未いまだその勢いを失うことなく、燃え盛っていた。







　連れてこられた広間の中央の椅い子すに、ファグラヴェールはなかば強制的に座すわらされる。

　両手両足は縛しばられ、身動きはとれない。

　前方にはずらりと、剽ひよう悍かんな者たちが立ち並んでいた。皆それぞれ、一ひと廉かどの人物とおぼしき貫かん禄ろくと風格をまとっている。

　当然と言えば当然か。

　おそらく彼らは、新興の大氏族《鋼はがね》の重じゆう鎮ちんたちである。腕うで一本でのし上がってきた実力者揃ぞろいのはずだった。

「ふむ、あなたがファグラヴェールか」

「っ！」

　ゾクリッ！　と背筋に悪お寒かんが疾はしる。

　見た目はまだ一〇代の少年である。

　男としては線が細く華きや奢しやで、強そうにはまるで見えない。

　だが、わかった。

「お初にお目にかかる。《鋼はがね》の大宗主周防すおう勇ゆう斗とだ」

　やはり、とファグラヴェールは納得とともに唾つばを飲み込む。

　ファグラヴェールのルーン《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》は、自らではなく集団全体の戦せん闘とう能力を引き上げる。

　ゆえにこの『力』を最大限に活いかすには、優ゆう秀しゆうな人材が必要不可欠だった。

　だからだろう、昔から無意識のうちに人を見る目を養ってきた。

　目の前の少年の化け物ぶりがよくわかる。

　その身にまとっている覇は気きが、段だん違ちがいだった。

　周りの諸将たちも、この大氏族の重鎮なのだ。相当の経歴の人物なんだろう。

　特に、大宗主レギンアークの傍らに立つ銀ぎん髪ぱつの狼のような少女など、若いが死地を何度も潜くぐり抜ぬけてきた歴戦の猛者もさ感かんが半はん端ぱない。

　だが、そんな彼女たちが、この少年の存在感の前では露つゆとかすむ。

（これが、『黒きもの』か）

　天が遣つかわした神の使い、軍神の生まれ変わり、そんな馬ば鹿かげた風評さえ納得してしまいそうになる。

「……《剣》の宗主ファグラヴェールだ」

　なるべく重々しく、声が震えないように極力意識しながら、ファグラヴェールは名乗る。

　三倍近い兵を率いながら惨ざん敗ぱいした敗軍の将。

　それが今のファグラヴェールである。

　実に情けないというしかない。

　だからこそ、帝国建国以来の名門《剣》の宗主として、これ以上の無様をさらし氏族の名を汚けがすわけにはいかない。

　ただただその一念だった。

「ふむ、それにしてもまさか、女、それもこれほどの美女だったとはな」

　大宗主レギンアークのまじまじとした視線に、ファグラヴェールはキュッと下した唇くちびるを噛かみ締しめる。

　対外的には、男性で通しているが、そう彼女は正しよう真しん正しよう銘めい、まごうことなき女性であった。

　捕虜となった時、武装解除の過程で、どうしても身体を調べられる。その時は、今思い返しても屈くつ辱じよくで怒いかりがこみあげてくる。

「まあ、そう珍めずらしいことでもない、か。リネーアなんかも、会うまではすげえ筋骨隆りゆう々りゆうの女じよ丈じよう夫ふとか思ってたしなぁ」

　何かを思い出したように、大宗主レギンアークはくすりと笑えみをこぼす。

　彼の言う通り、性別や外見を偽いつわるのは頻ひん繁ぱんというほどでもないが、それなりにしばしばあることだった。

　基本的に、盃さかずき制度のあるユグドラシルは実力重視ではあるのだが、それでも時代もあり、ある程度の女性蔑べつ視しは厳然と存在している。

　ありていに言えば、やはり女だと舐なめられる時が少なからずある。

　それゆえバーラとも相談し、《剣》の氏族に加わる時、ファグラヴェールは自らの『女』を捨てることにしたのだ。

　全てはそう、神帝テイウダンスシグルドリーファのために。

　……ならば今、彼女のために取とり戻もどし使うのも、いいかもしれない。

「《鋼はがね》の大宗主レギンアーク、私のことを美女とおっしゃいましたね!?」

　覚悟を決め、キッと大宗主レギンアークを睨みつつ声を張り上げる。

　失敗した、と口を開いてから気づく。

　色気の欠片かけらもない。

　女を使うことなど、この世に生まれ出いでて二五年、まったくの初めてなのだ。

「ん？　ああ。美び麗れい王おうの二つ名も納得だ。というかこんなすごい美女ぶりで、よく男だと騙だまし通せたものだ」

「そうですか」

　ほっと小さく安あん堵どの吐と息いきをつきつつ、ファグラヴェールはうなずく。

　初手を失敗したと思ったが、どうやらそれでも彼かれにとって、自分の容姿は好ましく映っているらしいと確かく認にんできた。

　ならば――

「大宗主レギンアーク！」

　呼びかけつつ、ファグラヴェールはその場に立ち上がり、その豊かな胸部を見せつけるように、ピンと背筋を伸のばす。

　実のところ、彼女は出るところは出て引っ込むところは引っ込んだ、とても女性的な身体の持ち主である。

　普ふ段だんは鎧よろいで覆おおい隠かくしていたが、今はそれもない。むしろ縄なわで縛られている分、強調されているように思う。

　羞しゆう恥ちにその場にうずくまりたくなるが、耐えて必死に声を張り上げる。

「この身がお気きに召めしたのであれば、どうぞご自由に。どんな命令であろうと、否といわず従いましょう」

「……ほう？　なんでも、ね？」

　一瞬、大宗主レギンアークは驚おどろいたように目を白黒させたが、すぐに楽しげに口くちの端はを吊つり上あげオウム返ししてくる。

《鋼はがね》の大宗主レギンアークの好色ぶりは、よく聞くところだ。

　自分はあまり女らしくはないが、たまには毛色の違うものも食べてみたくなったといったところか。

「それで、その代価にあなたは何を望む？」

　大宗主レギンアークの試ためすような目を、ファグラヴェールはキッと睨み返し叫さけぶ。

「要求は二つ。一つは《剣》の民たみの生活の保証！」

「へぇ」

　感心したように、大宗主レギンアークの視線がわずかに柔やわらかくなる。

　伝え聞くところによれば、彼は様々な改革を断行する傲ごう慢まんな独裁者ではあるが、一方で結果だけを見れば、領民の生活を著いちじるしく向上させた善君である。

　自分を捨てても民をという美談が、お気に召したのだろう。

「いいだろう。それに関してはもとからそのつもりだ。なんら異存はない」

「ありがとうございます」

　素す直なおにファグラヴェールは礼を言いつつ、胸を撫なでおろした。やはり自分の失策で民に迷めい惑わくはかけたくなかった。

　だが、問題は次である。

「で、もう一つは？」

「はい、今回の討伐令の責任は、全て私にあります。神帝テイウダンス陛下は無関係です。なにとぞ、なにとぞ、陛下の身の安全を保障していただきたく……っ！」

　ガバッとその場で自らの膝ひざにおでこをぶつけそうな勢いで、ファグラヴェールは頭を下げる。

　身体が震えるのがわかった。

　心臓の音が大きく脈打つのがわかる。

　一つ一つの脈が、本当は速いはずなのに、妙みように間延びして聞こえる。

　時間にしておそらくは数秒、しかしファグラヴェールにとっては、永遠とも思えるような数秒が過ぎた頃ころ、

「顔を上げろ」

「はっ」

　大宗主レギンアークの命令に従い、ファグラヴェールは身体を起こす。

「本当にどんな命令でもきくのか？」

　大宗主レギンアークはじっとファグラヴェールの瞳を見据え、確認するように問う。

　彼の吸い込まれそうな黒い瞳に、心の奥おく底そこまで見み透すかされそうな気がしたが、彼女の心にはわずかの曇くもりもない。

　グッと両りよう拳こぶしを握にぎり締しめ、決死の想いを込めて声を振ふり絞しぼる。

「はっ！　願いを聞き届けていただけるのなら！」

「そうだな。では手始めに、俺と子分盃を交かわしてもらおうか」

「はい、それはむしろ喜んで。ぜひお受けさせていただきとうございます」

　この言葉は世辞ではなく本心である。

　大宗主レギンアークの人ひと柄がらは知らないし、その器量に惚ほれ込んで盃を交わすというものでは決してないが、子分の領土に、親として無体なことはするまい。

　悔くやしいが、今の《剣》にはもはや《鋼はがね》に抗こうしうる力などない。お咎とがめ無しで傘さん下かに加えてもらえるというのなら、敵対した身としてはこれ以上ない好条件である。

　これで《剣》の安あん寧ねいは守れる。

「よし、子となる以上、俺が戦えと言えばもちろん戦うんだな？」

「はっ！　いつでも最前線にお送りください。大宗主レギンアークの為ため、いえ、御お父ちち上うえの為、いずこへとも駆け参じましょう」

「俺の寝しん所じよにも侍はべる、と？」

「はっ、女としては拙つたない身ではございますが、誠心誠意、尽つくさせていただきます。お命じくだされば、どんなことでも致いたします」

「そうか、なら……」

　大宗主レギンアークが冷れい笑しようとともにそっと脚を組み直し、そのつま先を指さす。

「とりあえず盃の代わりの手付だ。舐めろ。這はいつくばって、な」

「……っ！」

　さすがにこれには、ファグラヴェールも即そく座ざに返事をすることはできなかった。

　彼女は《剣》の宗主として、その高潔な人柄をよく知られている。自らも、それを誇ほこりとして生きてきた。

　そんな彼女に四よつん這ばいになって靴くつを舐めろなど、犬いぬ畜ちく生しよう扱あつかいも同然である。これ以上ない屈くつ辱じよく的てき命令だった。

「わかり、ました」

　それでもファグラヴェールは了りよう承しようの言葉とともに、その場で両りよう膝ひざを突き、身体を前に倒たおしていく。

　どんどんと顔に靴が近づいてくる。

　これを舐めた瞬しゆん間かん、自分の何かが終わるんだろうという確信はあった。

　それでも、かまわなかった。

　そっと舌を伸ばし、靴に這わせようとしたところで――

「そこまでだ」

　大宗主レギンアークが言って、自らの脚を引っ込め彼女の口から遠ざける。

　そして自ら膝を突き、ファグラヴェールを抱かかえ起こした。

「俺にも立場があってな、無む暗やみやたらと敵だった者は信じられない。だから、あんたの覚悟と、なにより陛下への想いを試させてもらった。すまなかった」

「いえ、問題ありません。いくらでもお試しくださってけっこうです」

「一つ訊ききたい。なぜそこまで陛下に尽くすんだ？　乳ち兄弟きようだいと言っても、所しよ詮せんは赤の他人だろ？」

　間近でジッと大宗主レギンアークに目を見据えられる。

　言葉こそ実に辛しん辣らつではあったが、大宗主レギンアークの瞳からは先さき程ほどまでの威圧感は消えていて、むしろどこか期待のようなものをファグラヴェールは感じた。

「確かに、血はつながってはいません。盃も交わしてはおりません。しかしそれでも、非常に僭せん越えつではありますが、私はあの方のことを、本当の妹同然と思っております！」

「妹同然、か」

「そこになぜなどありませぬ。たった一人の、しかも独り寂さびしく泣いていた女の子を、どうして見捨てられましょうか!?」

　ファグラヴェールも大宗主レギンアークを睨み返し、啖たん呵かを切る。

　しばしの睨にらみ合あいの後、ふっと大宗主レギンアークが柔らかく笑う。

「元から、陛下に剣を向けるつもりは毛頭ない」

「っ！　その言葉、相そう違いございませぬか!?」

「ああ。今回の討伐令は、陛下の御ご意い思しではないとわかっている。それどころか、彼女には、返し切れない恩がある。周防勇斗の名と、《鋼はがね》の盃にかけてここに誓ちかおう」

「あ、あああ……神よ……」

　感かん極きわまり、ファグラヴェールの口から嗚お咽えつが漏もれる。

　単なる口約束ではない。

　味方の重鎮たちの前で自らの名と盃に掛かけて誓ったことだ。

　これを反ほ故ごにすれば、子分たちの信を失う。

　勝者と捕つかまった敗軍の将という立場で、彼がここまで危険な誓いをする必要性は、本来ない。

　それでも、ということは、その言葉に嘘うそがなく、彼も本心から神帝テイウダンスを救いたいと思っているということだ。

　ずっと心を縛ってきた枷かせが取れたような、そんな気がした。

　ぽろぽろとその双そう眸ぼうから、とめどなく涙なみだがあふれとまらなくなる。

「よかった……よかった……うわあああああああっ！」

　それからしばらく、ファグラヴェールはただただ赤子のように泣き叫び続けた。







「親になろうという方の前で、お恥はずかしいところをお見せしてしまいました」

　ファグラヴェールは改めて床ゆかに両膝を突き、深々と頭を下げる。

　すでに部屋を移動し、ここは隣となりの城主の間といったところか。

　改めて身体を起こし寝しん台だいに目を向け、ファグラヴェールは納得したようにうなずく。

「ここで我わが身みを捧ささげればいいのですね。えっと、どうしたらいいのでしょう？」

　至し極ごく真ま面じ目めに、ファグラヴェールは問う。

　神帝テイウダンスシグルドリーファに害をなさないでくれるのならば、自らの体を差し出すことに、もはや何の迷いもなかった。

　気になるのはせいぜい、この両手両足を縛る縄ぐらいである。これをつけたままできるのだろうか、と。

　だが、返ってきた答えは、彼女の予想外のものだった。

「ああ、いい、いい。そういうのは」

　ぎしっと寝台に腰こしかけた大宗主レギンアークは、ひらひらっと本当に興味なさげに手を振る。

　女を捨てた身ではあるのだが、それでもこの扱あつかいには少し傷ついた。

「私ごときではやはり、抱だく気にはなりませんか？」

「そういう意味じゃなくて！　俺のこと好きでもない女抱くほど飢うえてねえよ」

「きゃっ」

　苦く笑しようしつつ、大宗主レギンアークは傍らに立つ金きん髪ぱつの美女を抱き寄せる。

　これほどの美び貌ぼう、神都グラズヘイムでもまずお目にかかれない。肢し体たいも実に肉感的だ。

「お、お兄様!?」

　声の調子だけはどこか非難めいていたが、美女は身体を離はなそうとはしない。

　むしろその胸むな板いたに寄せた頬ほおは赤く染まり、眼めは恥ずかしげながら何かを期待しているようにも見えた。

　これは権力に群がる女の顔ではない。明らかに、本人に心から惚れ抜いている。

　こんな神こう々ごうしささえ称たたえた美女からここまで熱い想いを向けられているのだ。本国には本妻もいると聞く。先ほどの銀髪の狼おおかみも、大宗主レギンアークに心しん酔すいしているようだった。

「なるほど、確かに言葉通り、女にはまるで飢えていなさそうですね」

「まあ、そういうことだ」

「では、神帝テイウダンス陛下のことで、何か私にお聞きになりたいことがおありで？」

「ああ。さすがに察しがいいな」

　ニヤリと大宗主レギンアークが、口の端を吊り上げる。

　そういう表情をするとき、まだ年相応の悪戯いたずら小こ僧ぞうのような子供っぽさがある。

　正直、ちょっとだけ可愛かわいいと感じた。

　瞬間、トクンと胸がひときわ大きく脈打つ。

「ん、どうかしたか？」

「え、いえ、なんでもありません」

　ファグラヴェールは慌あわてて首を左右に振る。

　もうすでに胸は普ふ通つうに戻っている。

　さっきのがなんだったのかはわからないし少し気にはなったが、今は自分の体の不調など些さ事じもいいところである。

「単刀直入に訊く。陛下の名を騙かたり、あの《鋼はがね》討伐令を発したのは、誰だれだ？」

「あ、あれについては全すべては私の責任と先にも……」

「俺も先に言ったな。陛下に仇あだなすつもりはない、と。けど、そうか。つまり、発したのは陛下なんだな？」
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　察しがいいのは、この少年のほうだった。

　この辺り、やはり二年ちょっとで大氏族を築き上げた男である。頭の回転が遅おそいはずがなかった。

　バレた以上、ここで変に隠かくし立だてしても、信しん頼らいを失うだけであろう。

　ここは素直になるべきかもしれないと、ファグラヴェールは判断し直す。今はこの少年の不信を買うことに、なんら得はない。

「……確かに、討伐令を発せられたのは、陛下です。だが、最近の陛下は、正直変わられた」

「っ！　変わった!?　それは、いつからだ!?」

　大宗主レギンアークが前のめりに食いついてくる。

　その勢いに押おされつつも、ファグラヴェールは答える。

「春小麦の種たね蒔まきが終わってしばらく経たった初夏の頃、でしょうか。しばらく病に伏ふせられ、回復されてから、まるで別人のようになってしまわれました」

「やはりそうか……」

　何かを納得したように、大宗主レギンアークはむぅっと考え込む。

　その様子からすると、何か心当たりがあるようだった。

　大事な妹のことである。俄が然ぜん、気になった。

「何か、ご存じなのですか？」

「あーんー、信じてもらえるかどうかは自信がないんだが」

　大宗主レギンアークは少しどういえばよいか迷ったかのように視線をさまよわせた後、そう前置きして、

「俺はこのユグドラシルの人間じゃあない。今より三五〇〇年ほど未来の世界から来た」

　そんなことを言い出した。

　普通ならば、笑い飛ばすような話では、ある。

　だが、ファグラヴェールはこの少年が、伝承にある『黒きもの』であることを知っていた。

　彼が持つ様々な革新的な道具・兵器の数々にも、いろいろ得心がいく。

「なるほど」

　ファグラヴェールがしみじみとうなずくと、大宗主レギンアークが苦笑したものである。

「あっさりと受け入れられると、それはそれで妙な感じになるな。まあ、話は早い。一度、春先だな。《豹ひよう》の秘法使いシギュンの秘法により、俺は元いた世界に戻されてしまった」

「ふむ、シギュンですか」

　その名はファグラヴェールも聞き知ってはいた。

　ユグドラシルでも五指に入るであろう凄すご腕うでの秘法使いである。

「妹」のほうがはるかに上ではあるが、それでもシギュンほどの力の持ち主ならば、そういう不可思議なことができてもおかしくはないと納得する。

「それで再び、このユグドラシルに戻してくれたのが陛下なんだよ。あのまま戻ることが出来なかったら、《狼おおかみ》は滅ほろび、俺は一家一門の家族たちを失っていた。だから、陛下には返し切れない恩があるんだ」

「そのようなことが……」

　まったくの初耳であった。

　確かに、人ひとりを三五〇〇年も未来から呼び寄せるというのは、すさまじい大秘術のように聞こえる。

「っ!?」

　ファグラヴェールは、はたとあることに気づく。

　今年の春先、確か《鋼はがね》の前身である《狼おおかみ》は、《雷いかづち》・《豹ひよう》の連合軍に大敗し、その後の一か月ほど、宗主のスオウユウトが姿を見せなかったというのは、間者からの報告で伝え聞いている。

　それは確か、初夏の頃だったはずだ。

　つまり――

「なるほど、陛下がお倒れになったのは、そういうことだったか」

　ようやく得心がいき、ファグラヴェールは嘆たん息そくする。

　神帝テイウダンスにも困ったものだった。

　巫女みこヴォルヴァの預言にて、帝てい国こくを滅ぼすという『黒きもの』、まさかそれを神帝テイウダンス自らが呼よび戻もどしていたとは。

　そしてそのせいで床に臥ふせっていたとは。

　いったいどうしてそのようなことをしたのか。それにも心当たりがあった。

「陛下は、貴方あなたに恋こいをしていた。本当に好きな男の為なら、女はなんでもするものです」

「あ、あ～、まあ、うん、そうなの、かな」

　一いつ瞬しゆん、大宗主レギンアークは困こん惑わくしたそぶりを見せたが、認める。

　去年の冬から今年の春先にかけてシグルドリーファはイアールンヴィズに滞たい在ざいしていた。

　エルナから報告も受けている。

　シグルドリーファが《狼おおかみ》の宗主に接せつ吻ぷんをしていた、と。

　宮きゆう殿でんの奥底に閉じ込められ、体質のせいでろくに外にも出られない。

　そんな彼かの女じよが、一時とはいえ、普通の女の子のように、恋をすることができた。

　姉として微笑ほほえましく、これほど喜ばしいことはない。

　ないのだが――

「だからですか」

「ん？」

「貴方に振ふられたから、陛下はそれを恨うらみに思われたのですね」

「いいっ!?　そ、それは違ちがうと思うぞ!?」

　心底驚いた様子で、大宗主レギンアークは目を見開く。

　つい先ほどまで、なかなかの人物だと思っていたのだが、この様子にファグラヴェールは少しだけ失望する。

　ここで否定するのは、男らしくない。

「私とて一応は女の端はしくれ。ですから、わかります。貴方の結けつ婚こん、それで嫉しつ妬として討伐令を……」

　そうとしか考えられなかった。

　時期的にも、一いつ致ちする。

「い、いやいやいや！　さ、さすがにそれはないと思うぞ!?　お、俺の嫁よめさんと陛下、かなりの仲良しのはずだ。俺を呼び寄せるときに協力もしてたし」

「ん？　あれ？　そういえば、奇き妙みようですね」

　今さらながらに、ファグラヴェールはあることに気づく。

「初夏の頃、陛下は確かにヴァラスキャールヴ宮殿にいた。冬の間、留守にしていた分、せわしなく儀ぎ式しきに追われていた。とてもではないが、抜け出す暇ひまなどなかったはず」

　なのに、はるか遠方の《狼おおかみ》の宗主を呼び戻す手伝いをしていたという。

　神都グラズヘイムと《狼おおかみ》の族都イアールンヴィズは、馬車でも二〇日ほどはかかる。

《狼おおかみ》の宗主の不在は一カ月ほどであり、手紙のやりとりを一往復する時間さえない。

　明らかに辻つじ褄つまが合わなかった。

「んーと、俺の妻と、神帝テイウダンスシグルドリーファは、見た目が瓜うり二ふたつでね。髪かみと目の色は違うんだが」

「そういえば、そういう話を小耳には挟はさみました」

「見た目だけじゃなく不思議なつながりもあるみたいで、なんでも夢で逢あって話ができた、らしい」

「夢で、でございますか？　にわかには信じがたい話ではありますが……」

「だが、事実なんだ」

「ふむ」

　なんとも不思議な話ではあった。

　だが、似たような話を彼女は聞いた覚えがあった。

「我が『波の乙女おとめ』にも双ふた子ごの者がいて、彼女たちにも、片方の怪我けがした場所が、もう片方も傷がないのに痛む、といった不思議なつながりがありました。何かそういうものが陛下と御父上の奥おく方がたの間にあるのやもしれませんな」

「ああ、間ま違ちがいなくあると思う。これは秘密にしてほしいんだが、もう一つ、共通するものがあって、な。俺の妻の眼にも双そう紋もんがある」

「っ!?」

　思わずファグラヴェールは耳を疑い、確認するように勇斗の顔を凝ぎよう視しする。

　その顔はいたって真ま面じ目めであり、嘘を言っているようには見えなかったが、にわかには信じ難がたい話だった。

　双紋のエインヘリアル。

　万ばん人にんに一人と言われるルーンを、その身に二つも宿すというきわめて稀き少しような存在である。

《雷いかづち》の虎心王ドールグスラシルステインソール亡なき今、ユグドラシルでそれを持つのはもはや神帝テイウダンスシグルドリーファただ一人だけ、のはずだった。

　新たな双紋の持ち主が現れたということだけでも驚きだというのに、

「瞳ひとみに、でございますか？」

　ゴクリと唾を飲み込んだ後、確認するように問う。

　シグルドリーファ瓜二つの容姿に、瞳に双紋まで発現しているとなると、さすがに単なる偶ぐう然ぜんの一致では済ませられなかった。

「そうだ、瞳に、だ」

　大宗主レギンアークもまた、こちらの言いたいことをわかっているらしく、重々しくうなずく。

　神聖アースガルズ帝国神帝テイウダンスが代々、瞳に双紋を受け継いでいくことは、ユグドラシル中の人々が知ることである。

　つまり言いい換かえるなら、瞳の双紋はそれすなわち神帝の証なのだ。

「先に言っておくが、だからと言ってすげ替えるつもりはないぞ？」

「……ご配はい慮りよ、ありがとうございます」

　こちらの懸け念ねんを前もって言われ、ファグラヴェールは頭を小さく下げるも、

「しかし、さすがにそれを額面通りに受け取るのは……」

　顔と、なにより双紋という確たる証しよう拠こがあれば、シグルドリーファに成りすまし、神帝テイウダンスを名乗るのは簡単である。

　そして、今後、大宗主レギンアークがユグドラシルの覇は王おうたらんとするならば、神帝テイウダンスを妻にし、その権けん威いをそのまま行使できるメリットは計り知れない。

　人は欲深い生き物である。

　権力者にまで上のぼり詰つめた者なら、なおさらだ。

　さすがにその利をあっさりと捨てるという言葉を鵜う呑のみにはできなかった。

「広間でも言ったろ。陛下には、返し切れない恩がある。それに、今言ったように妻と魂たましいの双子ともいうべき深いつながりがあるひとだ。むげにはしたくない」

　そういう大宗主レギンアークの瞳は、真しん摯しなものだった。

　心から、シグルドリーファのことを心配も、しているようだった。

「それに、これは俺の勘かんに過ぎないんだが、やはりどうも俺には、討伐令を出したのが陛下だとは思えない」

「ですが、確かにあの方自らの口で発せられたもので……」

　そう、ファグラヴェールは実際にその場にいて、しかと聞いたのだ。

　確かにあの方らしくはないと思うが、事実は否定のしようがない。

「そこを疑うつもりはない。だが、誰かに操あやつられていたとかは？　例えばそう、《槍やり》のハールバルズとか」

「いや、しかし、あの方を操るなど……」

　確かになにかしらのルーンの《力》や、秘法を用いれば、そういうことも可能かもしれない。

　だが、シグルドリーファは双紋のエインヘリアルであり、おそらくはユグドラシル最高の秘法の使い手だ。

　そんな彼女を術中に落とし込むなどさすがにあり得ず、思考すらしていなかったが、

「俺を召しよう喚かんし、力を使い果たしていたところをと考えれば、どうだ？」

「む、むぅぅぅ……」

　思わずファグラヴェールは唸うなる。

　今回の《鋼はがね》包ほう囲い網もうの手て筈はず、明らかにできすぎていてシグルドリーファらしくはない。

《鋼はがね》を囲む氏族全てに渡わたりをつける手練手管は、まさしく大宗主レギンアークの言うようにハールバルズのそれだった。

　いろいろ辻褄が合ってくる。

「まあ、陛下をお助けしたいという想おもいは一いつ緒しよだ。そこは、信じてほしい」

「わかり、ました……全てをお任せします」

　ここまできたらもう、毒を食くらわば皿まで、である。

　ファグラヴェールにはもはや大した力もなく、彼のことを信じるしかもう道はないのだから。







「バーラ、それにみんな！　無事だったのか！」

　大宗主レギンアークとの接見後、ファグラヴェールは牢ろうにて『波の乙女』たちとの数日ぶりの再会を果たしていた。

　皆みな、縄で拘こう束そくされ、痛々しい姿ではあるのだが、それでももう生きて会えない者もいるのだろうと半分諦あきらめていただけに、感激もひとしおだった。

「ええ、無事よ～。でも結局～、貴女も捕まってしまったのね～」

　どこか複雑そうにバーラは苦笑する。

　捕まってしまったことはとても残念ではあるが、ファグラヴェールがとりあえずは五体満足で無事だったことにはほっとしたのだろう。

「済まないな。おまえたちは頑がん張ばってくれたのに、結局……」

　下唇を噛かみ締しめ、ファグラヴェールは懺ざん悔げする。

　特にバーラなどは、死を覚悟で殿しんがりとしてダウエに残りファグラヴェールを逃にがそうとしてくれたのだ。
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　そこまでしてもらったというのに、むざむざ捕ほ虜りよとなってしまった。さすがに申し訳なさでいっぱいだった。

「ううん～、むしろたった一日も食い止められなかったわたくしのほうこそ～謝あやまらなくちゃいけませんわ～」

「……お前が指揮をとってそれか。やはり凄すさまじいな御父上は……」

「ん？　御父上とは？」

　エルナがファグラヴェールの言葉を聞きとがめ、尋たずねてくる。

　これを自分を慕したい、自分に尽くし、自分の為に戦ってくれた彼女たちに告げるのは、なかなかに気が重かった。

　だが、だからこそ、言わねばならない責任があることもまた、ファグラヴェールは知っていた。

「《鋼はがね》の大宗主レギンアークのことだ。子分盃をいただくことになった」

「「「「「「「「っ!?」」」」」」」」

『波の乙女』たちの間に衝しよう撃げきが疾る。

　皆、大国《剣つるぎ》の人間という誇りを持っている。

　他氏族の軍門に降くだるのは、やはり忸じく怩じたるものがあるに違いない。

　また民のこと、自分たちのこと、いろいろやはりこの先に不安を覚えたに違いない。

「まあ～、もう道はそれしかないわよね～」

　ただ一人、バーラだけは予想していたのか、どこか納なつ得とくしたように、一方で諦てい観かんしたようにつぶやく。

　智ち謀ぼうにかけては、《剣》で群を抜ぬく彼女だ。

　そのあたりのいろいろな事情をすでに悟さとったのだろう。

「それで～、陛下のことはどうなったの～？」

　バーラが単刀直入に本題に入ってくる。

　口調は間延びしているのに、話は実に早い。

「ああ、話せば少々長くなるんだが……」

　頷うなずき、ファグラヴェールは大宗主レギンアークから聞いた話を皆に話して聞かせる。

　大宗主レギンアークが神帝テイウダンス陛下に並々ならぬ恩義を感じているということ。

　大宗主レギンアークの奥方が、神帝テイウダンスと何かしら不思議な縁えんで結ばれていること。

　それらの理由から、大宗主レギンアークに神帝テイウダンスに害を為なす気はないということ。

　全てを話し終えると、やはりその荒こう唐とう無む稽けいな内容から、皆なかなか信じられないようであった。

　それはもはや仕方ないと思いつつ、ファグラヴェールは締しめる。

「私は信じたいと思っている。というより、それしか道がない」

「そう、ね～」

　バーラが同意を示し、他の八名も重々しくうなずく。

　皆、今の状じよう況きようをわかっているのだ。

「だが！」

　ファグラヴェールはそこで息を一つ吐はき、ゴクリと唾つばを飲み込んだ後、悲ひ壮そうな覚悟とともにゆっくりと口を開く。

「もし御父上が陛下を弑しいしようとすることあれば、私は親殺しの大罪を犯おかすことも辞さないつもりだ」

「「「「「「「「「っ!?」」」」」」」」」

　先ほどなどとは比べものにならない衝撃が、『波の乙女』たちを震しん撼かんさせる。

　ユグドラシルにおいて、生まれの親は選べないが、盃さかずきの親は選べる。

　ゆえにこそ、自分で選んだ親の言うことは、たとえそれが本当は黒だろうが親が白といえば白と従わねばならない。

　そんな盃制度の中で、その絶対服従すべき親を殺すことは、数ある罪の中でも最も重い、それこそ末代まで語りつくされるほどの許されざる大罪だった。

「事が事だ。今ここで盃を水にされても、私は一いつ切さい恨うらまないし文句の一つもいわん。構わず申し出てくれ」

『波の乙女』たちを見み据すえ、ファグラヴェールはきっぱりと言い切る。

　親殺しをするような人間を親と仰あおいでいたなど、大おお恥はじもいいところである。もはや外を素す顔がおで歩けぬほどだ。

　それこそ皆、愛あい想そをつかすものだとばかり思っていたのだが、いつまで経っても、誰だれ一人ひとり、声を上げない。

「ふむ、皆の前では言い出しにくいか？　ならば、私と御父上が盃を交わせば、お前たちも解放されよう。その後にでも……」

「な～に水くさいこと言ってるの～？　一度親と仰いだら～、死ぬまで～、いいえ～、来世まで滅めつ私し奉ほう公こうする～。それが盃の絆きずなってもんよ～」

「いや、それはあくまで建前じゃないか」

　眉まゆをひそめ、ファグラヴェールは首を振る。

　真しん剣けんに大事な話をしているというのに、そんなお為ごかしは聞きたくなかった。

「わかってないですわね～」

「む？　何をだ？」

　意味深なバーラの笑えみに、ファグラヴェールはいぶかしげに首を傾かしげる。

「そう思わない～？」

　チラリとバーラは他の『波の乙女』たちに目を向けると、皆、うんっと力強く頷いた。

　いったい自分は何をわかっていないというのだ？

　疑問が頭をもたげたところで、

「我々は！　《剣》に生まれたからではなく、御お館やかた様のその器量とお人柄に惚れ、盃を頂いたのです！」

　エルナが声を張り上げる。

　その声は、ファグラヴェールに対して、どこか怒おこっているようでさえあった。

「エルナの言う通りです！　どうして自分についてきてくれ、とそう仰おつしやってくれないのですか!?」

　スィールもその声に怒ど気きを含ふくめて詰きつ問もんしてくる。

　他の者たちも心は一緒なようで、皆うんうんと何度もうなずいている。

「御館様が信じるなら～、わたくしたちも～信じるだけよ～。だってわたくしたちは～、なにより貴女を信じているんだから～」

「～～っ！」

　目め頭がしらが熱くなり、胸がいっぱいで、思わず口を一文字に切り結ぶ。

　だが、感情の波は、もはやその程度では抑おさえきることはできなかった。

「う、ううううう……」

　ほどなくして堪こらえきれず嗚咽が漏れ、目から涙がまた零こぼれ落おちる。

　大宗主レギンアークと話した時で、もう涙は枯かれ果はてたと思っていたのに、まだこんなに出るとは自分でも驚おどろきであった。

　自分は本当にいい子分を持った。

　心からそう思った。







　ほぼ同じ頃――

「ふ～、なんとかうまくいった、な」

　勇斗は城主の間の寝しん室しつで、大きく安あん堵どの息をついていた。

　ようやく、本当にようやく、《鋼はがね》討伐令に端を発するいろいろが片付いたわけである。

　それも考かんがえ得うる限り、かなり最高の形で。

《鋼はがね》討伐軍の本隊は潰かい走そう。

《剣》の宗主ファグラヴェールおよびその側近にして幹部『波の乙女』は全員捕ほ縛ばく。

《牙きば》の宗主シーギスムントも討うち取とった。

　雑ぞう兵ひようたちの捕虜も、実に一万近い数である。

《槍》の若頭補佐ほさヘルモーズと、《雲くも》の宗主イェルハルトはまだ捕まえられていないが、現在、なお追撃中である。

　そして、ファグラヴェールとはつい先程、子分盃を交わす約束を取り付けた。

　これにより、アースガルズ北部の大国《剣》は《鋼はがね》傘下となり、もはや神都グラズヘイムへの道を塞ふさぐものは何もない。

　ここまでうまくいくと、正直、怖こわいぐらいだった。

　これもひとえに――

「お疲つかれ様さまです、父上。全ては父上のご采さい配はいの見事さゆえかと」

　傍かたわらに立つジークルーネが、勇斗の前にひざまずきつつ言う。

　今夜は、彼女が勇斗の護衛の任を請うけ負おっていた。

　本来の護衛兼けん副官であるフェリシアは、捕虜が増えすぎたために様々な手続き仕事が山積みとなっており、今はその事務処理の真っ最中だ。

「いや、お前が頑張ってくれたおかげだよ」

「父上が汚お名めい返上の機会をくださったおかげです」

　ジークルーネが謙けん遜そんするように言う。

　おそらくは《剣》宗主の影かげ武む者しやという囮おとりに引ひっ掛かかった時のことを言っているのだろう。

「あんなもの、汚名でさえない。ほんと今回はよくやってくれたよ！」

　言って、勇斗はぽんっと後ろからジークルーネの頭に手を置き、わしゃわしゃと乱暴に撫なで回まわす。

　女子にやるのはどうかと自分でも思うのだが、優やさしく撫でるよりこういうほうが彼女は好むのだから、仕方がない。

　なにより、これぐらいしないと、こちらの感謝のほどを示せない気がした。

　今回の大戦の最大の功労者を上げるなら、どう考えてもこのジークルーネ一いつ択たくであった。

　会戦の折には、遊ゆう撃げき隊たいとして崩くずれかけたところを何度も救きゆう援えんしてくれた。

　その後、追撃に入ってからも、《牙きば》の宗主シーギスムントを討ち取り、ダウエ城では抜け道からの潜せん入にゆう作戦で、先せん陣じんを切り、殿を務めていた《剣》の軍師バーラを生いけ捕どりにし、極めつけは《剣》宗主にして討伐軍の盟主ファグラヴェールの捕縛である。

　彼女なしでは間違いなくこれほどの大勝とはならなかったと、心の底から断言できる大戦果だった。

「♪～～」

　すっかりリラックスしきった感じで、ジークルーネは大層心地ここちよさそうにしている。

　今のこの姿からは、彼女が今や《鋼はがね》のみならず、ユグドラシルでも最強との呼び声高い勇者だとは、まるで想像がつかない。

　一方で、自分だけがそういう姿を見ることができる、というのはたまらなく独どく占せん欲よくと優ゆう越えつ感かんを刺し激げきされるのも確かだった。

　実にかわいい。

　かわいいからこそ、なんとももどかしい。

「んー、本当に撫でるだけでいいのか？」

　すでにもう何度目になるかわからない問いを、勇斗は今日もしてしまう。

　心底喜んでくれているのはわかるのだが、どうにも申し訳なさが勝まさるのだ。

「お前にはほんとさ、宗主になる前から世話になってるし、もう少し何か報むくいてやりたいんだよ。何か他にして欲ほしいこととかないか？」

　ジークルーネは金銀財宝にも、領土にも、地位にもまるで興味を示さない。

　以前、誕生日プレゼントとして渡した勇斗お手製のガラス製風ふう鈴りんは、彼女の自室で家宝のように飾かざられているとはフェリシアに聞いているが、最近はそういうのを作っている暇もない。

　だが、特に今回は功績が大きい。

「本当になんでもいいぞ？」

「……本当になんでもよろしいのですか？」

　少し迷っている様子だったが、やがて意を決したのかおずおずとジークルーネが問うてくる。

　心がついに届いたような気がして、勇斗は俄然奮い立つ。

「おおっ！　もちろんだ！　なんでも言ってくれ。遠えん慮りよするな」

　前のめりに勇斗は熱弁する。

　ちょうどいい機会である。今までの分までまとめて報いてやりたいところだった。

　それこそ自分の氏族が欲しいという願いであろうと、彼かれは適かなえるつもりだった。

　ちょうど《牙きば》の氏族の宗主を討ち取っている。その後あと釜がまに据すえるのも悪くない。

　そんな風に思考を先走らせていたが、彼女の願いは、軍神周防勇斗にさえ完全に予想外なものだった。

「で、では、わたしもフェリシアや若頭かしらのように、可愛がっていただきとうございます！」

「……へ？」

　思わず勇斗の口から間ま抜ぬけな声が漏もれる。

　若頭かしらとは、《角つの》宗主リネーアのことである。

　子分としては、その二人とジークルーネで差をつけた覚えはない。親として等しく可愛がっているつもりである。

　だが、その二人にだけ共通することに、一つだけ心当たりはあった。

「え、えーっと」

　さすがに返答に困る勇斗。

　だが、その迷いに、ジークルーネがしゅんっと悲しそうな顔をする。

「やはりだめでしょうか？」

「っ！　あ、その……」

　その上うわ目め遣づかいに、思わずくらっときてしどろもどろになる。

　なんだかんだで、彼女は美人である。

　それこそフェリシアと並ぶ《鋼はがね》の双そう璧へきである。

　タイプ的には、フェリシアが柔やわらかい暖系のかわいいお姉さんタイプなら、ジークルーネはクール系の美女といったところか。

　そして、そんな普ふ段だん、凛りんとしている彼女のしおらしさは、ギャップもあってかなり心にくるものがあった。

「で、でもどうしていきなり？」

　確かに、ジークルーネに強い好意を持たれていることには、気づいていた。

　しかし、それはあくまで、盃の親に対する子分としてのもので、男女のものとは思っていなかった。

　少なくとも、そういう匂においは、出していなかった気がする。

　自分が鈍にぶいだけかもしれないが。

　ジークルーネはコクリと一つ頷いて、

「わたしも女将おかみのように、父上の御み子こを授さずかりたくて」

「そ、そうか」

　うなずきつつも、少しだけ意外ではあった。

　失礼な話だが、彼女にもそういう女性らしい願望があったのか、と。

　突つきつけられている本題から逃げる、一種の現実逃とう避ひではあった。

「わたしは武人です。父上の為ため、槍を振るうのが仕事です。子を授かるなら、討伐軍との戦いが一段落し、これから冬を迎むかえるまさに今しかない、と」

　この辺りの竹を割ったような考え方は、実にジークルーネらしかった。

　実に合理的で、もっともな判断である。

「あー、んー、俺で、いいのか？」

「はい。というより、父上以外の子など欲しくはありませぬ」

　ジッと勇斗の目を見つめ、ジークルーネはきっぱりと言ってくる。

　この純じゆん粋すいでまっすぐな好意には、思わずたじろぐ。

　何と答えるべきが正解なのか、さすがの勇斗もすぐには導き出せない。

「すみません。この通り、わたしは情じよう緒ちよもへったくれもない無骨者ゆえ、父上の好みではございませんよね。困らせるようなことを言ってもうしわけありません」

　ジークルーネが勇斗の葛かつ藤とうに気を遣つかったように、小さくはかなげな笑みを浮うかべた。

　ついで勇斗に背を向ける。

　その肩かたが、ほんのわずかにだが、震ふるえている。

　それを見た瞬しゆん間かん、勇斗の中で何かが弾はじけた。

「待て！」

　気が付くと、勇斗はジークルーネの華きや奢しやな身体を抱だき寄よせていた。

「父、上？」

　勇斗の腕うでの中で、ジークルーネが驚いた顔をしている。

　その眼め尻じりにほんの少しだけ涙なみだが浮かんでいた。

　悲しませたままでいさせたくなかった。

「お前に子を授けてやるのは、やぶさかではない」

「ま、真にございますか!?」

　ぱぁぁっとジークルーネの顔にご褒ほう美びがもらえるとわかってパタパタと尻尾を振っている犬のような満面の喜びが浮かぶ。

　自分だけになついてくれる姿に、かわいいと素直に勇斗は思う。

「ただ、まだお前にはしばらく戦ってもらわねばならない。だから、今お前に子を授けてやることはできない」

「っ!?　やはり自分では……」

「そうじゃないっ！」

　ジークルーネが体のよい断り文句と勘違いしかけたので、勇斗は強く否定する。

　それを伝えるように、ギュッと強く彼女の身体を抱きしめる。

「子供を授けてやることはまだできないが、お前を愛してはやれる」

「え？」

「俺のいた未来には、そういう便利なものもあるってことさ」

　言って、勇斗はジークルーネを寝台へと押し倒す。

　彼女の力をもってすれば抵抗など容易であったろうが、勇斗のなすがままだった。

　勇斗はジークルーネに覆いかぶさり、彼女の顔を間近に見下ろして言う。

「こうなったら男はもう止まらないぞ」

「……ご随ずい意いに」

　ジークルーネがじっと勇斗を見つめ返し、そして目蓋を閉じる。

　その口元は、彼女にはとても珍しく、力が抜けたように柔らかく微笑んでいた。

　ここはユグドラシルだ。

　男の身勝手といえばそれまでだが、郷に入っては郷に従え、である。

　この笑顔を見ると、現世の常識だとかあまり複雑なことを考えるべきではないような気がした。







「ううっ、世界がなんか黄色いですわ」
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　フェリシアは疲れた顔で、夜が明けうっすらと明るみを帯びる空を見上げた。

　捕虜が一万人もいると、食料の配給や捕つかまえておく場所など、決めたり手配したりせねばならぬことは山ほどある。

　リネーアやヨルゲンは遠くギムレーで兵へい站たんの総指揮を取っているので、現場での対応はどうしてもフェリシアの仕事となる。

　だが、この量はさすがに彼女の能力では手に余った。

　勇斗があの二人を若頭ナンバー２と若頭補佐ナンバー３に据えた意味を嫌いやというほど痛感した。

　よくもまあこれ以上に煩はん雑ざつで莫ばく大だいな作業を黙もく々もくと、かつ的確にこなしているものだと心から尊敬した。

　徹てつ夜やしたのにまだまだ仕事が山積みで、終わりがまるで見えず、正直もう発はつ狂きようしそうである。

「とりあえず、仮か眠みんしましょう……」

　ふらふらっとフェリシアは勇斗の寝室へと向かう。

　とにもかくにも、寝ねる前に最愛の人の顔を見て癒いやされたかった。

「おはようございます、お兄さ……ま……？」

　扉とびらを開けて目の前にいたのは、ジークルーネである。

　それはいい。

　フェリシアが忙いそがしい分、護衛の仕事は彼女に任せていた。

　勇斗は未だ寝台で眠っているようだった。

　それもいい。

　フェリシアは彼の寝顔を見て癒いやされるためにきたのだから。

　問題はジークルーネの格好である。

　ベッドから起こした上半身は刀こそその手に握にぎられているが、服を着ておらず、小さいが形のいい乳ち房ぶさが丸見えになっている。

「おはよう、フェリシア。こんな時間までお疲れ様だな」

　言いつつ、ルーネは下半身にかかっていた毛布をどけ寝しん台だいから起き上がる。

　ちなみに、下もまるで履はいていなかった。

「え、ええ、お、おはようルーネ……」

　状況と、にもかかわらず全く普段と様子の変わらないジークルーネに圧あつ倒とうされつつ、フェリシアは挨あい拶さつを返す。

　問いたいことはいっぱいあるのだが、徹夜でぼやけた頭では整理しきれず、それしかできなかった。

「とりあえず、着き替がえさせてもらうぞ」

　言って、ジークルーネは寝台の近くに落ちていた自らの服を拾い、身に着けていく。

　そのあたりは、女同士の気安さというのはあるのだろう。

　あまりのいつも通りさに、フェリシアはイラッときた。

　お兄様に愛されたんなら、もう少しうれしそうな顔をしなさいよ、と。

　しかも自分が忙しくて目が回りそうだったというのに。

　なんぼなんでもさすがに腹が立ってきた。

「昨夜はお楽しみだったみたいですね」

「っ！」

　ぼんっ！

　瞬間、ジークルーネの顔が真っ赤に染まる。

「あ、あ、ああ。さ、昨夜ほど満ち足りた気持ちを覚えたのは、その、う、生まれて初めてだった」

　うつむきながら、ぼそぼそと、はにかみながら語ってくる。

　こういう可愛らしい彼女は、物心つく前からの友人であるフェリシアも、見るのは初めてである。

「あらあらあら～」

　にま～っとフェリシアはその顔をゆがめていく。

　その後、ジークルーネがフェリシアに徹てつ底てい的てきにいじり倒たおされたのは言うまでもない。







「へえ、ここがシグトゥーナか」

　ダウエ城占せん領りようから一〇日後、勇斗率いる《鋼はがね》軍は《剣》の族都に押おし寄せていた。

　総勢二万の大軍、それに加え、捕縛された宗主ファグラヴェールの姿と言葉に、城兵たちの心は速そつ攻こうで折れ、無血開城の運びとなった。

「うお、でっけえ！」

　宮殿へと続く大通りを戦車で凱がい旋せんしつつ、勇斗は感かん嘆たんの声を上げる。

　煉れん瓦がを積み上げた家々が立ち並ぶのはギムレーと一緒なのだが、聖塔フリズスキヤールヴの大きさが段だん違ちがいだったのである。

「た、確かに大きいですわ～」

　同乗するフェリシアも、聖塔フリズスキヤールヴを見上げ呆ぼう然ぜんとしている。

　今まで勇斗が見てきた中では、《角つの》の族都フォールグヴァングのものが一番大きかったのだが、この街のものはそれよりもはるかに大きい。

　このあたりはやはり、帝てい国こく勃ぼつ興こう期きからの大国の風格だった。

「しかし、まあ、さすがに歓かん迎げいムードとはいかないな」

　ついで、街の様子に目を向け、勇斗は自じ嘲ちようするように苦く笑しようをこぼす。

　街には《鋼はがね》兵以外、人っ子ひとり見当たらない。

　さながらゴーストタウンを行進しているような錯さつ覚かくさえ覚えるほどだった。

　もちろん、本当に誰だれもいないわけではない。

　普ふ通つう、他国の占領というものは、略りやく奪だつの限りを尽つくされるものである。それに怯おびえ家に閉じこもり身を隠かくすのは当然のことだった。

「す、すみませぬ、御お父ちち上うえ。民たみの不敬は私が謝りますゆえ、あまり乱暴なことは……」

　もう一人、同乗していたファグラヴェールが心配そうにお願いしてくる。

　勇斗が占領下の街に略奪を働いていないことは、彼かの女じよも情報としては知っているのだろうが、やはり自分の街となると不安になるようだった。

　その辺の心情は勇斗もわかったので、問題ないとひらひらと手を振ふってみせる。

「ああ、気にするな。そういうもんだってわかってるから」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶですよ、ファグラヴェール殿。お兄様は寛かん大だいでお優しい方ですから」

「ありがとう、ございます」

　フェリシアのとりなしもあり、ファグラヴェールは表情をほっと緩ゆるめる。

　その後、勇斗たちを乗せた戦車は大通りを抜け、先さき程ほど遠目に見た聖塔フリズスキヤールヴの前へと到とう着ちやくする。

「間近で見ると、マジででけえな！」

　改めて、その巨きよ大だいさに感動を覚える勇斗である。

　もちろん、現代人である彼は、もっともっと巨大な建造物を見知っている。

　だがそれらはあくまで、現代の様々な技術を用いてのことだ。

　ユグドラシルには技術もなく、ただただ人力である。

　それでこれほど大きなものを築き上げたということが、どれだけ凄すごいことか。

　その苦労が、統治者だからこそ勇斗にはわかるのである。

「神都グラズヘイムの聖塔フリズスキヤールヴは、さらに大きいですよ」

「マジか!?」

　ファグラヴェールの言葉に、勇斗は思わず彼女のほうを振ふり返かえる。

　これよりでかいものがまだあるとは。

「あー、いやでも、陛下もそんなこと言ってたっけ」

「ええ、このシグトゥーナで驚いていては、神都グラズヘイムは心臓が止まるかもしれませんね。聖塔フリズスキヤールヴもさることながら、なにより人の多さに圧倒されると思いますよ」

「へ～」

　相あい槌づちを打ちつつも、そのあたりは別に、と思ってしまう勇斗である。

　ユグドラシルの文明水準から考えて、いかに神都と言えど、どう考えても一〇万人を超こえはしまい。

　この時代にあっては、これだけの数が一つの街に集まっているなど、驚きよう異い的てきというしかないのだが、二一世紀の日本人の身としては、東京見物したときのあの人ひと混ごみには勝るまいと達観している自分がいる。

　このあたりやはり、現地人たちとの感覚の違ちがいを感じずにはいられなかった。

　その後しばらく、勇斗はファグラヴェールから神都やこのシグトゥーナについての聞き取りに終始していたが、、

「お兄様、準備が整ったようです」

　フェリシアが声をかけてくる。

　気が付けばすでに二刻ほど経たっていた。

　そして聖塔フリズスキヤールヴの周りには、いつの間にか人だかりができていた。

　この間に兵士たちには大声で喧けん伝でんさせたのである。

　大宗主レギンアークよりの命令である、聖塔フリズスキヤールヴ前に集まれ、と。

　当初は《鋼はがね》兵に恐おそれていたようだが、いつまで経っても略奪が行われている気配はない。ならば、従って勘かん気きを被こうむらないほうが安全と判断したのだろう。

「よし、じゃあ見世物にするようで悪いが、手て筈はず通り頼たのむぜ」

「わかっております。これは民の為にもなります」

　頷き、ファグラヴェールは聖塔フリズスキヤールヴを登っていく。

　勇斗もその後に続く。

　少し登ったところに開けたところがあり、そこに二人して立つ。

　ここなら下からよく見えるし、声も通る。いわゆる民衆の為の儀ぎ式しきや、兵の鼓こ舞ぶなどに使うための場所だった。

『ただいまより、本席おめでたき親子結けち縁えん盃さかずきの儀ぎを執とり行おこなわせていただきます！　親となられます方は、初代《鋼はがね》大宗主レギンアークスオウユウト様。子となられます方は、一三代《剣》宗主ファグラベール殿です！』

　大型メガホンを通して、ジークルーネの凛とした声が周囲一帯に響ひびき渡る。

　そのあまりの声量に、集まった人々の顔が一様に驚きに変わる。

　まずは掴つかみはＯＫといったところだった。







『それでは初代《鋼はがね》御ご一いち門もん、並びに御ご列れつ席せきの御ご一いつ統とう様さま、御ご一いつ家か、御一門の弥や栄えを祈き念ねん致いたしまして、手を締めさせていただきます。ではお手を拝借。いよーっ！』

「「「「「おめでとうございます!!」」」」」

　パチパチパチパチ!!

　ジークルーネの閉式の言葉に、聖塔フリズスキヤールヴを大だい音おん声じようとともに盛大な拍はく手しゆが包む。

　ぶっちゃけ前もって段取っておいた《鋼はがね》兵士たちによるサクラである。

　だが、人間は流される生き物だ。

　周りに釣つられて、《剣》の民たちも拍手に加わり、さらに音量を上げていく。

　こうして占領を民も認めた既成事実化していくのだ。

「改めて、これからよろしくお願いいたします、御父上。《鋼はがね》のため、御父上の為、我ら一門、誠心誠意、忠義を尽くす所存です」

　ファグラヴェールが固い表情で、生き真ま面じ目めにそう頭を下げてくる。

　自分が忠誠心の高い、使える人間だとアピールすることで、神帝テイウダンスシグルドリーファに対する待たい遇ぐうを上げようという強い意志が感じられた。

「そうだな。よろしく頼む。何より、陛下のために、な！」

　勇斗はニッと口くちの端はを吊つり上あげて言う。

　この言葉の効果は覿てき面めんだった。

　我わが意を得たり、とばかりにファグラヴェールの瞳ひとみに強い光が灯ともる。

「はっっ!!　そのためならば、火の中水の中、『波の乙女おとめ』たちともども、いかなる死地にも赴おもむき敵を屠ほふってみせましょう！」

「ふっ、期待しているぜ」

　いっそ清すが々すがしい言い分に、勇斗は思わず笑みをこぼす。

　確かに不敬と言えば、これ以上ない不敬な子分である。

　だが、実にわかりやすい。

　少なくとも、神帝テイウダンスを手厚く遇ぐうしていれば、《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》という王のルーンを持つエインヘリアルと、その配下の精せい鋭えいエインヘリアル九名が、手足のごとく動いてくれるというのだ。

　今は、不敬うんぬんより、実利である。

「これは、なんとも頼もしい方々ですね」

　そっとかたわらに立つフェリシアが耳打ちしてくる。

「ああ、まったくだな」

　勇斗も大いにうなずいてみせる。

　ユグドラシルがいつ沈ちん没ぼつするのかは、まだわからない。

《槍やり》なども先の会戦で大おお幅はばな損害を被っているはず。ここで早々に神都グラズヘイムに攻せめ上がりたいというのが、勇斗の本音だった。

　そのためには、大氏族《剣》の加入という大幅な戦力増は、実にありがたい。

「とっとと片をつけねえと、な。あのとんでもねえ化け物が上ってくる前に、な」

　深刻に眉をひそめ、勇斗が頭に思おもい描えがいたのは、シトークで出会った《炎ほのお》の宗主織お田だ信のぶ長ながである。

　その手に握られているのは、若頭かしらのリネーアからの早文である。シグトゥーナには伝でん書しよ鳩ばとなんてものはなく、ここまで伝てん馬ま制せいも敷しかれていないため、少々、日が経っているが、そこには《雷いかづち》が、彼――信長率いる《炎ほのお》に族都を占領され滅ほろびたことが記されていた。

　まったくもって、とんでもない怪かい物ぶつだった。

　あの虎心王ドールグスラシルステインソールを絡からめ手てではなく、真正面からねじ伏ふせられる人間がいるとは、正直思っていなかった。

　その後の掃そう討とう戦せんのスピードも。

「後こう顧この憂うれいを断った以上、もはや上じよう洛らくまったなし、だな」

　ゴクリと勇斗は唾を飲み込む。

　今のところ、《剣》を支配下に置き、神都攻こう略りやくに向け一歩先んじてはいるが、相手は常識の通じなさでは日本史でもとみに定評のある漢おとこである。

　とても油断はできない。

「よし、フェリシア。リネーアに伝書鳩を。兵へい站たんも伸のび切ってるしな。ここらで一度……」

「も、申し上げます！」

　勇斗が口頭で指示を告げていると、兵士の一人が大声で割り込んでくる。

　ここまで思いっきり階段を駆け上がってきたのだろう、息も絶え絶えで、顔も真っ赤である。

「どうした!?」

　嫌な予感を覚えつつ、勇斗は問う。

　これまで数回、こういうパターンは経験している。

　どうにも悪い予感がした。

「テ、神帝テイウダンス陛下がおいでになっております！」

「は？」

　最初、意味がわからなかった。

「降伏したい、と御おん自みずから……」

「なにぃっ!?」

　思わずいぶかしげな声をあげる勇斗。

　新しん帝ていシグルドリーファの身み柄がらを取り戻もどしたいと思っていたのは確かだ。

　彼女が自らこちらの手の中に来てくれたというのは、素す直なおにありがたい。

　だが、どうにもできすぎている。

　悪い予感は、より一層加速していた。







ACT 5







「こちらにてお待ちです」

　エルナに先導され、勇ゆう斗とはとある一室の前に案内される。

　シグトゥーナの宮きゆう殿でんはやはり大氏族だけあって、これまた勇斗が知る中でも群を抜ぬいて広い。

　通された一室には、極めて見覚えのある少女が、雪のように真っ白に染まっていた。

「へ、陛下！　よくぞご無事で！」

　傍らにいたファグラヴェールが、嬉うれしそうな声とともに、彼女に駆け寄る。

　そう、彼女の名はシグルドリーファ、神聖アースガルズ帝てい国こく神帝テイウダンスである。

　以前に会ってもいるが、何度見てもやはり、彼の愛する妻、美み月つきに似ている。

　しかし、なんだろう。

　何かが、前と違う気がした。

　しばらく会っていないからだろうか？

「おお、ファグラヴェールか。よく生きておった。嬉しいぞ」

「はっ。陛下の命を遂すい行こうすること叶かなわず、生いき恥はじを晒さらしております。それでも、また陛下と相あい見まみえることができたこと、心よりうれしく思います」

「気にするでない。相手が悪すぎたんじゃ」

　シグルドリーファがポンッと肩に手を置き、ファグラヴェールをいたわる。

　部下の失敗を許す鷹おう揚ような君主そのものである。

　だからこそ、違い和わ感かんが募つのる。

「お久しぶりです。陛下」

　あえて勇斗も、尊そん称しようで呼んでみる。

　かつてイアールンヴィズに滞たい在ざいしていたときは、「リーファ様」だった。

　なんとなくだが、彼女は陛下という呼こ称しようを嫌きらっていた。親しげに名を呼ばれることを、心から喜んでいた。

　神帝テイウダンスという「特別扱あつかい」を誰よりも嫌い、それゆえに奔ほん放ぽうにふるまっていた気配がある。

　なにかしら、こちらの呼び方にマイナスな反応を示すかに思われたが、

「うむ。久しぶりじゃの、《鋼はがね》の大宗主レギンアーク」

　ふふっと妖よう艶えんに微笑ほほえんで、シグルドリーファは挨拶を返してくる。
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　勇斗の中で、違和感が増す。

　シグルドリーファは勇斗のことを、勇斗殿どの、と呼んでいた。

　公式の場ゆえ、と言えばそれまでだが、あの笑い方も、勇斗が知っている彼女の笑い方ではない。

「何というか、変わられましたね」

「ふふっ、半年以上もあれば、人は変わるものじゃて。おぬしもそうじゃろう？」

　勇斗の探さぐりを、リーファはひらりとかわす。

　確かにそういわれてしまうと、自分もこの半年でかなり変わった自覚があるだけに何とも言えない。

「どれ、我の我たる証あかしでも見せようか」

　言って、リーファは一度目ま蓋ぶたを閉じ、わずかの後、再び開く。

　その双そう眸ぼうには、まさしく当代の神帝テイウダンスの証明たる紋もん章しようが浮かぶ。

　彼女の身体を包む神力アースメギンも、その手の知覚ができない勇斗でさえ感じ取れるほどに密度を増す。

　彼女が確かにシグルドリーファであることは、もはや疑いようがなかった。

「それで陛下。我らに降こう伏ふくする、とのお話ですが？」

　ギシッとリーファの対面にある椅い子すに腰こしかけつつ、勇斗がいぶかしげに問う。

「うむ、その通りじゃ。こたびは帝国より直々に妾わらわが使者として参った次し第だい。我ら帝国は、汝なんじら《鋼はがね》に降伏する。討伐令の件も、謝罪すると同時にすぐさま撤てつ回かいしよう」

　言うや、シグルドリーファは深々と頭を下げる。

　神帝テイウダンスとして生まれ、傲ごう岸がん不ふ遜そんを地でいく彼女に、こうも素直に謝あやまられるのは少々意外である。

　成長したといえばそれまでなのだが、何かがやはり奇き妙みようだった。

「……ま、真でございますか？」

　そう尋たずねたのは、勇斗ではなくファグラヴェールである。

　その顔がすっかり青ざめている。

「も、申し訳ございません！　私が敗れたばかりに、二〇〇年の歴史を誇ほこる帝国が潰ついえることに……っ！」

　すっかり責任を感じているようだった。

　三万もの大軍を要しながら、一万ちょっとの《鋼はがね》に完かん膚ぷなきまで叩たたきのめされたのだから、それは罪悪感を覚えるのも無理はなかったが。

　シグルドリーファは頭を上げ、決意を秘ひめた表情を作って言う。

「妾もむざむざ終わらせるつもりはない。むしろ終わらさぬためにここに来たのじゃ」

「と、言うと？」

　いぶかしげに勇斗は問う。

　どうにも何か、企たくらみの臭においがした。

「ユウト殿、妾と結けつ婚こんし、神帝テイウダンスの座を継けい承しようしてくれぬか？」







　その夜――

「さて、どう思う？」

　勇斗はファグラヴェールを部屋に呼び、早さつ速そく問いただしていた。

　結婚の申し込みは、一応、事が大きすぎるのですぐには決められないと一時保留にしておいた。

　確かに、神帝テイウダンスに即そく位いできるメリットは計り知れない。

　なのだが――

「やはり俺はどうにも、陛下への違和感が拭ぬぐえない」

　きっぱりと勇斗は言い切る。

　男子三日会わざれば刮かつ目もくしてみよと言うように、何かのきっかけがあれば、それこそ数日で人が変わるということを、勇斗は身をもって知っている。

　義理の父親と兄貴分を一度に失ったあの日、それまでの自分は崩ほう壊かいした。

　そういうことが、彼女の身に起こった可能性は十分にある。

　だが、何かが違うのだ。

「そうですね、私も幼い頃ころからのあの方を知っていますが、違和感があります」

　ファグラヴェールもむぅっといぶかしげに眉まゆをひそめて同意を示す。

　彼女はシグルドリーファとは乳ち兄弟きようだいである。

　その彼女にしても、ここまで違いを感じるというのなら、やはり無視できない。

「考えられるのが、まず呪歌ガルドルや秘法。薬や催さい眠みん術じゆつの可能性もあるな。そのあたり、フェリシアの見解も聞いておきたいな」

　勇斗はチラリと傍かたわらに立つ副官に、目を向ける。

　フェリシアは思考に耽ふけるように視線を上に向けて考える素そ振ぶりをした後、

「すみません。わたくしもそういう術の存在は聞いたことがない、というところです」

　申し訳なさそうに目を伏せつつ言う。

　そううまくいくわけないか、と勇斗はがっくりと嘆たん息そくしかけ、

「ただ……」

「ん？」

「以前とは違う魂たましいの波動のようなものを感じます」

　またなんとも曖あい昧まいな代しろ物ものだった。

　エインヘリアルではなく、神力アースメギンの知覚ができない勇斗にはいまいちピンとこなかったが、ファグラヴェールには通じるものがあったらしい。

「ああっ！　確かに言われてみれば！　そうか、違和感の正体はそれか！」

　いたく納なつ得とくしたように、うんうんとうなずく。彼女のルーンもどちらかというと秘法使い系だ。それで知覚できるのだろう。

「あれほど快活で元気そうなのに、魂の波動はひどく弱々しい！」

「ああ、確かに！　奇妙さの正体はそこでしたわ！」

　フェリシアもぽんっと得心したように手を叩く。

　自分たちだけ納得されても困る。

　独りだけ置いてきぼりな気分である。

「やはり、あの妖よう怪かいじじいに操あやつられていると見るべきですね。まったく、陛下を操り自らの思い通りにしようなど、天に唾つば吐はく大罪だ！」

　ヒートアップしているらしく、ファグラヴェールが珍めずらしく声を荒あららげて言う。

　もはや嫌けん悪おを隠そうともしていない。

　一応、確かく認にんする。

「その妖怪じじいってのはハールバルズでいいんだな？　《槍》の宗主パトリアークにして帝国の大神官だっていう」

「はっ。前々から神帝テイウダンス陛下を差し置いて、帝国を我が物顔で練り歩いておりましたが、まさかこのようなことまで……っ！」

　憤ふん懣まんやるかたなしといった体で、ファグラヴェールは拳こぶしを握る。

　そばにいればそれこそ殴なぐってやりたいとでも思っているのだろう。

「どういうやつなんだ？　性格は？」

　とりあえず、訊きいてみる。

　今回の神帝テイウダンス直々の降伏の申し出は、十中八九、このハールバルズの指金だろう。

　何かしらの裏はあるはずだ。

　今仕し掛かけられているのは、剣けんや槍、弓を用いての戦いくさではない。

　虚きよ実じつを入り交えて行う外交戦だ。

　ならば言い方は悪いが、リーファ駒ではなく、盤ばん上じようの先にいる本当の指し手の情報を知りたいところだった。

「そうですね。一言で言えば、ずる賢がしこい卑ひ怯きよう者もの、です。うちのバーラもかなりの知略の持ち主ですが、そのさらに上をいく老ろう獪かいさの持ち主、といったところでしょうか」

「ほう、バーラはうちのフヴェズルングの兄弟さえ手玉に取ったと訊いているぞ。さらにその上とは、な」

　思わず勇斗は目を見開く。

　ずる賢い卑怯者、という評価は一見、小物と思われがちだが、得てして勝負事というものは、そういうわずかの差が流れを作り、大きな差を生み出していく。

　現実に強いのは、どっしりと些さ事じに心を揺ゆさぶられることなく大物感を漂ただよわせた人物ではなく、実はそういう小心者だということを、勇斗はいやというほど知っている。

　その意味で、フヴェズルングは実にいやらしい敵だった。

　その上の、さらに上とは、まったく世界は広い。

「はい、とにかく情報収集、情報操作に長たけ、それらを使って、相手の逃にげ道みちを塞ふさぎつつじわじわと自分の思い通りに事を運ぶのが悪あく魔ま的てきにうまいです。どうやっているのかまではわかりませんが、先のヴィーグリーズでも、騎き兵へいの動きも、滞在場所も、攻めてくる場所も、全部、事前にアレクシス殿どのから教えていただきました」

「ふむ、確か『高座から全てを見渡す者スキルヴイング』だったか」

　この二つ名を勇斗も知ってはいたが、どうやら予想以上に難物のようだった。

　確かにフヴェズルングも、今いる場所が完全に把は握あくされていたと述じゆつ懐かいしていたが、これで裏付けが取れたということになる。

　軍事衛星も、携けい帯たいも、何もないユグドラシルでこれは脅きよう威い的てきというしかない。

「そこまで視えているなら、この会話も聞かれていると判断したほうがいいな。俺が言えた義理じゃねえけど、ちょっとチートすぎっだろ」

　ギシリと椅子の背もたれに身体を預けつつ、勇斗は天てん井じようを見み据すえる。

　相手はこちらの手札が見えるのに、相手のものは見えない。

　この状態での化かしあいは、なかなかに難なん儀ぎというしかなかった。

「ちっ、だが、虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず、受けるしかねえか」

　舌打ちしつつ、勇斗は苦々しげに表情をゆがめる。

　神帝テイウダンスというカードは、ユグドラシルの覇は権けんを目指すうえで喉のどから手が出るほど欲ほしいのは確かなのである。

　個人的にも恩人だし、《剣》という有力氏族をつなぎとめる意味でも、ここで危険だからと帝国に返すより、引き留める方が得策といえる。

「こういう化かし合いはあまり得意じゃないんだがな。まあ、打てる手はどんどん打ってくとしますか」

　やれやれと勇斗は嘆息する。

　そう彼かれは、化かし合いが苦手だ。

　だから、彼は勝つべくして勝てる状じよう況きようを作り、相手がどんな手を使おうとそれを真正面から力ずくで圧し潰つぶす、という手段を好む。

　ゆえに今回も、そうするのみだった。







「お待たせしました。我ら《鋼はがね》は帝国の降伏を受けいれるつもりです」

　翌日、勇斗はシグルドリーファを朝食に誘さそい、開口一番そう告げた。

　円えん卓たくにはリーファがイアールンヴィズ来訪時、いたく感動していたハンバーガーを用意してある。

　あの時はこれでもかと目を輝かがやかせていたというのに、今日はそれを見ても怪け訝げんな目で見つめたのみである。

　やはり、違和感しかなかった。

「おお、そうか。ありがたい」

　リーファがハンバーガーに目もくれず、優ゆう雅がに微笑む。

　それで改めて、勇斗は心を決める。

　頭を宗主としての自分に切きり替かえる。

　甘あまえを捨て去り、心を冷やしていく。

「ただし、今回の《鋼はがね》討伐令で、我々は極めて危機的状況に立たされたことは確かです。いかに相手が帝国とはいえ、これをなあなあで済ませていては、大宗主レギンアークとしての面めん目ぼくが立ちません」

　じっとリーファの目を見据え、声に凄みと圧をかけて勇斗は言う。

　いつ頃ごろだろうか。

　自らの心の奥おく底そこに、とんでもない猛もう獣じゆうがいて、そいつを解き放つ時、周りの人間を圧倒しひどく萎い縮しゆくさせることに気づいたのは。

　激しく怒おこった時にしか目覚めず、ずっと制せい御ぎよ不能だったのだが、ユグドラシルに再帰き還かんしたあたりから、ある程度コントロールできるようになっていた。

　その力『覇は気き』を、意識し研とぎ澄すませて放つ。

「む、む、むう、ま、まあ、そ、そちの言う通りじゃな」

　効果は覿面で、リーファは目に見えて慌あわてふためき体てい裁さいを崩くずす。

《剣》宗主ファグラヴェールや、『波の乙女』たちでさえ怯ひるませた威い圧あつだ。

　いかに双そう紋もんのエインヘリアルと言え、所しよ詮せんは深窓の姫ひめ君ぎみに耐たえきれるものではなかったらしい。

　ならば、ここぞとばかりに一いつ気き呵か成せいに畳たたみかけるのみである。

「降伏の条件は三つ。まず一つ目、陛下には俺の第二正せい妃ひとなってもらう」

　言って、勇斗は人差し指を立てる。

　このあたりはファグラヴェールとも協議済みである。

　あくまでこの結婚は、政略の形ばかりの結婚であること。

　本当に結ばれるかどうかは、リーファの意思を尊重する。

　あくまで神帝テイウダンスという権けん威いを手に入れるための形式だ。女性にとって結婚が特別なことを考えると少々、忍しのびないが、ここは戦略的にどうしても譲ゆずれない部分ではあった。

「も、問題ない。先に妾自らが提示したしの」

　リーファもまだ顔を若じやつ干かん引ひき攣つらせながらもいくらか調子を取り戻して、頷うなずく。

　それを確認してから、勇斗は二本目の指を立てる。

「二つ目、《鋼はがね》討伐令の撤回を正式にユグドラシル全土に公布すること」

「おぬしらからすれば当然のことじゃな」

「そして肝かん心じんの三つ目ですが」

　そう前置きして、勇斗は三本目の指を立てる。

「我々は今回の《鋼はがね》討伐令は、陛下の御ご意い思しとは考えていない。《槍》の宗主ハールバルズこそ、黒幕と考えている。よって、我ら《鋼はがね》は、今回の騒そう動どうの元げん凶きようハールバルズの首を要求する！」

　言い切ってから、勇斗は心の中で「さあ、どうでる？」と悪戯いたずらっぽくほくそえむ。

　交こう渉しよう事ごとで最も面めん倒どうなのが、実は「強者によるごり押し」だったりする。

　つまり、下手な小細工をせず、大将首をいきなり取りに行けばいいと勇斗は判断したのである。

　さすがにこの要求は呑めまい。

　そう高をくくっての、こちらが交渉で有利に立つためのブラフだったのだが――

「あいわかった。それでよい」

「へ？」

　リーファがわずかの逡しゆん巡じゆんもなく、あまりにもあっさりと要求を受け入れたため、勇斗はぽかんと大口を開ける。

　意味がわからなかった。

　とにもかくにも、《鋼はがね》と帝国での降こう伏ふく交こう渉しようは成ったのである。







「あれが『黒きもの』か」

　ヴァラスキャールヴ宮殿の一角で、ハールバルズは口の端を吊り上げ吐はき捨てた。

　総そう白髪しらがの、顔には幾重にもしわが刻まれた枯れ木のようなまさに老人である。

　左目は縦一文字の刀傷で潰されているが、残るもう片方の目は未だ鷹たかのごとく鋭するどくらんらんと強い意志に満ちていた。

「実際に間近で相対してみたが、確かに恐ろしい貫かん禄ろくじゃな。とてもガキとは思えん」

　慌てふためいてみせたのは演技ではあるが、内心、畏怖したのもまごうことなき事実であった。

　今でこそ帝国で権勢を思うがままにしているハールバルズであるが、若いころは戦場に出て、それなりの修羅場もくぐっている。

　英えい傑けつというに足る人物と何度も向き合い、時に相争ってきた。

　それでも、あそこまでの覇気の持ち主にはあったことはない。

「さすがはこの帝国を滅ぼすと巫女みこヴォルヴァに予言された者といったところかのぅ」

　フッとハールバルズは自嘲するように鼻を鳴らす。

　そう、先の会談にて、予言の通り、『黒きもの』の手により、神聖アースガルズ帝国はその二〇〇年もの長きに渡る歴史に、ついに終止符を打つこととなったのである。

　その半生を帝国での権力掌しよう握あくに捧げてきた身としては、多少の虚むなしさを感じずにはいられない。

　もっともあくまで、多少、でしかないが。

「ふん、予想通り、儂わしの首を求めてきおったか」

　自らの首を押おさえつつ、ハールバルズは苦笑する。

　実に想定の範囲内である。

《鋼はがね》はファグラヴェールを子分とし、《剣》を取り込んだ。

　彼女からハールバルズが帝国の実質的権力者と聞けば、もはやその国力の彼我の差は歴然としているのだ、それは首を差し出せと要求してくるであろうことは、容易に想像がつくことであった。

「まあ、少々、計画は狂くるってしまったが、支障はない。少々、計画の実行が早まっただけのこと、じゃな」







　神帝テイウダンスシグルドリーファとの会談から一二日後のことである。

「本当にハールバルズなのか？」

　シグトゥーナの宮殿の一角では、やや気持ち悪げに顔をしかめつつ、勇斗はファグラヴェールに問いかけていた。

　視線は、彼かの女じよの持つ土器に向けられていた。

　中に収められているのは、保存のため酒に浸された、《槍》宗主にして帝国大神官ハールバルズの生首である。

　さすがにグロくて、一目見て離はなれた勇斗である。

「……間ま違ちがいありません」

　ファグラヴェールもさすがに渋じゆう面めんになりつつも、それでも壺の中をまじまじと凝ぎよう視ししてから、頷く。

「影かげ武む者しやの可能性は？」

　土器から目をそらしつつ、勇斗は確認する。

「ありえないかと～。この方ほど長く生きている男など～、そもそも探すのさえ困難でしょうから～」

　そう間延びした声とともに首を左右に振ふったのは、バーラである。

　彼女もまたハールバルズを見知っている一人であり、本人と断定していた。

「あ～、そうか。そうだな」

　勇斗も納得したように頷く。

　ここユグドラシルは二一世紀の日本ほど豊かな食糧事情も医療技術もない。

　平均寿命五〇歳さいにも満たない、現代日本人には初老の年ねん齢れいが、長生きした老人と言われる世界なのだ。

　ハールバルズの年齢までは知らないが、妖怪じみた高齢だったと話には聞いている。

　そんな年齢で、かつ、顔をよく見知っているファグラヴェールを騙せるほどにハールバルズに似ている者を探し出すというのは、現実的にまず不可能だ。

「つまり、この首は間違いなく本物、ということか」

　つぶやきつつも、どうにも狐こ狸りの類に化かされているような気がしてならない。

　こうもうまく行き過ぎると、逆に不安感が増すのだ。

「検分は終わったか？」

　少し離れたところで椅子に腰かけていたシグルドリーファが、淡たん々たんとした声で問いかけてくる。

　昨日あたりまで、月のものを理由に自室にこもっていたが、今日は顔色を見る限り、とりあえず体調は良さそうではあった。

「ああ、ハールバルズで間違いないようだな」

「すでに《鋼はがね》討伐令の撤回も公布してある」

「それも確認しています」

　すでに神帝テイウダンスの印が押された粘土板を、勇斗は確認している。

　クリスティーナからも、グラズヘイムでも広場に人が集められ、それが大々的に発表されたとの報告が入ってきている。

「では後は……妾との結婚、じゃったな」

「む……」

　ここまであっさりというのは、やはり何かが引ひっ掛かかった勇斗である。

　何かの裏があると感じるのだが、その何かがまるでわからない。

　いや、そもそもハールバルズが死んだ以上、単なる考えすぎなのだろうか？

　あまりに都合よく事が運びすぎて、不安になっているだけなのだろうか？

「これから末永くよろしく頼むぞ、婿殿」

　ニコッと神帝テイウダンスが微び笑しようを浮うかべる。

　結婚はこちらから提案したものである。

　あちらは他の条件も全て呑んだ。

　断る理由があまりにもなさすぎる。

　ここで認めねば、むしろ恥にしかならない。

「……ああ、よろしく頼たのむ」

　どうにも狐につままれたような気がしてならなかったが、勇斗もうなずかざるを得なかった。







「ふふっ、第一関門突とつ破ぱ、じゃな」

　与あたえられた居室で、シグルドリーファ――の中に潜むハールバルズはニッとほくそ笑んだ。

　肉体は確かに滅んだ。

　しかし、まだ彼の魂は生きていた。

　シグルドリーファの体を依より代しろにすることによって。

「ふぅ、しかし、本当に女の身体とは面倒なものじゃ」

　昨日まで月のものだったというのは本当である。

　とにかく処理に手間取ったし、感覚を共有していたので、この身体にいる限り、感覚も共有しているので、痛みもある。

　ずっと痛むので、気分も憂鬱になる。

　なかなか散々な日々であった。

「仕方なかったとはいえ、さっさと別の身体に乗り移らんと、やってられんな」

　フッと思わず自じ嘲ちようする。

　あくまでこの身体は仮かり初そめのものである。

　彼の真の目的は、このシグルドリーファの子供であった。

　ハールバルズは確かに帝国の権勢を我が物にしていたが、もういつ死んでもおかしくない老ろう齢れいだった。

　体力も衰え言うことをきかず、病気がちで、毎日のように死の恐きよう怖ふに怯おびえていた。

　そこで彼は考えたのだ。

　小動物に乗り移れる自らのエインヘリアルとしての『力』、これを使えば、それこそ永遠の命も夢ではないのではないか、と。

　意識のある人間には、確かに乗り移れない。

　だが、今回のリーファのように意識をなくしている状態や、そしてまだ無垢な赤ん坊ならば、乗り移ることができるのは確認済みだ。

　リーファと自分の子供に乗り移れば、双紋と神帝テイウダンス、能力と権威、その二つを持って若返ることができる。

　こうして不老不死の存在となってユグドラシルの絶対的支配者として君臨する。

　それがハールバルズの打ち立てた計画の全貌であった。

「どうせなら、わしの血を受うけ継ついだ者に乗り移りたかったのじゃが、な」

　大宗主レギンアークと神帝テイウダンスの子供ならば、第二正妃と言えど、血統的に統治の正当性を主張するため次の神帝テイウダンスとなる可能性は極めて高い。

　否、それこそ今、正妃のお腹に宿っている子を、いずれ密ひそかに殺してしまうのもいい。

「やれやれ、とはいえ、男とまぐあわねばならぬとはのぅ。人形の女を抱だくほうが幾分マシじゃったが、致いたし方なしじゃな」

　言って寝しん台だいより立ち上がる。

　夜も更けてきた。

　そろそろ頃合いであろう。

　部屋を出て、大宗主レギンアークのいる寝しん室しつへと向かう。

「こ、これは神帝テイウダンス陛下、な、何用でございましょう？」

　部屋の前で近この衛え兵へいたちが慌てふためいた様子で質問してくる。

　ユグドラシルに住む人々にとっては、現あら人ひと神がみともいうべき存在であり、信仰の対象でさえある。

　そんな人間にいきなり前に立たれれば、うろたえもしようというものだった。

「未来の婿に用といえば、一つであろう」

「は？　ははっ、これは無粋なことを！」

　恐縮し、室内へと通してくれる。

　部屋は客室ではあるが、神帝テイウダンスである自分にあてがわれたものと同等に広く豪ごう奢しやである。

　そして、そこにいたのは大宗主レギンアークだけでなく、金きん髪ぱつの美女である。

「へ、陛下!?　こんな夜分にいったい？」

　金髪の美女がいぶかしげに問うてくる。

「護衛の兵たちにも申したが、早速、契りを交かわしに来た次第じゃ」

「……随ずい分ぶんと性急ですね」

　大宗主レギンアークが苦く笑しようしつつ言う。

　そのあたりは、ハールバルズも自覚はしているが、やはり女の体の不便さは耐えがたい。

　少しでも早く新たな身体を、というのが正直な心境だったが、もちろんそんなことは口にはしない。

「妾は生まれつき身体が弱くてな。正直、いつ病に倒たおれるかしれぬ。皇統を守るうえでも、早々に子を成しておきたいのじゃ」

「ふむ、なるほど、フェリシア、ちょっと席を外してくれ」

「えっ!?　お、お兄様!?　し、しかし……」

　フェリシアが慌て、心配げな視線を大宗主レギンアークに送る。

　大宗主レギンアークはフッと肩かたをすくめ、

「問題ない。さすがにこの状況で、神帝テイウダンス自ら滅多なことはできないだろう。ああ、あと、ちょっと頼みたいことがある」

　ちょいちょいと手で彼女をそばへと呼び寄せ、何かを言伝る。

　シグルドリーファ――ハールバルズには何を言っているのかまったく聞こえなかったが、

「お兄様の仰せのままに」

　金髪の美女は大いに納得したようにうなずき、こちらのほうへと歩み寄ってくる。

「陛下、失礼ながら、念のため、御身体だけは調べさせていただきます」

「ふむ、よかろう」

　鷹揚にうなずいてみせる。

　別に暗殺が目的ではないのだから、武器は元から何一つ帯びていない。

　自分の体ではないので、恥ずかしくもない。

　いくら調べられようが、なんら構うことはなかった。

「……終わりました。ご無礼致しました、お許しくださいませ陛下」

　当然、問題なく身体検査も終わり、金髪の美女が頭を下げてくる。

「よい、おぬしも職務だということはわかっている」

「ありがとうございます。ではわたくしは失礼させていただきますね」

　もう一度ペコリと頭を下げて、金髪の美女が退室する。

　それを見届けてから、シグルドリーファ――ハールバルズは大宗主レギンアークの隣となりに腰かけ、しなだれかかるように身体を預ける。

「やっと、二人っきりになれたのぅ」

　そう口にした瞬しゆん間かん、そんな自分に正直虫むし唾ずが走ったが、そこは顔には出さない。

　そのままそっと大宗主レギンアークの手に自らの手を乗せる。

　権力者であるハールバルズには、それに群がる女どもが大勢寄ってくる。とりあえずその女どもの真似である。

「さぁ、はやく妾をおぬしのものにしてくれ。そうすることで、おぬしは名実ともに次の神帝テイウダンスとなるのじゃ」

　単刀直入に、甘言をささやく。

　ハールバルズの知る限り、男というものは権力に目がない。

　特に上に這いあがってくる者ほど、その傾向が強い。

　そんな人間に、次の神帝テイウダンスに、というのはこれ以上ない餌のはずだった。

　一代で小氏族の宗主から広大な領土を収める大宗主レギンアークにまで成り上がった男である。間違いなく、そうに違ちがいないと確信さえしていたが、

「まあ、そう焦らなくてもいいでしょう。今まで落ち着いて話す機会もなかったし、少し昔話でもしようじゃないですか」

　ほがらかに笑って、そんなことを言ってくる。

　ハールバルズは内心で舌打ちする。

　いかに情報収集にかけてはユグドラシルでも右に出る者なしの彼でも、シグルドリーファがイアールンヴィズにいたころの逐一まではさすがに把握してはいない。

　こういう展開でボロを出すことを避さけるために、これまであまり接さぬようにしてきたというのに、まったく面倒というしかなかった。

「妾としては、そんな昔話より、今これからのことを話し合いたいところじゃな」

　とりあえず話をそらしにかかる。

　てっきり権力欲に目がくらんで抱かれるものと思い込んでいただけに、少々、計算外であった。

「そうじゃ、神都に凱がい旋せんの暁には、妾直々にヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でんの中を案内して遣わそう。おそらくおぬしが想像したこともない絢けん爛らん豪ごう華かさじゃぞ？」

「へぇ？」

　どうやら興味が引けたようで、シグルドリーファ――ハールバルズはほっと胸を撫なでおろす。

　まったく冷や冷やものである。

　これは早々に子を宿さねば、ボロが出そうだった。

「妾を妻とすれば、それがすべてそなたのものとなる。どうじゃ、楽しみじゃろう？」

　なんとか話を軌道修正する。

　こうなれば少々強ごう引いんではあるが、押し倒してもいいかと思案していた矢先のことである。

「そうだな、それも楽しみではあるだが、おっ、来たようだ」

　ギィッと突とつ如じよ、寝室の扉とびらが開く。

　入ってきたのは、銀ぎん髪ぱつの美女を従えた、シグルドリーファに瓜うり二ふたつの容姿をした少女であった。







「陛下、うちの奥おく方がたが、貴女あなたに挨あい拶さつをしたいと申し出ている」

　ニッと口くちの端はを吊つり上あげつつ、勇斗は美月のほうに手を向け紹介する。

　彼女がここシグトゥーナに着いたのは、昼頃のことである。

　以前、美月からシグルドリーファとは奇き妙みようなつながりがあると訊いてはいた。

　ならば、実際に近くで触れ合えば、何かしらわかるものがあるかもしれない。

　そう思い、身重で少々不安ではあったのだが、安定期に入ったこともあり、呼び寄せたのである。

　また一人ギムレーで勇斗の帰りを待ちながら孤独を感じるよりも、やはり夫のそばにいるほうが安心できるしストレスもかからない。

　結果、子供のためにもなるという判断だった。

「はじめまして、陛下。周防すおう勇斗の妻、美月と申します」

　美月がシグルドリーファへと歩み寄り、ペコリと頭を下げる。

　こうして見ると、本当によく似ていた。

　双ふた子ごの姉妹と言っても、誰だれも疑わないだろう。

「う、うむ、お初にお目にかかる。話には聞いておったが、ここまで瓜二つとは驚おどろきじゃ」

　さすがにこういう事態は想定していなかったのだろう、狼ろう狽ばいした様子でシグルドリーファが答える。

　かかった、と勇斗は思うと同時に、彼女が偽にせ者ものであることを確信する。

　二人が会うのは、これが初めてではない。

　現実では確かに初めてではあるが、夢で幾いく度どとなく逢あっている。

　そのあたり下手に追及しても、ごまかしてうやむやにされそうと懸け念ねんしていたが、いきなりボロを出してくれた。

　話には聞いていたが。

　本物のシグルドリーファならば、こんなセリフは吐かないはずである。

　ならば、と勇斗は美月に目配せする。

　彼女もうなずく。

「陛下、あたしたち、似ているのは見た目だけではないんですよ？」

「ふむ？」

　いぶかしげにシグルドリーファが眉をひそめる。

　若じやつ干かん、こちらの意図を測り兼かね、警けい戒かいしている気配さえ感じる。

　だが、なんら問題はない。

「実はあたしも、双紋を持っているんです」

「……は？」

　シグルドリーファが間の抜ぬけた声をあげる。

　このことを知らぬのも、やはり彼女が本物でないことがわかる。

「ふぅ……っ！」

　美月はいったん目ま蓋ぶたを閉じ、気合いの声とともに再び開いた。

　その双そう眸ぼうには、鳥を模したようなルーンが輝く。

「なっ!?」

　シグルドリーファの顔が驚きに染まる。

　だが、事態はそれだけにとどまらなかった。

「むぉっ!?」

　美月の双紋に反応するように、シグルドリーファの瞳ひとみにも剣を模したような金色に輝く紋もん様ようが浮かび上がる。

　そして――

「っ！」

「んんっ!?　ぐああああっ!?」

　二人は同時に両目を押さえる。

　美月は歯を食いしばって耐えていたが、シグルドリーファのほうはまったくの予想外だったらしく、悲鳴を上げてうずくまる。

　双紋の共鳴――

　かつて夢の中であったという、不可思議な現象であった。







（熱っ！）

　突如、身体を駆け巡る熱に、シグルドリーファは目を覚ました。

　さながら激流のように、神力アースメギンが荒れ狂っていた。

　いったい何事かと思ったが、この感覚には何度か覚えがあった。

　そう、美月と夢の中で逢った時に。

（ぐああああっ!!）

　不意に、自分の中にしゃがれた薄気味悪い悲鳴がこだまする。

　見ればハールバルズがのたうち回っていた。

　いい気味だと思ったところで、違い和わ感かんを覚える。

（ここは……？）

　ふと辺りを見回せば、ヴァラスキャールヴ宮殿の白黒の庭園が広がっている。

　馴な染じみのある景色だった。

　ここは、シグルドリーファの心象風景である。

（なぜ貴様なんぞが、ここにおる!?　ハールバルズ！）

　激しい怒いかりとともに、シグルドリーファは吼ほえる。

　現実をこの醜悪な老人に蹂じゆう躙りんされているだけでも腹立たしいというのに、最後の聖域ともいうべき心の中にまで土足で踏み込まれては、それは烈火のごとく怒りも覚えようというものである。

（ぐおお、む、むぅっ!?　今のが気つけとなったか!?）

　こちらに気づき、ハールバルズが忌いま々いましげに吐はき捨すてる。

　何が起きているのかはわからないが、明らかに異常事態だということを、シグルドリーファは察する。

　と、同時に、さらなる怒りが火山のごとく噴き出した。

（とっとと出ていくが良い！　ここは妾わらわの中じゃ！）

　怒号とともに、拒絶の意志を発する。

　だが、ハールバルズは先さき程ほどまで悶え苦しんでいた時とは一転、冷静さを取り戻もどしたようで、こちらに向けてニィッと笑って見せる。

（断る。もはやこの身体は儂わしのものじゃからな）

（ええい、出ていかぬなら力ずくでも、むっ!?）

　ハールバルズに掴つかみかかろうとして、シグルドリーファは自らの身体――精神体が光の糸のようなものでぐるぐる巻きにされていることに気づく。

（これは……グレイプニル!?）

（くっくっくっ、いつ目覚めるともしれんかったからのぅ。我わが秘法にて何重にも封をさせてもらったわい）

　ハールバルズがなんとも邪よこしまな笑えみをこぼす。

　グレイプニルは、異質なものを縛り封じ込める、シグルドリーファが得意とする秘法の一つである。

　エインヘリアルも、この秘法の前には『力』を戒められる。

　だが、それはあくまで、並みのエインヘリアルなら、である。

（ふん、妾を誰じゃと思うておる。おぬしごときの秘法で、双紋を持つ妾を抑おさえられるわけがなかろうて）

　言って、リーファは光の紐を引きちぎるため、神力アースメギンを練ろうとして――

（むぅっ!?）

　手足のように操れたはずのそれが、まったく反応してくれないことに愕がく然ぜんとする。

　何度試みても、まるで集まってくる気配がない。

（こ、これはいったい……っ!?）

（ふっ、ははははははっ!!）

　うろたえるシグルドリーファの姿に、ハールバルズがさも楽しげに哄笑する。

　耳障りこの上なく、怒りも込めて光の紐を引きちぎろうとするが、微動だにしない。

　そんなシグルドリーファに、ハールバルズは口の端を吊り上げ、

（無駄じゃ無駄じゃ。繰り返すが、すでにこの身体は儂のものよ。もちろん、双紋もなぁ）

（うぬぅぅっ！）

　憤怒をあらわにハールバルズを睨にらみつけ、シグルドリーファは唸うなる。

　いったいどうしてこのようなことになっているのか。

　確か自分は、美月に協力して勇斗を召しよう喚かんしようとして、そこで少々無理をして力を使い果たし――

　そこからの記き憶おくがなかった。

　察するに、どうやらその隙すきに、この醜悪極まりない老人に身体を乗っ取られたらしい。

　改めて、腹立たしさがふつふつと湧き上がってくる。

（ええい！　この紐を解け！　解かぬか！）

　シグルドリーファは感情的にわめくが、ハールバルズはさもこちらを見下したように冷れい笑しようするのみである。

（ふん、そんなもの聞くわけがなかろう。神帝テイウダンスの地位も力もなくしたおぬしなど、もはやただの小こ娘むすめよ。身の程を知るがよいわ）

（うううっ！）

　一喝され、シグルドリーファの双眸からぽろぽろと涙なみだがこぼれる。

　怖かったのではない。

　ただただ悔しかったのだ。

　図星、だったから。

　そう、自分には、神帝テイウダンスと双紋、その二つしかない。

　二つとも、先祖から与えられたものであって、自分で手に入れたものではない。

　そして、それらを失った自分には、なんにもない。

　白はく髪はつ紅こう眼がんという異質な容姿と、陽ひの下を歩くことさえできぬ虚弱な身体。

　性格だって自己中心的で、わがままで、横暴で、とても褒められたものではない。

　そんなこと、自分が一番よく知っていた。

（さあ、今一度、眠ねむりにつくがよい）

　ハールバルズが歩み寄り、すぅっと手を伸のばしてくる。

　逃にげたいのに、身動きできない。

（誰か！　誰か助けてくれ！　ファグラヴェール！）

　ただ一人、自分をずっと助けてくれていた乳ち兄弟きようだいの名を呼ぶ。

　そう彼女だけが、シグルドリーファにとって救いであった。

　だが、いかに彼女が王のルーンを持つとはいえ、こんなところまで助けに来てくれるとは思えなかった。

　それでも、助けてほしかった。

（諦めい。誰も心の世界こんなところまで助けにはこぬわ）

　ハールバルズの手がシグルドリーファの顔面を鷲わし掴づかみにする。

　力が吸い取られるような感覚とともに、意識が遠のいていく。

　怖かった。

　今ここで眠りにつかされたら、もう二度と目覚められないような、そんな気がした。

　こんなところで、この年で、終わりたくなかった。

（助けて！　ユウト！）

　思わず、一いち縷るの望みをかけて想おもい人びとの名を叫さけぶ。

　その時である。

『フィムブルヴィト！』

　聞き覚えのない声が響ひびき、シグルドリーファの精神体を縛しばっていた光の糸が弾け飛ぶ。

　自由を取り戻したからには、こんな男に心を触られているのを許すシグルドリーファではない。

（とっとと妾の中から立ち去るがいい。この痴しれ者ものがっ！）

　叫ぶや、彼女の精神体から『力』が噴き出し、ハールバルズを弾はじき飛とばす。

（ぬあっ!?　お、おのれえええっ!!）

　断末魔の怨嗟の声を残し、ハールバルズの精神体は宙を舞まい吹き飛んでいき、やがて空気に溶けるように消滅した。







「ん、ここ、は……？」

　シグルドリーファが目蓋を開けると、見覚えのない天てん井じようと、見覚えのある顔が二つ、彼女を見下ろしていた。

　その瞳は心配げで、不安そうである。

　どうやら自分は、想い人の少年に抱き留められているようであった。

「おお、なんとも懐かしい顔ぶれがそろっておるな」

　正直、ここは天国かと思った。

　ここが現実なのは直観的にわかったのだが、それが素す直なおな心境である。

　シグルドリーファは神帝テイウダンスで、「特別」な存在だった。

　だからだろう、皆みなが自分に向ける視線の中に、よそよそしさがあることに気づいていた。

　距きよ離りがあることに、気づいていた。

　だが、この三人の眼まな差ざしには、どこか温かみがある。

　それがとても心地よく、ジーンと胸が熱くなった。

「ユウト殿どの、無事この地に戻れたようじゃな」

「「っ!?」」

　勇斗と美月の二人が一いつ瞬しゆん、驚いたように目を見開き、やがて嬉うれしそうな笑え顔がおをこぼす。

「リーファ様、お久しぶりです。イアールンヴィズ以来ですね」

「ん、そうじゃな。で、ここはどこじゃ？　ヴァラスキャールヴではなさそうじゃが」

　きょろきょろと視線だけ周囲に目を向けつつ、シグルドリーファは尋ねる。

　やはり見覚えのない部屋だった。

「ここはシグトゥーナです」

「ん？　《剣つるぎ》か、ここは？　ファグラヴェールはおるのか？」

「あっ、今、呼んできますね」

　弾かれたように、自分と瓜二つの少女――美月が立ち上がり、パタパタと退室していく。

　それを見送ってから、勇斗が問うてくる。

「訊きいてもいいですか？　俺をこの世界に再召喚してからのいきさつを」

「ん？　ん～……正直、覚えとらん。そこから今に記憶が飛んでおる」

「そう、ですか」

「ただ、目覚める前、ハールバルズが我が心の中に巣食っておったのを見た。おそらくはあやつが妾の体を乗っ取り、勝手しておったのじゃろう。まったく不快な奴やつじゃ」
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　忌々しげに、シグルドリーファが吐はき捨てる。

　一方の勇斗は申し訳なさげに表情を曇らす。

「なんか、無理をさせて済みませんでした」

「なに過ぎたことよ。おぬしがここにおるということは、あの戦いくさ、勝ったのじゃろう？　鍋を囲んだ皆は元気かえ？」

「はい、お陰かげ様さまで」

「それはなによりじゃ、また会いたいのう」

「ここに何人かいる。呼びましょうか？」

「それは後でよい。とりあえず、妾が意識を失ってから今までのことを教えてくれい」

「はい」

　そうして、シグルドリーファは、勇斗からこれまでの経緯を聞く。

　そして、心底驚く。

「なんと！　もう冬も間近か！　なんとも長く眠っていたものよ。そう考えると、多少はハールバルズにも感謝せねばならぬのかのぅ？　まあ、する気もおきんが」

　ふんっとつまらなさげに鼻を鳴らす。

　おかげで命があるのは確かなのだが、やはりむかっ腹が立つという気持ちが大きかった。

　あの老人には、どうにも嫌いやな思いばかりさせられているせいもある。

「それにしても、あの《フィムブルヴェト》はいったい誰じゃ？」

　あれがなければ、また深い眠りの底に落とし込まれるところだった。

　しかし、美月には《フィムブルヴェト》は教えていないはずだし、フェリシアではハールバルズの秘法を撥はね除けるには、明らかに力不足だ。

「ああ、どうも明らかに、貴女ではなく、別の誰かに操られてるっぽかったんでね、その道の第一人者を読んだんですよ」

　言って、勇斗は美月の傍らに控える、褐色の肌に豊満な肉体を持つ、なんとも妖よう艶えんでなまめかしい雰囲気が漂わせる銀髪の美女へと手を向ける。

　その容姿とフィムブルヴェトを操るという秘法の腕前が、伝え聞く情報と一致する。

「まさか、シギュン、か？」

「はっ、お初にお目にかかります、陛下」

　褐色の美女――シギュンが恭しくかしづく。

　やはりか、とシグルドリーファは瞠目する。

　女ながらに先々代の《豹ひよう》の宗主を務めあげた女傑にして、『ミズガルズの魔女』の二つ名を持つユグドラシルでも五指に入る凄腕の秘法使いだった。

「貴女に教えてもらいましたからね。フィムブルヴェトとは全ての制約を解き放つ秘法だって」

　勇斗はニッと少し得意げに口の端を吊り上げて、片目をつぶる。

　確かに昔、彼にそう教えたことがあった気がする。

「くくっ、ハールバルズも、おぬしの前では形無しじゃな！」

　まだシグルドリーファには状況はつかめていないが、あの老獪な大神官のことだ。

　手練手管を使い、巧妙に策を進めていたに違いない。

　それを、双紋の共鳴に『ミズガルズの魔女』シギュンなどという、ありえぬほど強力な手札二枚を用いて、真っ向から力で粉砕してしまった。

　他人任せと言えばそれまでだが、王とは一人でなるものではない。

　それほどの人材を呼び寄せる人運と囲い込める人望、言うなれば勇斗の覇王としての器量の為せる業だと言える。

　よくよく彼を見れば、半年前に比べ背も伸び、また貫禄も以前よりはね上がっていた。

　さすがは自分がほれ込んだ男だけはある、とリーファは感心しつつ口を開く。

「しかし、おぬし、少し見ぬ間におおきゅうなったのう。《豹ひよう》を呑のみ込み、《剣》も呑み込み、ついには帝てい国こくさえ呑み込まんとするか。まさしく予言の通りになったのう」

「調印はリーファ様の意志ではないでしょう？　いいんですか？　いや、まあ、うちもいまさら止まれないんですが」

　またもや申し訳なさそうに問う勇斗に、シグルドリーファはかんらかんらと笑う。

　まったくユグドラシルの覇者とならんというのに、律りち儀ぎにして義理堅い少年である。

　だからこそ、好きになったのだが。

　シグルドリーファはじっと勇斗を見み据すえて、言う。

「かまわん。帝国はもうその役目を終えたのじゃ。これからはそなたの時代じゃ。ゆこうか、神都グラズヘイムへ。新たなる主として堂々と乗り込むがよい」







EPILOGUE







「やれやれ、聞いとらんぞ、あんな神力アースメギンの暴走は……」

　ヴァラスキャールヴ宮殿の一室で、ハールバルズは忌々しげに吐き捨てる。

《鋼はがね》の大宗主レギンアークの正妻が現れたと思ったら、双そう紋もんがいきなり暴走した。

　その結果、今までずっと昏こん倒とうしていたシグルドリーファが目覚めてしまった。

　自らの首を切り落としてまでの策だったというのに、計算外もいいところだった。

「予備を用意しておいてよかったわい」

　コキコキと新たな身体の首を鳴らしつつ、ハールバルズは苦笑する。

　次代の神帝テイウダンスが生まれるのがいつになるやしれぬ。

　その間に、昔の肉体はいつ死んでいてもおかしくなかった。

　また乗っ取ってからも、赤ん坊では何もできぬ。

　それまでの代用として用意しておいた肉体だった。

「神帝テイウダンスの身体を失ったのはでかいが、一方で、これで彼奴あいつらも儂わしが死んだと油断もしよう」

　元の肉体の首を斬り落とし、シグルドリーファからも弾き出されたのだ。

　彼かの女じよからは、消滅したように見えるよう偽ぎ装そうもした。

「見ておれ『黒きもの』。我が長年の悲願、阻はばませはせんぞ……っ！」







EPILOGUE II







　ブリーキンダ・ベル――

　ユグドラシルの南部ヘルヘイム一帯と西部ヴァナヘイム一帯という広大な領土を治めるに至った大国《炎ほのお》の族都である。

　その城門の外には、実に五万という大軍が集結し、宗主パトリアークの号令を今か今かと待ち構えていた。

　その宗主織お田だ信のぶ長ながは、帝国より届いた粘土板に実に楽しげな笑みを浮かべていた。

「おお、ラン。大したものじゃな、あの小こ僧ぞう」

「……ええ、まさかこうもあっさりとこの危機を跳ね返すとは……」

　粘土板には、帝国が《鋼はがね》討伐令を撤てつ回かいし、神帝テイウダンスが《鋼はがね》の第二正せい妃ひに収まるという旨が記されていた。

　第二正妃、その言葉が全すべてを物語っていた。

　建前の上とはいえ、ユグドラシルを統治していた神帝テイウダンスが、第二という立場に甘んじなければならない。

　それはつまるところ、討伐軍は見事に敗れ、帝国は《鋼はがね》に屈服した、ということだ。

　そして、《鋼はがね》は、神帝テイウダンスというユグドラシルを統べる大義名分を手に入れたわけだ。

「ふふふ、そうでなくてはな」

　先に上じよう洛らくを果たされたというのは、素直に悔くやしいと思う。

　だが一方で、だからこそ面白いとも思う。

　まだ天下の趨すう勢せいが定まったとは言い難がたい。

　信長自身、足あし利かが義よし昭あきを奉じ征夷大将軍に据え傀かい儡らいとしたが、周辺各国と激しい戦いを続けることとなった。

　それと同じだ。

　自分を差し置いて、天下に号令を下すなど、何人たりとも許すつもりはない。

「ラン！　出しゆつ撃げきじゃ！　これより我ら《炎ほのお》軍は、神都グラズヘイムへと上洛する！」







あとがき







　非常に非常にお待たせいたしました。

　お久しぶりです、鷹山誠一です。

　今回、刊行が遅れに遅れたのはひとえに自分の責任であります。

　担当編集のＵ様、イラストレーターのゆきさん先生、その他関係者各位の皆さまにはただただ頭を下げるしかない次第です。

　そして何より、お待たせしてしまった読者の皆様、本当に申し訳ございませんでした。

　言い訳的には、ちと去年の夏ごろあたりからどんどんプライベートのほうで問題が多発、深刻化の一途をたどり、去年の一二月から今年の三月ぐらいまで、とても執筆できる状況ではありませんでした。

　まあ、プライベートゆえ詳細は避けますが、なかなか人生でもトップクラスに過酷な一年でございました。

　とりあえず、様々な問題も片付き、今現在は当時が嘘なぐらいいたって平和ですのでご安心を。

　しかし、大きなトラブルというものは、得てして価値観を大きく揺らがせ、内面の変化をもたらすものですね。

　齢３９歳にして、そんな大きな変化などあるものでは普通ないのですが、自分でもちょっとありえないぐらい色々な気づきのあった一年でもありました。

　このあたりは今後の創作にぜひ活かしていきたいものです。

　あと、今回みたいに、ペースを崩さないように！　いやまじで。







　そういえば、私事ではありますが、今年の春、娘が小学生から中学生になりました。

　入学式などの姿を見ると、二歳の時にシングルファーザーになり、独り親でそれなりに苦労してきただけに、ようやくここまできたかぁ、と感慨深いものがありますね。

　さすがにこの年までくると、親の手も離れ、一人でいろいろできるようにもなってきました。

　まあ、反抗期にも入ってきてますけど（笑）

　ここが子育てのターニングポイント。

　なんとか後半戦も乗り切っていきたいものです。







　最後に謝辞を。

　担当編集のＵ様。本当に今回はいろいろ迷惑をおかけいたしました！

　そして、いろいろお気遣いいただき、本当にありがとうございます！

　ゆきさん先生も、スケジュール忙しいのに穴をあけてしまって申し訳ありません。今後こういうことがないよう誠心誠意努める所存です。

　関係者各位にも改めて、謝罪と感謝を。

　そして今回、精神的にきついときにいろいろ相談に乗ってくれた方々、特にＮ氏とＳ氏！　本当に本当に感謝感激雨あられです。

　お二人がいたからこそ、何とかつぶれることなく立ち直ることができました。

　最後に待たせてしまった読者様方。本当に申し訳ございませんでした。

　ではでは、次巻でお会いできることを願って。




鷹山誠一　
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